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序　章　氷の公爵と白い結婚









「今戻った」

　低い声が広い玄関ホールに響く。声の主は上背のある、端正な顔立ちの美しい人だった。

　軽くウェーブする金髪は照明の光を受けて輝き、切れ長の淡く青みを帯びた瞳は人目を引く。

　ただ、男の固く引き結ばれた唇は人を寄せ付けない雰囲気を醸し出し、視線は氷のように冷め切って人を威圧する。

　これが二十七歳の若き公爵、コンラッド・レッドフォード──ステラの夫だ。

　彼に近づいた執事が、うやうやしく外套と帽子を受け取った。

「お帰りなさいませ」

「ああ」

　抑揚のない声に執事が軽く礼をとる。

「屋敷には何も異変ありません。奥様もつつがなく」

「そうか」

　それだけ言って執事を伴いコンラッドが歩き出す。

　それを見てステラは震えながら胸元で手を握った。

（落ち着いて、……落ち着いて）

　玄関ホールに置いてある大きな時計の隣に立っているステラのそばへ、コツ、コツ、と規則正しく靴音を響かせながらコンラッドが近づいて来る。

（……髪もドレスも侍女に整えてもらっているし、大丈夫）

　それでも少し気になってスカートをいじっていると、足音が止まった。

　一瞬遅れて顔を上げれば、いつの間にかコンラッドが目の前に立っていた。手を伸ばせば触れあう距離にいる彼は、見る者を石にすると陰で揶揄される冷たい視線をこちらに向けた。

　ホールがしんとする。

　使用人たちが視線を向けないように様子をうかがっているのを感じつつ、ステラは笑みをつくった。

「お帰りなさい、旦那様。今回の領地視察はいかがでしたか」

「……」

　返事はない。

　頭ひとつ高い位置から見下ろされ、くじけそうになる気持ちを堪えて両手を打った。

「この時期なら雪が降ることもあったのでは。みなさんお元気そうでしたか？」

　コンラッドが視察に出ていた公爵家の領地は妖精が住んでいるとも言われる自然豊かなところだ。気が良くおだやかな領民たちのことを思い浮かべながら聞けば、彼はステラの言葉にわずかに目を細めただけで何も言わない。

「それと……その……」

　声が尻すぼみになる。視線を彷徨わせて隣にある大時計を見れば、壊れて動かない振り子の前のガラスに、ひきつった笑いのステラと無表情のコンラッドがうつっていた。

　言葉が途切れたところで、コンラッドがそばを通り過ぎる。

　すれ違う瞬間ふわりと鼻をくすぐるのは甘い女性ものの香水の匂い。

　規則正しい足音が廊下を去っていく。

　その背中を見送って、今日もまともな会話がないことにステラはそっと睫を伏せた。

「お、奥様……旦那様は、今日はお疲れで……」

　外套を持ったまま執事がおろおろと近づいてくる。先代から当主に仕えている白い髪、白い髭の彼は廊下とステラを交互に見た。

　ステラは丸まりかけた背筋を伸ばして執事に微笑んだ。

「わかっています。ジェフ、旦那様に温かい食事をお願いしますね」

「畏まりました」

　ジェフは深々と頭を下げた。

　廊下にもう夫の姿は見えない。

　小さく息を吐いたステラがわずかに身を傾けると大時計に肩が当たった。

　その大時計は濃い琥珀色の木目が美しく滑らかで、ごく細かなアラベスク模様が全体に彫り込まれている。

　だが振り子も針も動いておらず時計としての機能を果たしていなかった。

　ステラが公爵家に来るずっと前から玄関ホールに立っている時計。綺麗に磨かれて、ただここに立って人を迎えるだけの飾りもの。

（私みたい……）

　ステラは彫り込まれた模様にそっと指を沿わせた。







「奥様、今日もとてもお綺麗でしたわ」

「そうかしら……、ありがとう」

　ステラの腰の下まで伸びるブラウンの髪を梳きながら侍女が言う。きびきびとした頼もしい彼女の言葉に鏡越しに微笑んだ。

　コンラッドを出迎えるために着たドレスを脱いで寝る支度を整えた。

　しんとした二月の冬の夜、寝室に夫であるコンラッドの姿はない。暖炉の火は赤々と燃えているのにひどく冷えた。

「おやすみなさいませ、奥様」

「ええ、おやすみなさい」

　丁寧に頭を下げた侍女が部屋を辞す。

　音もなく静かに扉が閉まって、ステラは微笑んでいた唇から力を抜いた。固まってしまった頬の筋肉を揉む。

　レッドフォード公爵家に伯爵令嬢ステラが嫁いだのは一年前のこと。

　婚約が発表された時には、国中に衝撃が走った。当時のステラは貴族の子女が多く通う女学校に在籍する学生だったからというのもあったが、コンラッドが人嫌いとして社交界でも有名だったからだ。

　笑う姿を誰も見たことがない。国王陛下の前であっても同様に。

　そんなどこか浮き世離れした若く美しい公爵とお近づきになる機会をうかがう人は大勢いたが──浮いた話はひとつもなかった。

　ステラにしても、出席した数少ない舞踏会で遠巻きに見たことがあるだけで話したこともない。それが突然の結婚の申し込みなのだから嬉しいよりも先に戸惑ったのを覚えている。しかもその時、彼女には好きな相手がいたのだからなおさら。

　それはステラが家庭教師をしていた侯爵家にたまにふらりと現れる青年だった。

　ぼさぼさの髪に眼鏡をかけていて顔の半分ほどがそれで隠れていたが、ぎこちない笑顔を浮かべながら他愛のないステラの話をいつも聞いてくれた。

　淡い初恋は今でも思い出すだけで胸が苦しくなるが、もちろんその人とは公爵家に承諾の返事をして以来、一度も会っていない。これから先も会う気はないけれど……。

「……頃合いかしら」

　ため息をついて侍女に整えてもらったベッドに座る。

　結婚して一年が経つがステラの身体はまだ清いままだ。彼とは一度も一緒のベッドに寝たことがなく、キスも結婚式の時に触れたか触れないかのものだけ。

　誰にも笑顔を見せたことがなく、氷の公爵と呼ばれる彼の態度はもちろんステラにも同様で、会話はどうやっても続かない。見送りや出迎え、食事時もそっけない声が返ってくるのはまだマシなほうで、ひどいときには無言で睨まれるだけだった。

（プロポーズは、きっと何かの間違いだったのね）

　ステラはこの先もコンラッドに触れられることはないだろう。そして夜を共にできない妻がこれ以上、伝統ある公爵家にとどまるわけにはいかない。

「言わないと。旦那様に、離縁してくださいって……」

　そう決意する。

「明日、朝一番に」

　小さく呟いて、ステラはゆっくり立ち上がった。どうせ眠れないだろうと思って、ショールを羽織り、燭台を持って廊下に出た。

　夜が更けた屋敷の中は静寂に包まれていた。

　燭台の炎に照らされるのは廊下に飾られたたくさんの花。壁の絵画や装飾品はどれも一級品とわかるものばかりだ。

　見納めにあちこち見て回るつもりが、自然と足が向かったのはとある部屋だった。

　廊下に光が漏れるそこはコンラッドの書斎だ。音を立てないようにそっと中をのぞきこめば、コンラッドは真剣な表情で書類を処理していた。

　彼は廊下にいるステラに気づいていない。

　読んでいた書類を脇に置いた彼は、顔を上げないまま机の上の重厚な箱を撫でた。

　──お疲れでしょう。明日にしたらどうですか？　休んだ方が。

　そう声をかけようとしてやめる。

　今、この気持ちでいつものように笑顔をつくる自信がない。

（私は、本当に役立たず……）

　扉にステラが額をつけたその時、ボーン、と大きな音がした。

　びっくりして顔を上げる。そのはずみに肘がドアにぶつかった。

「誰だ」

「……っ」

　コンラッドの声に後ずさる。

　返事がないのを不審に思ったのか彼がこちらに近づいてくるのがわかって、ステラはその場から逃げ出した。

　音は鳴りやむことなく屋敷中に響いている。だがこの事態にも静かな屋敷が動じる気配はない。戸惑いつつ玄関ホールにたどり着いて、ステラは目を見開いた。

「え」

　あの大時計が動いている。ゆっくりと振り子が揺れていて、金と銀のプレートを組み合わせてできた文字盤の針が時を刻んでいた。

　直ったのだろうか。ステラが公爵家に来てから一度も針が動いている姿を見たことがなかったけれど。

　滑らかで優しい手触りの木目を撫でると、自然と涙がこぼれた。

「……あなたは、私と違って役立たずじゃないのね」

　文字盤の上部には、半月形の中に昼の情景でピクニックをする男女と青空、太陽が描かれている。それが少しずつ動いて夜の絵柄に変わっていく。

　初めて見る夜の情景は月と星空、そして楽しそうに踊る妖精たちが描かれていた。

　それと同時にふっと空気が暖かくなった。人の気配がして、ステラは顔を上げた。

「あ……」

　追いかけてきたのだろうか。ホールの入口にコンラッドがいた。

　時計の音はいつのまにか止まっている。

（離縁の話をするなら、今かもしれない）

　ごくりと唾を飲み込む。

　使用人のいる前でいきなりそんな話をすれば彼の沽券に関わるだろう。気持ちを落ち着かせようとショールを握りしめると、コンラッドが目の前にやってきた。

　いつもの距離。そこでステラは口を開いた。

「旦那様！　私と」

　そこで思い切り抱きしめられた。

「────え？」

　逞しい腕の中で心臓が止まるほど驚く。

　いや実際数秒止まった。

「……ステラ」

「だ、だだだだ旦那様……？」

　耳元でささやかれた名前は聞いたことがないような甘い響きだった。コンラッドを含め、男性とこんなに近づいたことがないステラは一気に顔が熱くなって固まった。

　大きな手が優しく身体を撫でる。いたわるような煽るような手つきにさらに混乱した。

（！　まさか）

　コンラッドと思ったが別人だったのだろうか。

　そう思って勢いよく胸元に埋めた顔をあげる。

「体の具合は？」

　眉を寄せて心配そうに問いかけるのは間違いなく──こんな表情は見たことがないが──彼だ。

「え、……と」

「今日はもう寝ると言っていただろう、まだ起きていたのかい」

「あの」

「それともやはり一人で寝るのは寂しかった？　すまない、隣にいたら手を出してしまいそうで仕事をしていたが、それならそう言ってくれれば」

「ひえ……！」

　至近距離できらきらした青い目に見つめられて思わず距離を取る。

　これは誰だろう。コンラッドの姿をしているが彼がこんなにしゃべるはずがない。後ろに下がろうとするが、掴まれた手の力が強い。

「少しでも気になることがあるなら遠慮はなしだと言っただろう」

「……」

「ステラ？」

　胸の前で握りしめた手に雫がこぼれて、自分が外聞もなく泣いていることに気づいた。

「あ、……あれ？」

　止めようとしても止まらない。あふれる涙をどうしたらいいのかわからないままでいると、眉をわずかに寄せたコンラッドが優しく指ですくった。

「どうした？」

　問いかける声に混ざるのは気遣う響きだ。

　ようやく一つの可能性に気づいた。もしかして彼はステラの離縁の申し出に気づいてこういう態度をとっているのでは。

「……だ、……」

「ん？」

　けれどもう限界だった。

　うながす声に勇気をもらって、ステラは涙をそのままに顔を上げた。

「……旦那様と離縁、させてください……！」

　声を絞り出す。

　コンラッドは何も言わなかったが肩を掴む手には強い力が込められた。

　皮膚に指が食い込む。怒ったのだろうか。

（でも……）

　何をされても決意は変わらない。唇を噛みしめたステラは顔を上げてコンラッドを睨んで──目をぱちくりさせた。

「い、……今」

　真正面にいるコンラッドの顔が見たことがないほど青ざめていたからだ。

「な、ななななんと」

　ステラを掴む手も震えている。

　まばたきでもうひと雫、ステラの頬に涙がこぼれた。

「旦那様と離縁したい、です」

「なぜ！」

「……それは」

　突然の婚約。一言も話をすることのない夫婦の生活。この一年の苦しさを思い出してステラは視線を逸らして口を開いた。

「あなたが一番わかっていると思います」

「っ」

　コンラッドが息をのむ。端正な顔を歪ませた彼は、しばらくして言った。

「──誰か、好きな人ができたのか」

「え」

　彼の顔を見返した。同時に心に封印したはずの淡い恋を思い出せば、あの青年の姿が目の前の公爵にかぶる。

　そのわずかなためらいでコンラッドは何かを察したようだ。ステラを見て目を細めた。

「そうか」

「ち、違います。それは」

「いや、わかっている。私の魅力が足りないばかりに」

「わかっていません、違いますってば！」

「奥様、旦那様」

　そこで玄関ホールにランプを手にしたジェフが現れた。

「失礼いたします。お二人とも、お話しされるのであれば場所を変えるか、もう少し何か羽織った方がよろしいかと」

　寝間着にストールを巻いただけのステラと、シャツにベスト、トラウザーズ姿のコンラッドを見て彼は持っていた上着を二人にかけた。そして胸元から懐中時計を取り出す。

「そろそろお休みになりませんと。旦那様、明日は朝から」

「ジェフ、すまないが明日の予定はすべてキャンセルしてくれ」

「！」

　ステラが知る限り、仕事人間の彼が休むところなど見たことがない。

　この奇行にジェフは顔色も変えないまま頭を下げた。

「畏まりました」

「よし、これで時間が出来た。ゆっくりと二人のこれからを話そう」

「い、いえあの」

　戸惑いを通り越して怯えるステラの目に、ふと玄関ホールに置かれた花瓶がうつる。

（あれ？）

　生けられている花が変わっている気がした。そういえば調度品や絵画も見慣れたものとは違う。

　不思議に思っているとふいに頤を掴んで上を向かされた。目の前にあるのは誰をも魅了する氷の公爵の美しい顔。

　あ、と思う間もなく軽くコンラッドと唇が触れあう。

「────―」

　結婚式以来の口づけだった。

　やわらかい感触にぽかんと口を開けるとコンラッドがささやいた。

「夜更かしのお伴にステラの好きなパンケーキを焼こうか。それで少しでも機嫌を直してくれるといいのだけれど」

　蕩けるような表情を浮かべたコンラッドがステラの顔をのぞき込んだ。

（旦那様が笑っている……？）

　微笑む顔を初めて見た。そこでふらついたステラの足から力が抜けていく。

「ステラ？　……ステラ！」

　そのまま意識を失う直前、慌てるコンラッドの声とともにかちりと時計の針が進む音が聞こえた気がした。












第一章　これは一体どういうことですか！









　いいお話なんだ、と両親はうつむくステラに何度も繰り返した。

　若き公爵コンラッド・レッドフォードから直々の結婚の申し入れ。あとはステラがうなずけば、すべてが丸く収まる。

『お前に、苦労はかけたくない』

　この時、お人好しで有名な伯爵家は事業詐欺にあった影響で大きな借金を背負っていた。

　貧しい人々への救済を騙り金山開発を持ちかけた詐欺師の行方はまだ見つかっていない。コンラッドは結婚の条件として、借金の肩代わりもしてくれるという。

　けれど両親は先方に迷惑をかけるわけにはと、申し出を断った。

　没落しかけの伯爵家はもう爵位を陛下に返上するしかない。そんな中、娘にこれ以上大変な思いをさせたくないと両親は結婚を勧めた。後見人に、仲良くさせてもらっているワイアット侯爵家が名乗り出てくれている。

　貧しい人のためになにかしたいという気持ちが強く、被害者なのに騙された自分たちが悪いのだと必要以上に悪人を責めることもない明るい両親のことがステラは大好きだった。

　だからこそ、女学校を卒業したら働いて家族を支えようと思っていたのに。







　朝の光の眩しさを感じて意識が覚醒した。

　額に腕を当てて、ぼんやりと目を開けると見慣れた寝台の天井が見えた。

「私……」

「おはよう」

　ベッドの端にコンラッドが座っているのを見て飛び起きる。そこで自分がシュミーズ一枚の姿なのに気づいて慌てて布団を引き上げた。

（旦那様が、寝室にいる……）

　こんなこと結婚してから一度もない。呆然とするステラの髪を、ゆったりとしたシャツを着た彼が指で梳いた。

「具合は？」

　少しずつ昨夜のことを思い出した。

　コンラッドのあり得ない行動と言葉の数々に、玄関ホールで気絶してしまったのだ。

「平気……です」

　答えながら部屋を出てコンラッドの部屋の前まで行ったこと、あの大時計が動いていたこと、勇気を出して離縁を申し出ると──コンラッドの言動が明らかにおかしくなっていたことが泡のように浮かんでくる。

　夢ではなかったらしい。目をぱちぱちしていたステラにコンラッドが手ずから紅茶をカップに注いでさしだした。

　お礼を言って受け取り一口飲む。豊潤でフルーティな香りがふわりと広がった。

「……おいしい……」

「よかった」

　優しい手がまた髪をかき上げる。慈しむ表情に思わずどきりとした。

　結婚してからずっと寝室は別だった。

　侍女に手伝ってもらって服を着替えたあとは食堂で一緒に朝食を取るが、一度も目を合わせることなくさっさと食事を済ませて仕事に出掛けていく。帰って来てからも一言も会話がない。

　その毎日の光景を思い出して胸が痛んだ。

「旦那様、あの」

　気遣ってくれるのは嬉しい。けれど、離縁の決意は揺らいでいなかった。

「昨日の」

　微笑んだままコンラッドは自分の耳を手で塞いだ。

「話なのですが……」

　視線を逸らされる。

「……一晩経てばどうにかなるかもと思ったが」

「え？」

　ぼそりと呟いたので聞き返したが、彼は耳から手を離して首を振った。

　コンラッドが立ち上がる。

　扉を開ければ、そこにはジェフがうやうやしく胸に手を置いて立っていた。後ろにはステラの侍女もいて頭を下げている。

「おはようございます。ご朝食はいかがされますか」

「ここに二人分運んでくれるかい」

「はい」

　扉が閉まる。ベッドに戻ってきたコンラッドは、なぜかステラのいるベッドの天蓋のカーテンを下ろした。窓から入る光が少し弱まる。

「旦那様、仕事に出掛けるお時間では」

「ん？　昨日すべてキャンセルしただろう？」

　冗談ではなかったのか。いや彼は冗談など言う人物ではないが。

「仕事よりこちらが最優先事項だ」

　真剣な表情でベッドに乗ったコンラッドが、戸惑うステラの手にあるカップとソーサーを取りサイドチェストに置いた。そして軽く咳払いをした。

「それで……り、離縁の件だが」

「はい」

「好きな人ができたのか？」

「違います」

「では何か、私に気に入らないことがあるんだね」

「……」

　それは旦那様の方では、と喉まででかかった言葉を飲み込む。

　コンラッドを嫌いではない。

　自分に自信がないステラを、妻にと望んでくれたことは嬉しかった。手紙には必ず花を添えてくれたり、一緒に出掛けたときはコンラッドの誠実さを垣間見て、彼を愛そうと決意した。

　好きな人は確かにいたが、その相手とは元々ワイアット侯爵家でたまに顔を合わせて話をするだけの間柄だ。テーブルをはさんで話をしている最中に視線が合えば恥ずかしくてお互いそっと逸らしてしまう、そんな面映ゆいだけの関係だった。……一度だけ、手を握ったことはあったが。

　自身のことはほとんど話してくれなかった。いくつか質問してそれを察したステラは、以降は聞かないのが礼儀だと悟る。彼とはコンラッドとの結婚を決めたときから会ってもいないし手紙もやりとりしていない。今どこにいるかも知らない。

「では離縁の話はもう」

「いいえ」

　頑なに離縁を撤回させようとするコンラッドに首を振る。

　今さらどうなるというのだろう、けれどもう時間は戻らない。この一年どれだけ寂しくベッドで泣いたか。だからこそこのまま終わりにしたかった。

　仕事よりもステラを優先してくれた、彼から少しでも愛されていたと勘違いできる幸せな気持ちのまま。

「もう、十分夢を見させていただきました。……私はこのまま公爵家を去ります」

「……そうか」

「っ」

　頤を掴まれて無理矢理上を向かされた。目を見開くと同時に唇が重なる。

「っ……ん」

　すぐに舌が中に潜り込む。その初めての感覚にステラは息を乱した。

　逞しいコンラッドの腕の中に閉じこめられて逃れようにもだんだん力が抜けていく。呼吸の仕方がわからずに苦しくて押し返すが、むしろ強く抱きすくめられてしまう。

「ふ、……っん……」

　舌が絡んで、飲みこめない唾液が口にたまった。

　それごとかき混ぜるように口の中にぬるりとした舌が這う。表面を、なぐさめるように撫でては口蓋に触れ、くすぐったいほど優しく舌先が突く。

「ん、ん……っ」

　酸欠でくらくらして、あふれた唾液が口の端からこぼれた。徐々に力が抜けていくステラの身体をコンラッドがベッドに押し倒した。

「ふ、……っ」

　存分に口内を蹂躙したコンラッドは彼女の手をシーツに縫い付けたまま口を離し、自分の唇を舐めた。

「主治医はしばらく休養をと言っていたが、やはり夫婦の時間は必要だと思う」

「しゅ、主治医……？」

　キスだけで半ば卒倒しかけながら、なんとか頭を動かす。

　公爵家に出入りする、眼鏡をかけた老年の医者を思い浮かべる。風邪などのときによく診てもらったが……最近会った記憶はなかった。

（どういうこと？）

　コンラッドの様子、執事の証言、事象の食い違い。一体なにが起こっているのか、わからないことだらけだ。

　混乱している間に、シュミーズの裾から手が侵入してステラはビクッと身体を震わせた。

「あ……」

「ステラが私以外の男によそ見をしないようぐずぐずに愛さなければね」

　上にのしかかるコンラッドは、逆光で表情が見えないせいかなんだか怖い。

「ええ、と」

「しばらくしたくないというのは、抱いて欲しいという意味だったのだね。すまない、相変わらず機微に疎くて……愛情が足りなかったのは反省しているよ」

　明るい声がさらに恐怖をあおる。

「あの、話を……っ！」

　再び唇が重ねられた。







「ふぁ、……あ」

　奥深くまで太い雄茎で貫かれてステラは仰け反った。時間をかけて慣らされた入口も隘路もとろとろに溶けていて何の痛みもない。それどころか、焦らされて焦らされてうずく場所をようやく埋めてもらえて、快楽に軽く意識が飛んだ。

「……大丈夫かい？」

　ステラに覆いかぶさったコンラッドが聞く。

　服をはだけさせた彼は艶やかな金の髪を汗で顔に張り付かせている。その様子は妖艶以外の言葉が見当たらない。

　いつもはかっちりとした服に隠されていた身体は、胸元も腹部も腕にもしなやかな筋肉がついていた。初めて見る男性の裸体を直視出来ないまま熱杭を飲み込んだステラの腰を、大きな手が掴む。

「もう少し、入るよ」

「ん、ぅ……や、待っ……あ」

　キスで溶けた舌のせいか、ろれつが回らない間にさらに深く繋がる。根元まで埋まると同時にステラの身体の奥、行き止まりまですっかりコンラッドのものがおさまった。

（なんで、……どうして）

　初めてのはずなのにまるで辛くない。腹につくほどそそり立ったその先端が入口を抜けるまでは苦しかったけれど、それさえ過ぎればさしたる抵抗もせずステラの身体はコンラッドを受け入れた。

　彼が少し動くだけで粘膜同士が擦れて軽く達するほどの愉悦。自分の身体に翻弄される間に、コンラッドが動き出した。

「は、あ、あぅ、……っひ……──」

　逞しい身体に覆いかぶさられながら喘ぐ。

　手を口に当ててはしたない声を堪えると、彼はその手を自分の肩に導いた。すがりつくように手に力を込めると、さらに腰の動きが激しくなった。

「や、……っぁあ……」

　目の前がチカチカして呼吸が浅くなる。ここまでに幾度も達した身体がまたあの快楽を求めて頂に上り詰めようとする。

「待って……、また、やだ」

「は、……」

　コンラッドが吐息をこぼした。揺さぶられながら涙をこぼすステラを見る。

「……どうした？」

「違うんです、こんな、私……っ、ちが────ひ、ぅ」

　片眉を上げた公爵が一際強く腰を打ち付けた。

　これ以上ないほど押し入られてステラが息をのんだ。

「違わないよ、ステラの身体は俺が一番よくわかってる」

「あ、……っあぅ、ん」

　逃げようとしても身体で押さえ込まれていいところを擦られる。動きを激しくした彼がステラの胸をこねた。先端を指でこりこりと摘み、押し潰したと思うと強く引っ張る。その都度びくんと身体が跳ねた。

「は、あ……」

「胸、弱いね、何も考えずにいつもみたいにイきなさい」

「ん、っぅ──―」

　そんなことは知らない。けれど雄茎に奥まで貫かれたまま胸を弄ばれて……。

「っ、あ、あ……ん、やぁ……っあ────」

　コンラッドを受け入れながらイってしまう。がくがくと足が震え、何度もくわえ込んだ雄茎を締め付けて目の前の身体にすがりつけば、汗をかいた肌が触れあって一層淫靡な感じがした。

「は……は、ぁ」

　しばらくして絶頂がおさまり、止めていた呼吸を再開する。

　ベッドにくたりと横たわるステラの髪をコンラッドの手が撫でた。

「いつも言っているだろう、気持ちいいときは素直に言いなさい」

「きもち、い……？」

　うるむ目を開ける。力の入らないステラの身体を、コンラッドが今度はうつぶせにした。

「や、いやです、こんな」

　獣のような格好にステラはふるふると首を振った。けれど聞き入れられず、恥ずかしいほど腰をあげさせられてクッションを胸の前に置かれる。

「私しか見てないよ？」

「旦那様が、見ているから嫌なのですが……っ！」

　裸を見られるだけでなく恥ずかしいところを舐められたりして、初めてのステラにはもう限界だった。

　どれだけ抵抗しても力の差で簡単に組み敷かれて、弱いところを的確に探られて快楽に流されてしまう。自分の身体なのに思うようにならない。

　コンラッドがステラを後ろから抱き込む。固い体とクッションに挟まれたステラはこれから何が起こるかわかって息をのんだ。

　今さっき達したばかりの身体は少しの刺激でも敏感に反応した。逃げようと腰を揺らせば、這い出る前に長い指先が震えるステラの唇を撫でた。

「可愛いステラ」

　耳元で荒い息とともにささやかれる。

「愛しているよ」

「……待っ、ん、う……あっ」

　制止の言葉も間に合わず、獣のように交わった。

「や、イって……──ひっぅ」

　奥の子宮口を先端が何度も突き上げる。敏感になった神経には刺激が強すぎて、逃げようとすればさらに力ずくでシーツに縫い付けられた。

「っは、あ、……っ苦し、……いや、ぁ」

　ギシギシとベッドが軋む。だが痛みのような感覚もすぐに、快楽に置きかわった。

「ん、っぅ、……ふあ、あ」

　コンラッドが抱きしめる力をゆるめた。それでも逃げる余裕もないまま喘ぐステラの、力の入らない腰を支えてさらに強く打ちつけた。

　肉体のぶつかる音がする。中をかき混ぜられるたびに太ももに愛液がこぼれた。

「あ、……っああ、あ」

「気持ちいい、だ」

「っ」

　もう言葉もないステラにコンラッドがうながす。

「言ってごらん」

「……きもち、いい……？」

「ああ」

「っ、きもち、い……あ、う……旦那様、もう……っ」

「二人きりの時は名前で」

「……コンラッド、さま」

　涙で視界が滲む。揺さぶられて熱に浮かされながら初めて彼の名を呼んだ。

「様もいらない」

「コンラッ、ド……」

「ああ」

「や、……っまた、ぁ……──ん、っう」

　途端に動きが激しくなった。

　脳髄がしびれるほどの快楽にすでに痙攣している中を大きな雄が擦りあげる。ギリギリまで抜かれたと思えば根元まで貫く動きに、すでに腰が抜けているステラは何度も悲鳴をあげた。

「は……ぁ、あ……っあう」

「もう少し、我慢だ」

「っひぁ」

　指先が胸の先をはじく。そのまま胸のふくらみを楽しむようにゆっくりと揉まれた。

「んん、ん……こんら、ど」

　涙がこぼれた。じんじんと繋がっているところから熱が広がってもう何も考えられない。

「っふぁ、あ……っいっちゃ、あ」

「気持ちいい？」

「きもちい、です……っあ、あ」

「私もだよ」

　甘くて熱い声。コンラッドもステラの身体で感じているのかと思うと我慢が利かなくなる。がくがくと跳ねて快楽が駆け上がる身体をコンラッドがさらに突き上げた。

「あ、ああ、っがまん、むり……っ」

「ぐ、……」

「いっちゃ……あ、ああ…っ────」

　再び深く絶頂した。とどめることもできず身体を震わせる間、コンラッドがステラを強く抱く。さらに数度擦り上げた後、奥で熱い飛沫があふれるのを直に感じた。

「……あ」

　コンラッドの子種だ。もちろんこれが夫婦のそういう行為だと知っているけれど、突然のことに思わず楔を抜こうとしたが身体の下から抜け出せない。

「まだだよ、全部飲んで」

「ん、ぅ」

　しばらくして雄茎の痙攣がおさまる。

　長い絶頂が続いてくらくらするステラは、抵抗の力もなくシーツに身を預けた。

「は、……っふぁ、あ」

「……っは」

　ベッドに重なった二人の荒い呼吸が天蓋の中に満ちる。

　しばらくしてコンラッドがステラを抱き起こした。

「……？」

　繋がったままベッドの上にあぐらをかく彼の膝の上に乗せられる。もう力の入らないステラはくたりと彼に頭と背中をあずけた。その乱れた髪を梳いて、コンラッドが動き出した。

「あ、あぁ、また……っん」

　下から揺さぶられながら振り仰いだ状態でキスを繰り返した。すでに中のものは硬度を取り戻していて、愛液と白濁の液が動きに合わせてこぼれ出る。

「ん、ふぅ」

　片手で腰を、もう片方で頤を掴んでコンラッドがステラをむさぼる。上も下も彼のものでいっぱいになって、溺れそうだ。

「っはぁ、っあ」

　動きに合わせてステラの胸もたぷたぶと揺れた。

　深く達したばかりというのもあるが、先ほどとはまた違うところに先端が当たって何度も目の前に星が散る。すがりつくようにコンラッドの首に腕を回して、そのやわらかくウェーブする金髪に指を絡めた。

　身体に渦巻くどうしようもない衝動を逃すように涙をこぼす。

「……っん……」

　軽く意識が遠のいたところで、雄茎が膣奥をノックする動きでステラは身を震わせた。

「こんら、っど、それ」

「これ、好きだよね」

　何度も優しくつつかれる。

「ふぁ、あ」

「可愛い」

　真っ赤な顔で自分の身体の変化に戸惑う彼女を見て、コンラッドが微笑む。軽く突き上げられて優しく胸を揉まれて指が先端を弾いて──。

「あ、あぁ、ふぁ、あ」

　今までで一番の波に飲み込まれる。

「ん、……ぅ────……っは、ぁ……はぅ」

　全身を襲う快楽はなかなか引いてくれない。

　少し動くだけでもまた達してしまいそうで、じんじんとうずく接合部をそのままにしてステラはコンラッドにもたれて目を閉じた。

「……」

　ステラの髪にコンラッドが口づける。

「──それでステラ、何の話だったかな」

「っ」

　ステラの中でまだコンラッドのものはしっかりと硬さを保っている。

　この状態で擦り上げられると、どうなるか。

　コンラッドと肌を合わせるのはこれが初めてだ。ただただ気持ちが良くて甘くて、逞しい肌に触れると熱くて……もう意識も理性も飛びそうになっている。

「り……りえ……」

「ん？」

「……一度、休憩、しませんか」

　半泣きで訴えた。

　全身汗や涙やいろんな液でぐちゃぐちゃだ。啼きすぎたせいか喉はカラカラだった。片眉をあげたコンラッドは、わずかに考える表情をしてステラから熱杭を抜いた。

（ん、……っ）

　もったいぶるようにゆっくりと、ぎちぎちに中を埋めていた熱が離れていく。その感覚も今は辛くてステラは浅く呼吸を繰り返した。

　二人分の液で濡れる屹立が現れる。太く浮いた筋を見せつける怒張を前に、ステラは怯んだ。

（これが、中に？）

　思わずお腹を押さえた。自分の身体はどうなってしまったのだろうか。

　コンラッドがズボンにその凶悪なものをしまう間に力の入らない足を動かして近くにあったシャツをはおり、シーツの上を確認するが──乙女の印はなかった。

（どういうこと？）

　ステラは処女だ。正真正銘今日が初めての経験だった。

　恐る恐るコンラッドを確認したが、彼はその場に座って髪を掻いているだけで処女ではないことを気にしている様子はない。

　そろりとベッドから出る。力の入らない足を動かして水差しからコップに注いでまだ冷たい水を一気に飲み干した。

　何時だろうと暖炉の上に置いている時計を見る。その隣に置いている二つ折りの永年カレンダーが目に入った。

　向かって左に年数を、右に月と日付を表す円形の目盛があって、その周りには宗教画のような荘厳な装飾が施されているものだ。だが違和感に襲われて一歩近づき、その示している数字をまじまじと見てステラは青ざめた。

「……嘘」

　昨日から、日付が三年ほど進んでいた。

　ばっと姿見を振り返る。鏡越しに見返すのは見慣れぬ大人びた女性だ。

　太ももまである男もののシャツをはおった彼女は、大きな緑色の眼をぱちぱちと閉じたり開いたりした。

　透けるような白い肌。シャツからのぞく胸はふわりと大きく膨らんで、腰回りもほどよく肉がついている。腰まで伸びる髪も、爪の先までも丁寧に美しく整えられていた。

　そっと頬に手を置くと、鏡の中の女性も同じ動作をした。

（誰……って、私？）

　一瞬遅れて、自分の面影を見いだす。髪の長さも、何より胸の大きさが違うけれど、どこか母親の若い頃の写真に似ていた。

「もう休憩はいいのかい？」

　気だるい声とともに後ろから抱きすくめられた。

　大きな腕の中にすっぽりとおさまり、とっさに羽織っている服をかき寄せたところで、それがコンラッドのシャツだということに気づく。

　腕の中に彼女を閉じ込めたままコンラッドが頬や首や髪に口づける。はだけたシャツに手を差し入れて、大きな胸を揉み上げた。

「続きをしようか」

「ひっ」

　悲鳴が出た。

「いえあの、ちょっと待ってください。確かめたいことが、っ」

　キスをされて抱き上げられる。

　向かう先はもちろん、ようやく抜け出せたベッド。ぞっとしてジタバタ暴れた。

「か、確認したいことがありまして！」

「それは離縁の話？　駄目だよ、二度とそんなこと口に出せないくらい愛してあげよう。そもそも最近は君がベッドにいる時間の方が長いと文句を言うから我慢していたし、つまりはそれで物足りなく感じたのだろう」

「よくしゃべりますね!?」

　こんなことになる前は「ああ」か「そうか」くらいしか単語を聞いたことがない。

　ステラを横抱きにするコンラッドを見上げる。ステラほどの変化はないが、確かに彼も少し年齢を重ねている気がする。

（時間が……進んでいる？）

　一体何が起こっているのだろう。

「しゃべらないほうがいいなら黙るけど」

「……いえ」

　思わずつっこみをいれてしまったが、もちろん少しでも意思疎通できるほうがいい。コンラッドの低く響く声で、耳元でささやかれるのはたまったものではないけれど。

　ここがもし本当に三年後なのだとしたら、コンラッドの様子が違いすぎることに少し説明はつく。なにより初めてのはずの行為がとても気持ちよくて……何度も上り詰めた。

　まるで何度も肌を重ねた男女のように。

（でも、あり得るの？　どうやって？）

　ベッドにステラを横たわらせたコンラッドが彼女のシャツをはだけさせる。嬉しそうに息を吐いた彼がステラを胸に抱きしめた。

　そこで、彼の鎖骨の下あたりに縫った痕があることに気づく。

「怪我……」

「？　ああ」

　それに触れようとする手を取ったコンラッドが頬にすり寄る。

「……これは、自戒の傷」

　言いながらコンラッドの手がステラの太ももを撫でた。

「まだ、するのですか」

「ステラが私との離縁を撤回するまでね」

　そう言って微笑んだコンラッドはステラの首筋に顔を埋めた。







　目が覚めると、日が暮れかけていた。天蓋の幕はいつのまにか開けられていて、窓から入る風に繊細なレースのカーテンが揺れていた。

（夕方……）

「ん……」

　近くで人の声がして、ステラはビクッと飛び上がった。

　見れば裸のままのコンラッドが隣に寝ていた。ステラも服を着ていない。

　ベッドに横になったまま、目を閉じた彼の長い睫も金の髪も窓から入るわずかな陽光を反射しているのを眺めて、ステラは顔を手で覆った。

（こ、怖かった……っ）

　思い出してガタガタと震える。

　結局、朝一から始まった行為が終わったのは昼も過ぎた時分だった。散々弱いところを攻められ、なだめすかされて根負けしたステラが離縁を取り下げるまでの時間だ。

　もちろん痛みを与えられることはない。甘い責め苦に自分が自分でなくなって、恥ずかしいことをたくさん言わされたのをぼんやり覚えている。女関係の浮いた話がひとつもない公爵にまさかこんな熱情があったとは……それを全身に浴びたステラは完全に腰が抜けていた。

　運ばれた食事もコンラッドの膝の上で、手ずから食べさせてもらった。

　もう意識が半ば蕩けていて、水を口移しで飲んだり彼の口の中にあるデザートの苺を舌で奪い合ったり、他にも色々。

（わぁぁぁあああ）

　コンラッドを起こさないようにじたばた転がる。

　自身の肌に無数につけられた痣を見て彼女は決意した。

（何が、起こっているのか、確かめないと……！）










第二章　公爵様の甘い溺愛









　さすがに筆頭公爵家として二日連続で仕事の全キャンセルはできないらしく、コンラッドが口惜しそうに出掛けるのをステラは玄関ホールで見送った。

　見送りは結婚してからずっと続けていることだ。もちろん帰りもできる限り出迎えた。

　以前と違うのは。

「じゃあ、行ってくるよ」

　ステラの目の前にコンラッドが立つ。外套を着た彼はジェフから帽子を受け取ってステラにそう言った。

「はい。いってらっしゃいま……せ」

　いつものように笑顔で言うと、そっとコンラッドが距離を詰めた。

　使用人たちからの視線をさえぎるように帽子で顔を隠して、ステラの唇に口づける。

「っ」

　昨日の、呼吸すら奪うようなものではなくそっと触れるだけのキス。呆然とするステラから顔を離したコンラッドは、目を見開いて硬直するステラの頭を撫でた。

「良い子で待っているんだよ、お土産を買ってくるから」

「お、お気遣いなく」

　こういう甘い声にも未だ慣れない。それ以上上手く返事が出来ないままでいるとコンラッドが頭から手を離し、ジェフを見た。

「ステラに不自由のないように」

「承知しております」

　ジェフは粛々と答える。

　使用人たちと、馬車に乗り込んだコンラッドを見送った。姿が角を曲がるまで手を振って敷地に戻ると大きな鉄門が閉じられた。

（さて……）

　何度も彼の熱情を受け入れ、未だ違和感のある下腹部と力が入らない足に気合いを入れた。

　確認しなければならないことが山ほどある。

「ジェフ、少し質問してもいい？」

「はい奥様」

　屋敷に戻る道すがら執事に声をかける。にこにこと微笑む彼に聞いた。

「今日は何年何月何日？」

「シメオン歴十八年二月二十一日でございます」

　優秀な執事は、いきなりの質問にも嫌な顔ひとつせずさらりと答える。

　それは確かに寝室に置いてあったカレンダーと同じ日付だった。

「ありがとう」

「また何でもおたずね下さい」

　礼を言ったところで玄関ホールに入る。

　大時計は昼のピクニックの情景と正確な時を示し、規則正しく動いている。それを見ながら執事に問いかけた。

「ジェフ、この時計……修理をした？」

「いいえ」

「少し前まで、止まっていたように思うけれど」

　あちこちに依頼したが、どうしても直らないと侍女に聞いていた。

　動力はつり下げられた分銅だ。重錘式振り子時計は、分銅が重力で少しずつ落ちることでネジを巻くのと同じ効果を得る。先々代が贈られた品だそうで、壊れて動かないがずっとここで公爵家を見守ってくれているとも。

　そこでジェフが青ざめて頭を下げた。

「止まっていましたか!?　気づかず申し訳ありません！　すぐに確認を」

「あ、……ええと、嫁いできたときは止まっていたわよね。ちょっと思い出して」

　認識のずれをどう説明したものか、苦しい言い訳をすればジェフは渋い顔のまま彼の背よりも高いそれを見上げた。

「はい。三年前に突然動き出して以来、機嫌よく働いてくれています」

　三年。ステラは毎日磨かれてピカピカの時計に手を触れた。

（ここにいるのはあなたのしわざ？）

　動かないはずの時計と三年の時間移動。何か関係がありそうだが大時計は何も答えない。

　廊下を一人で歩く。

　ジェフにしたのと同じ質問を出会った数名に聞くが、誰もが真面目に同じ答えを返してくれた。

「……仮説一、屋敷のみんなで私を騙している」

　部屋に戻りソファに座ったステラは指を一つ伸ばした。

　彼女は結婚してからほとんどこの屋敷から出ていない。王都にあるレッドフォード公爵家のタウンハウスは広く、東西の様々な本を所蔵する図書室や季節によっていろんな花を咲かせる温室もあるし、広い庭で馬に乗ったりもできるから出なくても不便は感じない。

　欲しいものがあれば公爵家御用達の店が直接御用聞きに来てくれた。食べたいものがあれば料理でもお菓子でも凄腕の料理長が用意してくれる。

　何不自由ない箱庭。自分にはもったいないほどの。

「……」

　ふるふると首を振って、仮説に意識を戻した。

　ステラは屋敷からあまり出ることがない。だから日時を偽るのは簡単だ。コンラッドが命じれば、家中の時計や暦を変えることも、有能な使用人全員の口裏を合わせることも可能だろう。

　突然の態度変化も、離縁の気配を察して演技をしていると考えるのが一番現実的だ。

（でも、……）

　あんなコンラッドの姿、見たことも聞いたこともなかった。そもそも彼に演技などできるのだろうか。別人と入れ替わったと言われた方がまだ納得できる。

　誰に対しても冷ややかな氷の公爵。国王陛下との謁見すら無言で無表情を変えないというのに。

　夫に全力で甘やかされた──ちょっと行き過ぎだったが──時間を思い出して、うめく。

（そ、それに今さら演技で私を引き止める理由もわからないし）

　この説明にあまり整合性が感じられない。そこでドアがノックされた。

「奥様、頼まれていたものをお持ちしました」

「ありがとう、ここに置いてくれる？」

　メイドが膝を軽く折って、胸に抱えていた新聞の束をローテーブルに置いた。

　お願いしてここ一週間ほどの新聞を持ってきてもらったのだ。

　パラリと誌面を開く。書かれた記事はいつも通りの論調、文字数だ。日付ももちろんジェフから聞いた今日のもの。

　唇に手を置きながら一通り目を通して、ステラは首を傾げた。

「……仮説一は破綻かしら」

　持ってきてもらったものを全部調べたが、記憶にある国王陛下や貴族の年齢もちゃんと三年分進んでいた。

　ステラの離縁を阻止するためだけにここまで手の込んだことをするだろうか。

（本当に未来に来たの？）

　ここは三年後の世界。だとすると、その間に一体何があったのだろう。

「……あ」

　そこでひとつの記事が目に入った。

　レッドフォード公爵家夫婦のことだ。『先日の社交界で』と書かれた記事にコンラッドとステラ二人が並んでいる写真が添えられている。

　なんと書かれているかは想像がついた。『没落しかけの伯爵令嬢は公爵家に不釣り合い』『何か裏があるのではないか』『どうやってあの氷の公爵を落としたのか』、結婚前にも散々書き立てられた。

　公爵家使用人の口は固く、結婚後のステラの様子は一切流出しなかった。どう見ても若夫婦の仲が良いとは言えないのに。

　記事をそれ以上読む気になれず、美貌の公爵が立つ横で微笑む自分の姿を隠すようにステラは新聞を畳んだ。

「はぁ……」

　ソファに行儀悪く寝そべる。昨日、夕食をとった後もむさぼられた身体はまだ睡眠を欲していた。手触りのいいゴブラン織りの生地に頬をつけて、ステラは目を閉じた。





　　　＊　＊　＊






『公爵家から……？』

　戸惑うステラに父は必死に言った。

『ああ、お前を妻に迎えたいと直々に』

『……でも』

『これ以上ない縁談だよ。お前だけは幸せになって欲しいんだ』

　父から、幸せと言われたときに思い浮かんだのはコンラッドではなくある青年のことだった。




『フォードさんは、どう思いますか？』

　新緑のまぶしい季節。懇意にさせてもらっているワイアット侯爵家の庭で、ステラは隣に立つ青年に聞いてみた。

　大樹の下に立つ二人の頭や肩に、葉の隙間からこぼれた五月の陽光が落ちてくる。こげ茶のもさもさの髪に分厚い眼鏡をかけた、少し猫背気味の彼はステラの言葉に眉根を寄せた。

『どう、というのは』

『……公爵様からの求婚です』

『……』

　すでに新聞には身分違いの婚約と、ステラの実名入りで大々的に報じられていた。

　こんなことを言っても相手を困らせるだけだ。わかっているのに言葉が止まらなかった。

『私なんかで、務まるわけが』

　大きな手がステラの手を握る。冷たいけれど、安心する手。

　フォードは言う。

『君なら大丈夫だ』

　……つまり、彼はステラのことをなんとも思っていないということ。

『私にはもったいないお話です』

　泣きたくなるのを堪えて、笑顔を浮かべる。それを見ながら彼は眼を細めた。

『公爵の何が嫌なんだ。いや、偏屈というのはわかっているが……浮いた話もひとつもないし、求婚したということは君を好いているのだろう？』

　結婚を勧める言葉に、ぐっと涙を飲み込む。

『わ、私、好きな人が、いて』

『……そいつと、将来を誓ったのか』

　低い声にふるふると首を振る。目の前の青年とは、ワイアット侯爵家に家庭教師に来た時に会って少し話をするだけだ。手を握ったことすら今が初めてなのだから。

『一方的に私が慕っているだけなんです。相手は、私のことなんてちっとも気にしていないみたいで』

『そんな奴は放っておけばいい』

『っ』

『公爵ならきっと君を大事にしてくれる』

　公爵、なら。

『……そう、ですね』

　その時のステラはいつも通りちゃんと笑えていただろうか。





　　　＊　＊　＊






　横になっていつの間にか眠ってしまったようだ。ステラがそっとソファから身体を起こすと侍女がかけてくれたらしい薄い毛布が肩から落ちる。

　頬に涙がこぼれているから悲しい夢でも見たのだろうか。息を吐いて毛布をたたんだ。

「……仮説二、ここが本当に未来として……私が記憶喪失になった、とか」

　あり得なくはない話である。

　ステラの記憶はあくまで三年前で止まっている。コンラッドと言葉も交わさず、夜の時間もないお飾りの妻なのに使用人たちにかしずかれて日々を過ごしていた。

　公爵家の外聞もあり親にも誰にも相談できなくてどうしたらいいのかわからなかった。

　暗い方に思考がいきかけるのを止める。

（記憶喪失なら、強い衝撃で、とか）

　侍女に美しく整えてもらった編み込みの髪を探るが傷などは特にない。

「仮説三……時間移動タイムスリップ」

　小説ではよく見るけれど、自分の身に起きたというのだろうか。まだ仮説一のほうが信じられる気がする。

（そうだ、ワイアット夫人）

　学生時代に家庭教師を受け持っていた侯爵家の快活な夫人の顔を思い浮かべた。

　この現象が家の中だけなのか、外も含まれるのか知るにはちょうどいいかもしれない。面倒見が良い夫人は困窮していた伯爵家を見かねて、ステラに子どもたちの教育を任せてくれた。三年後なら彼らももう大きくなっているだろう。

　そして。

（……フォードさん）

　彼も元気にしているだろうか。侯爵家の木の下で婚約の話をして以来、会っていない。

　だが、ワイアット侯爵家に行きたいとジェフに伝えると丁重に断られてしまった。

「申し訳ございません、馬車の調子が悪いので、修理をしておりまして」

「そう。あまり根を詰めすぎないように言っておいてね」

「確かに伝えておきます」

　うやうやしく頭を下げるジェフの前で唇に手を置く。

　困った。侯爵家に行く手段がない。

「何か気になることでも」

「いえその、何か最近、ワイアット夫人に変わったことはあった？」

　せっかくなので怪しまれない程度に近況を聞いてみる。

「……そうですね」

　執事は細い眼をさらに細めた。

「相変わらず社交界の花形ですが、旦那様が見つけてきたご令嬢とご嫡男様との婚約も順調に進んでいると聞いています」

「まぁ」

　嬉しい話題に、両手を打ち合わせてはっと我に返る。そんな大事を覚えていないというのはさすがにおかしい。何が起こっているのかわかるまで、この三年間何も知らないことを不審に思われないほうがいい。

（でも、あの旦那様が婚約者を見つけてくるなんて……）

　どんな少女なのだろう。そんなふうに誰かの縁談に関わる姿が思い浮かばなくて、ステラは微笑んだ。

　レッドフォード公爵家と、顔の広いワイアット侯爵家はもともと仲が良い。さらに良好な関係になっているようだ。そんな嬉しそうなステラを見て、ジェフが胸元から懐中時計を取り出した。

「奥様、そろそろ本日のご衣装をお決めになった方が」

「衣装？」

「王宮で行われる舞踏会の衣装でございます」

　なんのことだろうと首を傾げたところで、侍女がステラを捕まえた。







　初めて公爵家に来たときにも圧倒された衣装部屋。そこに問答無用で放り込まれる。

　コンラッドの母親や祖母のものも丁寧に収められているそこは、相変わらず大量のドレスや装飾品できらきらと輝いていた。

「奥様、本日の舞踏会にはどちらをお召しになりますか？」

「え、ええと」

「先日旦那様が購入されたこちらはいかがでしょう、奥様のブラウンの髪によく合うと思いますが」

「はい……」

「イヤリングはこちらでよろしいですか？」

「お、お任せするわ」

「畏まりました」

　侍女とメイド数人がかりで支度をされる。

　夜に、王宮の舞踏会があると聞いてステラは慌てて貴族名鑑──国内の貴族の爵位や名前の一覧が書かれた分厚い本──を持ってきてもらった。

　支度はすべて任せてそれを必死にめくって、頭の中にある貴族たちの名前と顔、肩書きを更新していく。筆頭公爵家当主の妻がそれを知らないなんて無礼があってはならない。

（あぁ、でもさすがに間に合わない……っ、あ、リスター侯爵家、子どもが生まれているのね）

　女学校の同級生だった令嬢の家だ。こんな風に三年の変移を知るのは素直に嬉しい。そしてページをめくる手がふと、止まった。

　スコット伯爵家の欄。ステラの実家だ。

「……」

　祖父と父と母、養子に入った従兄弟の名を見てホッとした。あの頃は詐欺にあってどうしようもない状況だったけれど、爵位の返上はせずに済んだようだ。

「奥様、失礼いたします」

「あっ」

　侍女にひと抱えもある本を取り上げられる。ステラ付きの侍女は五つほど年上の栗色の髪の女性だ。名前はエメリン。執事と同じく代々公爵家に仕える家系で、そばかすのある頬がどこか幼く感じさせる。

　分厚い貴族名鑑を片手で軽々と持つ彼女がため息をついた。

「また真面目に貴族名鑑なんて読んで。あの人嫌いの旦那様が奥様にいいところを見せようと会話を取ってしまわれるのだから、気にしなくていいのです」

「え」

「奥様は旦那様の隣で微笑んでいればそれで足ります」

　エメリンはコルセットを持って控えるメイドたちに鋭い視線を向けた。

「さぁ、やっておしまいなさい」

「はいっ」

　エメリンの号令でテキパキとコルセットを締められる。ペチコートを重ねて、その上からふわりと裾が広がるドレスを着た。

　丁寧にすばやく髪を結い上げられてイヤリングや首飾りをつけ、化粧を施されたステラの前に鏡が置かれた。

「……！」

　自分の姿を鏡で見てステラは衝撃を受けた。

（胸が！）

　思わず手袋をつけた手を胸に置く。コルセットで寄せてあげているからか、普段着よりもさらに強調されていた。

「あ、ああああのエメリン、これは少し恥ずかしい」

「何を言っているのですか！　私たちの美しい奥様を最大限に魅せるにはこれが最適です」

「ひえ」

　コンラッドにも負けないほどクールな侍女が拳を握る。メイドたちも同意するようにうなずいた。勢いに押されていると椅子に座るように促される。

（こ、こんな熱い人だったかしら？）

　お世話になっている侍女を思い出しながら大人しく座る。

　軽く微笑みながらエメリンがコームでステラの髪を微調整した。仕上げにと星を散りばめたようなダイアモンドでできた髪飾りをつけられた。

「本当に、あの旦那様があんなに変わられるなんて。仕事も領地運営も事業もとても順調で、陛下の覚えもますますめでたく、政治的な助言を求められることも多くなっているらしいですね。積極的……とは言いませんが」

　あれだけ頑張っているのだから、当たり前だろう。

　夜遅くまで書斎にこもって仕事をする姿を思い出す。

「これもすべて奥様のおかげです」

　静かに微笑む侍女にステラは目を伏せた。

　もしそうであれば、それは違う『ステラ』だ。自分は何も出来なかった。

「旦那様がお戻りです」

　執事の声とドアを叩く音に振り返る。返事を待って衣装部屋の扉が開かれれば、すでに夜会服を着たコンラッドが部屋の中に入ってくる。

　ステラが立ち上がると、侍女やメイドが頭を下げてそっと壁際に移動した。

「お帰りなさいませ。申し訳ありません、出迎えもせず」

「そんなこと、構わないよ」

　コンラッドは真っ直ぐにステラを見つめて近づいてくる。

「自分のために着飾る妻に文句を言う男はいないさ」

　腰を抱かれてこめかみに口づけられた。

「綺麗だね。このまま、またベッドに閉じ込めたいくらいだ」

（こ、この旦那様は慣れない……）

　一気に赤くなったステラの頤をコンラッドが取った。顔が近づいたところで、そっと手で押して距離を取る。

「王宮でお待ちになっているものかと」

　今日のコンラッドの仕事場は王宮だったはずだ。男性には女性ほどの準備は必要ないのだから、会場で待っていても構わなかったのに。恥ずかしい言葉から逃げたい気持ち半分、不思議な気持ち半分で問えばコンラッドが言う。

「愛らしい妻をエスコートするのは私の役目だからね」

（う、……）

　甘いささやきに言葉が詰まる。

　夜会服を着たコンラッドは衣装部屋のなによりもキラキラしていた。そんな人がステラを見て嬉しそうに言うのだからまぶしくて目をすがめてしまう。

　コンラッドは支度を終えたステラを頭の先から足先まで眺めて──ふわんと人目を引く白い胸元に視線を止め眉をひそめた。

「……だが、胸をちょっと出し過ぎでは」

「いいえ。これが今のトレンドでございます」

　エメリンが頭を下げたまま静かにコンラッドに忠言する。

「……」

「……」

「だが」

「旦那様、我々の奥様への完璧な身支度をお疑いですか」

「……すまない」

　コンラッドが言い負けた。

　ステラの知る限り彼の決定は使用人の中では絶対で、こういうふうに議論をする姿も初めて見た。口答えをするエメリンも。

（仮説四……ここは三年後どころか、全く別の世界）

　コンラッドに腰を抱かれながら、ステラは仮説の候補を増やした。







　この日は国王主催の舞踏会の日だった。

　今年社交界デビューしたばかりの初々しい令嬢たちが先にワルツを踊る。堂に入ったステップの者あり、少したどたどしい者あり、その様子を大人たちが微笑ましく見守る。

　ステラもコンラッドに寄り添いながらそれを眺めていた。

　だが、招待客の視線がこの場の主役の令嬢たちではなくこちらにちらちらと向けられて落ち着かない。

　夫人たちが扇子の陰で、紳士がグラスを傾けながら、ささやく内容はわかっている。

　──似合わない、不釣り合い、ふさわしくない。

　婚約の時も、結婚式でも散々言われたその言葉がステラの頭を過ぎる。

　かたわらを見上げた。コンラッドはそんな視線など気づいている様子もなく、ただ真っ直ぐに前を見ている。

　なぜこの人に自分が釣り合うなどと思ったのだろう。

　周りに流されずしっかり断っていればあの辛い一年を過ごすこともなかったのに。

「ステラ？　どうかした？」

　身体を強ばらせたステラの背中にコンラッドが手を添える。わずかに身体を傾けて顔を覗き込まれると、ふわりと彼の匂いに包まれた。優しく静謐なそれは三年前のものと変わっていない。

「では、今年社交界に仲間入りした淑女たちに」

　国王陛下の挨拶を合図に、音楽の流れる大広間のあちこちで話に花が咲く。

「やぁ、レッドフォード夫妻」

　片手をあげながら近づいて来たのはワイアット侯爵だ。

　古くから国境付近を治める有力な貴族であり、有事の際は防衛を担う家の当主は四十半ばを過ぎてなお屈強な体格をしている。髭をたくわえた凛々しい顔立ちをしているが、表情は穏やかでその人柄がうかがえた。

「相変わらず仲がいいこと」

　隣には見事なプラチナブロンドを花で飾った、迫力のある美しい夫人がいた。扇をゆっくりと動かす彼女はコンラッドの隣に立つステラをにこにこしながら見た。

（ワイアット夫人！）

　会いたかった人だ。

「君の夫にはいつも助けられているよ。いやぁコンラッドの無表情は役に立つ」

　軽い挨拶を終えて、ステラを見ながら侯爵の分厚い手がコンラッドの背中を叩く。

　彼は早くに両親を亡くしたコンラッドの相談相手だったと聞いている。普段の様子はまるで年の離れた兄のようだ。変わらない様子に思わず笑みがこぼれた。

「今日も外国からの無理な要求を顔色一つ変えずに一蹴してなぁ、見ているこちらがひやひやものだったよ」

「まぁ」

　ちらりとステラは視線をコンラッドに向けた。

（まだ普段は無表情なのかしら）

　家ではずっと笑っているから、外でもそうなったのかと思っていた。

「侯爵」

　そこでコンラッドが口を開いた。

「せっかくの機会なのでもっと誉めて下さい」

「ふむ、私にものを頼むとは珍しいなコンラッド」

　堂々と要求するコンラッドを侯爵は感心したように眺めて髭を撫でた。

「事情がありまして」

　コンラッドがステラを見た。

「私がこの国で一番優秀だと妻に示さなければならないのです。さぁ早く！」

「も、もう十分わかっていますよ」

　掴みかからんばかりのコンラッドを止める。くすくす、と様子を見ていたワイアット夫人が笑った。

「公爵の活躍についてはまたゆっくり私からステラに話しておきますから」

　彼女に最後に会ったのは結婚式から数ヶ月後だ。それまで毎週のように家庭教師として顔を合わせていた。

　三年経っても変わりはなく惚れ惚れするような美女はステラに微笑んだ。

「先月のお茶会ではありがとう」

「あ……はい、こちらこそ」

　そうか、先月会っていたのか。

「ジョンのご婚約も進んでいるとか。改めておめでとうございます」

　家庭教師をしていたとき、侯爵家の長男ジョンは十二歳だった。

　今、十五ということはもう寄宿学校に入っているだろう。彼のことだからきっと快活な少年になっているはず。

　心からのお祝いを述べると、侯爵夫妻はなぜか頬を引きつらせた。

「ありがとう。……うん」

「まったく、どこかの公爵が、おせっかいを焼いて長男の縁談を持ちかけて……」

「？」

「ジョンに意中の相手がいるというから、可愛い彼のために動いただけです」

　コンラッドがしれっと言う。

「思いやり深い素晴らしい女性ですし、隣国ですが家柄も申し分ないでしょう」

「まぁどの口が。ものすご～く良い子で私も気に入っているのは認めますけど」

「いきなり紹介されたから何事かと」

「お二人に喜んでもらえてよかった」

　ほほほ、はははと笑い声が響く。

　扇を閉じてワイアット夫人はステラを見た。

「たまには家にもいらっしゃいな。みんな、会いたがっているわ」

「も、申し訳ありません」

「どこぞの過保護な男が屋敷内に軟禁しているだけでしょうけれど」

　誰をも魅了する笑みを浮かべて夫人が扇を揺らす。

「ところで夫人」

　そこで侯爵が咳払いをしてステラに言った。

「いつものを頼むよ」

「……いつもの……ですか」

「あなたったら話が唐突。でもそうね、是非」

　夫人も同意する。

　三年後のステラは二人に何をしているのだろう。今の自分とはあまりにもかけ離れ過ぎていて想像もできない。わくわくした顔の恩人の夫妻を前に青ざめる。

（お見せできるものって、裁縫？　レース編み？　でも針も糸もないし……）

　唯一の特技はそのあたりだが、まさか舞踏会で披露するものでもあるまい。

「ん？　どうかしたかい」

「い、いえ」

　いぶかしげな侯爵の声にさらに緊張して、コルセットの息苦しさが増す。背中に嫌な汗をかいていた。

（何をしているのか聞いて……でももし不興を買って、旦那様の評価を落としたら？）

　考えすぎてぐるぐると視界が回る。

「ステラ」

「っ」

　その時、コンラッドに身体を支えられた。

　すっと彼が片手を前に出す。

「お二人とも、いつも言っているでしょう、おふざけに妻を巻き込まないでください」

　簡潔にたしなめた。

「……わかった。今日は諦めよう。コンラッドの素の笑顔が見られるのも妻の特権というものだしな」

　侯爵は子どものように口をとがらせた。

「あ、の」

「いいから」

　青ざめたままのステラにコンラッドがささやいた。

「ではまた。麗しの公爵夫人」

「またお茶をしましょうねステラ。ああ、王妃様も参加したいとおっしゃっていたから、前のように三人でも」

「は、はい……」

　いつの間に王妃ともお茶会をする仲になったのだろうか。ついていけずに頭にハテナマークを浮かべつつなんとかうなずいた。

　軽く曲げた侯爵の腕に夫人が優雅に手を置いて、身を寄せながら二人が去っていく。

　その仲の良い背中を見送ってステラはほっと息を吐いた。

「何か飲むかい？」

「いえ、私は」

　一度不調を感じれば、ぎゅうぎゅうに詰めたコルセットが辛い。そっと胸元に手をおくとそれで気づいたらしい。

「外で夜風に当たろう。そもそもきつく絞めすぎなんだ。次からはもっと楽なものを用意するよ」

　エメリンに言われるまま着たドレスは絹地に細かなアラベスクの刺繍が施されたもの。数え切れないほどのドレープと袖口の繊細なレースは見事というしかない。

「もう十分衣装部屋にありますので」

「いいんだよ、私がステラのいろんな姿を見たいだけだから」

　コンラッドは表情を緩めた。

（……う）

　未だにこの至近距離で微笑まれるのは慣れない。

　大広間から出るまでにも、何人もが声をかけてくるが、侍女の言うように質問などはほぼコンラッドが受けるのでステラは口を挟む余裕がなかった。

　頭の中にある貴族名鑑のリストと照らし合わせて、三年分の年月が過ぎた顔や体格を確認し屋敷のみんながステラに年月を偽っているという仮説がほぼ消えたことを確認する。

（少なくともここは、本当に三年後の世界なのね）

　とりあえずひとつ前進だ。

「し、失礼いたします！」

　そこで一人の少女が近づいて礼をした。

　まだ初々しい様子は女学校の学生かもしれない。その後ろには様子を見つめる女子の群れがあった。

「握手を、させていただいてもよろしいでしょうか！」

　爵位と名前を名乗った後、顔を真っ赤にして少女が言う。その剣幕にきょとんとしてステラはコンラッドを見た。そっと邪魔にならないように後ろに下がる。

（旦那様のファン、よね）

　位置的にステラの真正面だが、緊張のあまり間違えたのだろう。

　次の瞬間、がしっと手を掴まれた。

　少女は両手でステラの手を包み込むように握って、自分の額に近づける。

「……こん、結婚……、幸せな結婚……っ！」

「あの？」

「ありがとうございました！」

「つ、つつ次私もよろしいですかっ」

　呆然としている間に人が入れ替わる。気づけばずらりと人の列ができていた。

（え？　え、なに？）

　訳がわからないまま握手に応じる。真剣な表情の彼女たちにとりあえず笑顔を向けると、少女たちは頬を染めて小さく悲鳴をあげた。

（どういうこと!?）

「……体調も悪そうだし、あまり無茶しては駄目だよ」

　隣のコンラッドがひそりと言う。

「え、ええ」

「よろしくお願いします！」

　野太い声に振り返ると知らない青年が立っていた。条件反射で手を差し出すと、ステラに触れようとした彼の腕をコンラッドが掴む。

「……男は、駄目だと言っているだろう」

「あ、いえ、男は奥様に触れようとして公爵に掴まれると出世するってジンクスが……いたたたたたたた！」

「しかも貴様今、妻の胸を見たな」

「み、みみ見てません！　命が惜しいので！」

「旦那様、それ以上は！」

　本気で痛がるのを見て慌てて止めると、青年は嬉しそうにステラをとどめた。

「平気です！　痛いほど御利益が……あたたたたた！」

「そ、そうですか……」

　この三年で、どうやらステラが思うより世界は変わってしまったようだ。

　──没落しかけの伯爵家の娘が、公爵家に嫁いで蕩けるほど甘く愛されている。握手をすればそのご加護によって幸せな結婚ができる、と社交界で噂になっていることを数え切れない少女たちと接しながら知る。

（ご加護……）

　握手のしすぎでジンジンと痺れる手を見た。

　確かに三年後のステラは幸せそうだと思う。同時に、握手をした少女たちの幸せを祈らずにいられなかった。

　本当の自分は、旦那様に相手にされないただのお飾りの妻なのだから。

　でもなぜだろう。目の前にあるのはこんなに素敵な世界なのに、このままいたいとは思えないのは。







　必要な挨拶を終えて王宮を辞し、馬車に乗り込んだところで、コンラッドはステラのドレスとコルセットを緩めた。そして。

「あ、っ……ん、う」

　馬車の中で、止める間もなく交わった。

　外だというのにステラの身体はすんなりとコンラッドを受け入れ、椅子に座る彼の上に乗ってドレスをはだけたまま揺さぶられた。

「旦那様、ドレス、……っが」

「いいよ。いくらでも用意するから」

「ん、んん」

　胸に吸い付かれて奥が締まった。

　石畳を走る馬車の運転は丁寧だがふいに不規則に揺れる。それが違う刺激になって熱を押し上げた。

「待っ、コンラ、……っあ」

「ステラを見る男どもの視線に気づいていた？」

　問いかけに首を振る。

　コルセットから解放された白い胸元にコンラッドが舌を這わせた。ぬるいそれが肌を這っただけでぞくりと鳥肌が立ち、手のひらで乳房を持ち上げられて先端を指先が引っ掻いた。

　その間にも突き上げられてぐちゅぐちゅと卑猥な水音が接合部から響く。

「御者さんに、聞かれ……」

「蹄の音が大きいから大丈夫」

　そうはいってもすぐ近くにいる。せめて反対側で交わればいいのに、コンラッドは御者側から動かない。

　そしてその背徳感がまたステラの身体を火照らせた。

「あ、っあ……っん」

　苦しくて逃げようとする腰を押さえつけられてさらに突き上げる動きが激しくなる。口づけながら愛蕾を擦られて身体が跳ね、思考がうまくはたらかない。分厚い舌が絡んで唾液がこぼれる。彼はそれすらも愛おしそうに舐めとった。

　全身で愛される悦びにすべてを忘れてしまいそうだ。

「待、って」

　がくがく震えながら肩に手を置いて、なんとか呼吸を整える。

　待ってと言ってもコンラッドは聞いてくれない。こんなにステラが欲しいと思ってくれていたのなら……。

「……どうして」

　言葉が口をついて出た。

「どうして、結婚してからずっと……抱いて下さらなかったのですか……っ」

　幸せな夢と、無情な現実の間で耐えていた涙がぼろぼろとこぼれる。

　そこで動きが止まった。はっと目を開くとコンラッドはステラを見ていた。

「まだ、三年前のことを怒っている？」

「っ」

「君には長く苦しい思いをさせた。手に入れることだけを焦って、気持ちを置き去りにしてしまったから……」

　とても優しく苦しげな声。

「だから、あの時は」

「……駄目です！」

　自分で問うておいて、コンラッドの口を手でふさいだ。

　不思議そうに見上げる彼を見返す。彼の腕のぬくもりを感じながら、もうこれ以上は聞いてはいけない気がした。

　深夜の書斎で、真剣な顔で仕事をしている姿を思い出す。

　ここはとても優しくて幸せな世界だけれど、ステラが話を聞かなければならない相手は目の前の『コンラッド』ではない。

　ぎゅっと肩を掴んだ手に力を入れる。

「ステラ？」

「ごめんなさい」

「ん？」

「私、……あなたが知っているステラではないのです」

　ようやく言えた。

「何を言って」

「三年前から、来ました」







　コンラッドにこの数日のことをすべて話した。

　屋敷に戻り、乱れたドレスを脱いで湯浴みも終わらせている。夫婦の寝室を暖炉と燭台の炎だけが照らしていた。

「すみません、信じられない話ですよね」

「いや」

　それまでずっと黙っていたコンラッドがステラの目をのぞき込んだ。

　すべてを見透かすような綺麗な青色だ。ステラが嘘をついているのかを見極めているのだと気づいて姿勢を正すと、美貌の公爵はふ、と圧を解いた。

「確かに少し違和感があった。その理由がわかってむしろ納得したよ……ということは、君はまだ私が抱いていないステラ？」

「は、い……」

「……」

　コンラッドが額に手を置いてうめいた。

　やはり、こんなことを言うなんて正気を疑われるだろうか。

「……まだ何も知らないステラに色々……と思うと興奮する」

「旦那様！」

　顔を真っ赤にして言うと、コンラッドが咳払いをした。

「うん、無茶してすまなかった。できれば戻ったらこのことは三年前の私には内緒で。嫉妬に狂って君に酷いことをしてしまうかもしれない」

「そんな、まさか」

　思わず笑ってしまうと、コンラッドがじっと真剣な表情でステラを見た。

「大袈裟だと思う？」

「……でも……三年前は」

　こちらに来る前のコンラッドは触れあうどころか目を合わせることもなくて、会話も最低限。たった三年でこんな未来になっているとは思えない。

　ここはきっと、そうであってほしいと思うステラの理想の世界なのだ。

　コンラッドがステラの頬を撫でた。

「過去の私が拗らせて迷惑をかけて申し訳ない。腹が立ったらぶん殴ってもいいから」

「そんなこと」

「大丈夫、何をしても別れることはないと本人である私が保証する。──世界の何よりも愛しい、私のステラ」

　抱きしめられてこめかみに口づけられた。そのやわらかい感触はこの二日ですでに身体に馴染んでしまった。

「きっと、君は私の口からは事情を聞いてくれないだろうね」

「はい……私、もう一度旦那様と話してみます」

　まだ妻としてステラにできることはあるだろうか。

　強くて責任感があって、一人で何でもできるとしか思えなかった彼が、理由があって世界を拒絶していたのだとしたら。

「そうしてもらえるとありがたい。ひとつ言わせてもらうと、まだ離縁は伝えないほうがいい。何をするかわからな……」

　そこでコンラッドは口元に手を置いた。

「そうか、だから離縁なんて恐ろしいことを……良かった。今の私に不満があったわけではないのか……」

　顔をしかめてブツブツと呟き、ガッツポーズをする。その様子に元々は感情豊かな方なのだと改めて思う。

　ステラも、彼といつかこんな風に話せる日が来るのだろうか。

（頑張らないと）

　気合いを入れ直す。顔を上げると少し歳を重ねたコンラッドが微笑んだ。

「けれど三年前に戻るにはどうするんだい」

「……そうですね」

　心当たりと言えばひとつだけ。

「玄関ホールの大時計のことなのですけれど」

　ボーン、と大時計の鐘の音が聞こえた。

　それと同時に急に身体が重くなって、ステラは抱きしめる腕に身を預けた。何かに引っ張られるように急激に意識が遠のく。

「……──」

　コンラッドには鐘は聞こえていないようで、突然のことに戸惑う表情でステラを呼ぶ。

　その声と音が混ざる中、ステラは耐えきれずに目を閉じた。










第三章　そして現在に









　気づけばステラは玄関ホールにいてあの大時計に手を触れていた。

（私……）

　一瞬と呼ぶにはあまりにも長い記憶。しばらく呆然としてまばたきをし、きょろきょろと周りを見た。

　飾られている花も調度品も見覚えがある。どうやら、三年後から帰って来たらしい。

　そっと大時計から手を離し、羽織っているショールを抱き寄せてペコリと頭を下げステラは廊下を戻った。

　たどり着いたのは灯りがついたコンラッドの書斎の前。

　気が急くままノックをしようとして躊躇する。

　さて、仕事をしている彼に何と声をかけるべきだろう。

（夜食を……いえ、もうこんな時間だし）

　しばらく悩んで決めた。

（早くお休みになって下さいね、……よし、これだ）

　さりげなく声をかけて様子をみよう。我ながら良い案だとうなずき改めてノックしようと手を持ち上げたところで、扉が突然ぎぃぃ、と重い音を立てて開いた。

「……」

　そろりと顔をあげればそこには、冷たい目をした夫の姿。

　身長差があるのでステラの頭はコンラッドの胸元あたりだ。何の表情もうかがえない夫と視線が合う。

　つい先ほどまで寝室で接していた『彼』とはあまりに違う威圧感にステラはごくりと息をのんだ。

「何か」

　すべてを拒絶する氷のような声。まるで吹雪だ。目の前が真っ白に煙ってしまいどこに目的地があるのかわからない。

「はや、……あ、あの」

　──何をしても別れることはないと本人である私が保証する。

　早速怖じ気づいてうつむいたところで、あの優しい声が蘇る。

　くじけそうになった気持ちを堪えてステラはぐっと手を握りしめた。

（三年後のような旦那様が見たい……っ！）

　顔を赤くしたり、おろおろしたり、侯爵家に縁談を持ち寄ったりする彼を。

　夫婦なのだ。ステラだってコンラッドを愛そうと覚悟を決めて公爵家に嫁いだ。これがもし、大時計がくれた最後のチャンスだとしたら──。

「用がないならもう」

「……ボタンが」

　閉じられかけた扉に手を置くと、中に戻ろうとしていたコンラッドが動きを止めた。先ほど視線を下げたときに袖口のそれがほつれているのが見えた。

「シャツのボタンが、取れかけているので」

　彼が自分の袖口を見る。

「ああ。誰かに頼むから」

　いつもならここで「はい」と引き下がった。けれどステラは一歩踏み出した。

「いいえ、私が繕います！」







　裁縫道具を大慌てで持ってきて、コンラッドにシャツを脱いでもらう。代わりの寝間着を着てもらい机で仕事をしているコンラッドのかたわら、ソファに座ってボタンをかがった。

　コンラッドの書斎は、壁一面の本棚に使い古された机、職務に必要なもの以外はなにもない部屋だった。

　会話は特にない。静かな部屋には暖炉の火がぱちぱちと爆ぜる音と、コンラッドが動かすペン先の響きだけがある。

　花嫁修業で一通り習っているのでボタンくらいはすぐにつけられるが、この時間がもったいなくてステラはことさらゆっくりと針を動かした。

　幼い頃から針仕事やレース編みが好きで、家庭教師にならなければお針子にでもなろうと思っていたので腕には多少自信がある。

（何の仕事をされているのかしら）

　ちらちらとコンラッドに視線を向けた。

　彼はたまに手を止めて立ち上がり、壁の本棚で資料をめくっている。その動作一つ一つは洗練されていて、よくできた絵画のようだ。

　そのとき、机の上に綺麗な箱が置かれているのに気づく。菱形を組み合わせた細工がほどこされていて他のすべてが機能的という言葉が似合うのにそれだけどこか可愛らしい。

「……」

　そんなステラの視線に気づいたのか、しばらく手元に目を落としていたコンラッドがこちらを見た。

　慌てて視線を逸らして縫う手を再開する。

　すると、静かに机の上のものを──箱も──引き出しにしまって鍵をかけたコンラッドが何も言わずに部屋を出た。

　ぱたんと扉のしまる小さな音がするのと、ステラが繕い終えて糸を切るのが同時だった。

「……」

　書斎の扉を見る。

（やっぱり、邪魔だったかな）

　目の前のシャツを広げてそれをぎゅっと抱きしめ、ステラは目を閉じた。





　　　＊　＊　＊






「な、なんでしょうか旦那様。今からお茶をお運びしようと思っておりましたが」

　コンラッドにティーセットを運んでいる最中だったジェフは、廊下で会った彼に問答無用で書斎のほうへと引きずられながら戸惑った声を上げた。

　彼の手にある銀の盆には軽食と紅茶と一輪挿しが載っている。それをひっくり返しそうな勢いで腕を引かれてジェフは珍しく狼狽えていた。

　とはいえこういう挙動の理由はなんとなく察している。

　先代の公爵であるコンラッドの父の代から仕えている執事は、口元を引き結んでいる主人を見上げた。

「奥様のことでまた何か」

　ぴたりとコンラッドが動きを止める。

　ぎぎ、と音がしそうな様子で振り返った彼が言った。

「……ステラが書斎にいる」

「はぁぁああそれは！　なのに旦那様はなぜここに」

「もう時間も遅い。部屋に戻るように言ってくれ」

「ご自分で言えばいいじゃないですか」

「……」

「ま、旦那様ではまた威圧するだけですな」

　生来の人嫌いのため、ひょっとするとこのまま独身ではと気を揉んでいた使用人たちにとってステラは待ちに待った花嫁だった。

　こういうのがタイプだったのかと全員が胸の中で呟くほど、まるで春の陽光のように愛らしい少女。代々氷のような顔面筋と言われるレッドフォード公爵家とその使用人たちにとってはまさしく新しい風だった。

　彼女は公爵家のしきたりも精一杯勉強し、早くに爵位を継いだ夫を支えるべく頑張っている。

　それを、この主人は。

「毎日言っているでしょう、見送りと出迎えのときに奥様を睨まないようにと」

「……眺めているだけだ」

「優しく言葉をかけるべきだと」

「今の俺が話しても意味がないだろう」

「そろそろ観念して、せめて寝所をご一緒に」

「ぐっ」

　胸を押さえてよろけたコンラッドが壁に寄りかかる。

　銀のトレーを持ちながらジェフが冷ややかに主人を見た。

「……想像するだけで心臓に異変をきたすなら、主治医に迷惑をかける前に早めに覚悟を決めていただけるとありがたいのですが……」

「っ今の俺が、ステラに触れていいはずがない」

「その拗らせている思考のためにわれわれがどれだけ苦労しているとお思いですか」

　この一年の素っ気ない態度──元々のものでもあるが、ますます酷くなっている──のために、ステラにどれだけ寂しい思いをさせているだろう。

　それでもコンラッド相手に笑顔を絶やさない健気さに使用人一同は日々胸を締め付けられている。

　せめてもの罪滅ぼしに精一杯仕えさせていただいているところである。

「奥様にそろそろ説明しても」

「いや、……あと少しだ。いらぬ心配をかけたくない」

「そんなことを言っていると、離縁を突きつけられますよ」

「！」

「当たり前でしょう、いくらお優しい奥様とはいえ愛想を尽かすには十分です」

　ぎょっとした顔のコンラッドを見返す。

　ステラは誰にも何も言わないが、この公爵家における意義を見いだせていないのは明らかだ。

　どれだけコンラッドの気持ちを汲みつつステラを慰めても、やはり彼女の心に響くのは彼の言葉だけだ。この、人嫌いな上に心の機微に疎い青年はそれをわかっていない。

「……っり、りえ……」

「離縁です、旦那様」

　青ざめた美貌の青年に少し強めにうながせば、ようやく彼は観念したように息を大きく吐いた。

「わかった。……あと一週間だけ待ってくれ」

「ここまできてその粘りには感服しますが、畏まりました。一週間後には、洗いざらいお話しさせていただきます。侍女にもそう伝えておきますからね。まったく……奥様に見捨てられたら旦那様はもう一生立ち直れないでしょうに……」

　二人で書斎に入ると、待ちくたびれたのだろうかステラはソファで眠っていた。繕い物をしていたらしく広げた裁縫道具もそのままに、コンラッドのシャツを抱きしめて静かに目を閉じている。

　ゴン、とコンラッドが無表情で壁に頭を打ち付けた。

「旦那様、お静かに！」

　自分のシャツを大事そうに抱いているステラを見て堪えきれなくなったのだろう。

「すまない」

　ジェフが慌てて小声で叫んだが遅かったようだ。

　はっと目を覚ましたステラが起き上がって目をこすった。

「っ、す、すみません……」

「いや」

　またコンラッドの表情が無になっている。それを見てあからさまにシュンとするステラ。

　このもどかしい様子を何度見てきたか。

「奥様、そろそろ寝室にお戻りになったほうがよろしいかと」

　主人が何の役にも立たないのでジェフが水を向けた。するとステラはじっとこちらを見上げて、次いでコンラッドを見た。

「……旦那様もそろそろお休みになった方が」

　心底心配だと訴える緑色の眼。今まで寝ていたせいだろう、大きな瞳がうるんで頬が少し赤くなっていた。

（目的を果たすまで距離を取りたい気持ちもわかりますけれど！）

　妻も娘もいるジェフも思わず心の中で叫ぶ。

「旦那様ももう少ししたら就寝されるそうです。さ、歩けますか？」

　そこでちょっとしたいたずらを思いついた。主人に頼まれたのはステラを書斎から出すことだけだ。

　まだ眠そうなステラを抱き起こすように細い身体に手を回すと、後ろから肩を掴まれた。

　振り仰げば顔を盛大にしかめたコンラッドがいて、ジェフはにやりと笑った。

「何か」

「……」

「ありがとう、一人で帰れますので……──え」

　ソファから立ち上がろうとしたステラをコンラッドが抱き上げ、むすっとした顔のまま横抱きにして歩き出した。

「え、ええ、あの、旦那様……？」

　戸惑った声を出すステラに構わず彼は扉に向かう。

　ジェフがうやうやしく扉を開くと、そのままコンラッドは寝室に向かった。





　　　＊　＊　＊






（え、えええ、えと）

　コンラッドに横抱きにされながらステラは混乱していた。

　静かな廊下を歩くコンラッドの足取りは、ひと一人を抱えても揺るぎがない。

　いつも仕事をしているところしか見ていないが、いつの間にこんなに鍛えていたのだろうか。

（う……）

　コンラッドと触れあっている。それだけでどきどきして、ステラは持っているシャツを握りしめた。クッション代わりに抱きしめたらそのまま眠ってしまったのだ。

「重くないですか？」

「……」

　問いかけてもいつも通りコンラッドは何も話さない。

　ステラは舞い上がるような気持ちだけれど、コンラッドはそうではないのだろうか。そう思いつつ、彼に存分に抱かれた未来を思い出して落ち着かない。

（も、もしかしてこのまま、とか）

　間近にあるコンラッドの香りに包まれる。静謐な香りは彼が好んでつけているものだ。

　身じろぎひとつできないまま運ばれた寝室までは、あっという間だった。

　見慣れた部屋は、やはり数日過ごした『あちら』とは違う調度品やカーテンだ。コンラッドはそこに置かれた、天蓋付きの大きなベッドに無言でステラをおろした。

「あ、ありがとうございます」

「いや」

　そう言いながらステラが抱いているシャツをコンラッドが引っ張る。取り返すつもりと気づいて、はっとして腕に力を込めた。

「？」

「これは、くしゃくしゃにしてしまいましたから私が洗濯しておきますっ」

　苦しい言い訳だが、無言で片眉を上げたコンラッドは素直に手を引いてくれた。

　そのまま離れようとしたコンラッドの服をとっさに掴む。

「旦那様……！」

　こうなったら恥ずかしいのは一緒だ。

「……だ、抱いていただけませんか……」

　女性らしい誘い方など知らない。それでも精一杯に言えば、コンラッドがそっと身を返してベッドに座るステラの前に膝をついた。

「君には愛しい男がいるのだろう？」

「……え」

　小さな声がこぼれた。なぜそれを彼が知っているのだろう。

　いや、今はそんなことより。

「……好きな方は、いました」

　偽りを言うつもりはない。神の前で誓って、夫婦になったのだから。

　ステラは真っ直ぐにコンラッドを見て口を開いた。

「ですが旦那様の申し出を受けてから一度もお会いしていませんし、手紙のやりとりもありません。それとも私を疑っておられるのですか」

「疑っているわけではないよ」

　返って来た言葉にほっと息を吐く。

「君の日中の行動はすべて報告させているし」

　それを世間一般では疑っているというのでは。

　まさかそんなことをされていたとは知らなかった……知らない方がよかったかもしれない。ステラはくじけそうな気持ちを堪えて本題を問うた。

「それで、怒っているのですか……？」

「いや」

　それだけ言ってまた無言。

　しばらくそのままコンラッドの綺麗な青い瞳と見つめ合うが、やはり先に根負けしたのはステラだった。

（未来の旦那様、やっぱり難しいです……っ）

「ジェフめ」

「？」

　静かな声に顔を上げれば、頬に手が添えられて少しステラの身体が傾ぐ。

　その耳元にコンラッドがささやいた。

「……一週間だけ待っていてくれ」

「い、一週間、ですか」

「ああ」

　頬が触れあうほどの位置だ。コンラッドの体温を感じてステラは固まった。

「一週間後に、君を抱く」







　一週間後。なぜ一週間の猶予が必要なのだろう。

　とはいえそう具体的に宣言されてしまうと、むしろそわそわして落ち着かない。

　いつも通り朝食を終えて、玄関ホールでコンラッドを見送る。

　王宮への出仕の服を着て外套を羽織った彼は相変わらず麗しい。あと六日で……と考えると、まともに顔が見られなかった。

　今からこんなにドキドキしていて心臓が持つのだろうか。

「旦那様、そろそろお時間が……」

「あ、い、いってらっしゃいませ」

　考え事をしていて状況を忘れていた。執事の声に顔を上げてステラは条件反射的にコンラッドに笑顔を向けた。

　じっとその顔を見ていた彼は、帽子を被った。

「……行ってくる」

「！」

　初めて返事があった。目をぱちくりして門を出る馬車を見送ったあと、踵を返すとジェフやエメリンを含めてホールに立つ使用人全員がなぜかハンカチを目に当てていた。

「どうかしました……？」

「いえなんでもありません」

　いつも冷静な使用人たちは、さっとハンカチをしまった。

「奥様、本日はどう過ごされますか」

　エメリンに聞かれて少し考える。

「レース編みの続きとフランス語の勉強と思っていたけれど……」

「マッサージなどいかがですか。良い香りのオイルが手に入りましたので、ぜひ」

　そんな話をする間にも、なぜか忙しそうに屋敷中が動き出す。

　家中の大掃除を始めたり、花や調度品を変えたり、見たことのない肉や食材が運び込まれたり、シーツを大量に新調したりするのを見て──鈍いステラもようやく、彼らが初夜の準備をしているのだと気づいた。

　しかし一週間後に抱く、という二人の約束のことは知らないはずだ。コンラッドがみんなにそれを言うとは思えない。

「み、みんなどうしたの？」

　言われるままゆっくりと湯に入り、椅子に座ってオイルでマッサージされながら聞けばエメリンは手をとめて真剣な顔で口を開いた。

「六日後に旦那様から奥様に、大事なお話をすると聞きました」

「ええ」

「使用人として出過ぎた真似をお許し下さい。おそらくは……お二人の結婚生活についてのことかと思われます」

「……そうね」

　一日中ついてくれているエメリンには白い結婚なのはとっくにわかっているだろう。

　けれどそんなステラにも誠意をこめて仕えてくれた彼女の言葉と、優しい手つきにただ眉を下げた。

　再びゆっくりとエメリンがオイルを肌に滑らせる。バニラのような甘い香りが鼻をくすぐる中、それを爪の先まで塗り込みながら彼女が再び口を開いた。

「つまりこれは旦那様をさらに惚れさせるための準備です」

「準備？」

「お世話に手を抜いたことはございませんが、すべての話を終えた後『触らせて下さい』と旦那様を奥様の前で土下座させないと我々の気が済みません」

「そ、そんなことはしないと……それにそういうことにはならないかもしれないし」

「そう思うのは奥様だけです」

　エメリンの言葉にそばで控えているメイドたちがうなずく。ちなみに顔ぶれは、三年後の未来と変わっていない。

「とにかく奥様は、我々にただ身を委ねてくださればいいのです」

「いえその……できればいつも通りにしてもらえるとありがたいのだけど……」

「しばらくのご辛抱です」

　残念ながらステラに賛同してくれる人はこの場にいない。

　その後も全員から入念に髪の先まで手入れされてしまった。

「本当に、奥様はどこもかしこも可愛らしい」

　ほぅ、とエメリンがため息をこぼす。

　ステラにすればエメリンの方がよほど美人だと思うのだが、屋敷中のこの反応も仕方がないのかもしれないと思い直す。

「ようやく、お世継ぎの話もできるものね」

「それはまぁどうでも……あ、いえお子様をお世話できるのは嬉しいですが、あの旦那様がついに奥様にと思えば……」

　またハンカチで目を拭っている。どうやらステラの想像以上に使用人のみんなに気を揉ませていたようだ。

「後でいいので、ワイアット侯爵夫人のところに手紙を届けてもらえるかしら」

「畏まりました」

　近日中に伺いたい旨を記したものだ。昨夜書いて封蝋している。

　未来で会った夫人と、長男ジョンに久しぶりに会いたくなった。今まではコンラッドと話もできないことが後ろめたくて、なんとなく避けていたけれど今なら普通に接することができそうだ。……初夜準備の屋敷にいるのがいたたまれないのもあるが。

　エメリンに心ゆくまでお世話をしてもらって手紙を託して見送る。返事を待つ間、少し庭を散歩しようと歩き出した。

　まだ寒い時分だが、午後の光が明るく辺りを照らしていた。

　庭師の手によって芝生も植木もよく整えられている。温室には一年中花がたくさん咲いていて、ステラはそれを見るのが大好きだった。

「奥様、こりゃどうも」

「こんにちは。そのまま作業してくださいな」

　はしごに登って植木を切る作業をしていた庭師が降りようとするのを止めた。帽子を脱いでぺこりと挨拶をした彼は軽快なハサミ捌きを再開した。

　その徐々に整えられていく植木の形がハートになっていることに気づく。

　なぜその形なのか、聞くのも怖くて笑顔のまま後ろに下がる。

（私、この恥ずかしさに一週間耐えられるかしら……）







　目元にほくろのある艶っぽい侯爵夫人は、未来で会った姿と変わりがない。

　久しぶりの再会を喜んでいると、そこに犬と一緒に二人の子どもが駆けてきた。

「こんにちは、レッドフォード公爵夫人」

「こんにちはステラ先生！」

「先生じゃないよ、公爵夫人！」

　元気に挨拶をしてくれるのは十二歳の嫡男ジョンと、七歳の令嬢マリアンだ。

　先生呼びの懐かしさと、それをたしなめるジョンの頼もしい姿にステラは目を細めた。

　夫人に似た二人とはこの庭でよく勉強をした。そしていたずらっこのジョンには手を焼かされたことも懐かしい。

「穴掘りは進んでいる？」

「はい、今までに十三個の落とし穴をつくりました」

「おかげで庭が歩けなくて……」

　ワイアット夫人が首を振る。

　くすくすと笑ってしまう。ジョンの趣味は落とし穴づくりだ。父である侯爵と一緒になって休日は土だらけで精を出している。その技術は年々巧妙になっていて、今では庭のどこに穴があるのかわからない。

「ジョンもあと数年で寄宿学校ですね」

「ええ、ぼんやりしているから心配だわ。公爵のしたたかさの十分の一だけでいいからあればいいのに」

　目の前のテーブルにはすでにお菓子や軽食が並んでいた。

　手際よく紅茶を淹れたメイドが丁寧に礼をして下がる。

「侯爵様はお元気ですか？」

「それがねぇ」

　顔をしかめた夫人は扇を広げた。内緒話とわかって顔を近づける。

「どうもあの人、最近様子がおかしいの……何か隠している気がするのよね」

　国の要たるワイアット侯爵は、この美しく気高い夫人にベタ惚れなのは有名だ。ロマンスグレーという言葉が似合う彼が妻にだけはめろめろポンコツになることも。

「侍女に尾行させたら、見知らぬ女と会っていたの。怪しいわ」

「侯爵様に限ってそんな」

　すでに調べ済みらしい。

　確かに女性は結婚してからは頻繁に出歩くことはないから、夫が何をしているのか知る方法はない。

（ひょっとして旦那様も、この一週間で女性関係を清算しているとか……いえまさか）

　そう考えてしまった自分を叱咤する。

「もうすぐ夫人のお誕生日ですし、何か準備をしているのではないですか？」

　言えば夫人は考える顔でため息をついた。

「そちらはどう？　いつも大丈夫としか手紙をくれないから心配していたのよ」

「ええと」

　ステラはカップの中の紅茶を見つめた。

「皆さんにとてもよくしていただいて……」

　よくされすぎている気もするがそれは黙っておく。

　詳細は省きつつ、公爵家が浮き足立っている話を聞いたワイアット夫人は紅茶を手に嬉しそうに声を上げた。

「それは、ふふふふ」

「実は、離縁も考えていたのですが」

「っ、……」

　その瞬間、夫人が紅茶を飲んだ口を押さえて咳き込む。そして立ち上がってステラの腕を掴んだ。

「そ、それは伝えたの!?」

「いえ、伝えたというか伝えてないというか……でも不思議なことがあって」

「お話し中、失礼いたします！」

　そこで、滅多に慌てることのないエメリンがテーブルに駆け寄った。

　その青ざめた表情にステラの全身に嫌な予感が走る。

「奥様！　旦那様が……暴漢に刺されたそうです」







　詳細も聞かないまますぐに侯爵家を辞して急いで公爵家に戻った。

　公務で市中に出ていたコンラッドが、ナイフを持った男に襲われたという。突然のことだったが幸い急所は外れたと馬車の中で聞いて、ステラは震える手を握って神の慈悲に感謝した。

「……それで、旦那様を襲った相手は」

「すでに旦那様ご自身の手で取り押さえられたそうですが……知らない男に金で雇われただけと言っているようで……」

　生きた心地がしないまま、馬車が止まりきるのを待たずに玄関前に降りる。

「ああ、奥様。無事にお戻りで……」

「旦那様の様子は」

　ジェフは安心させるようにうなずいた。

　パシャリパシャリとフラッシュが焚かれる。敷地を囲む鉄柵の向こうに、騒ぎを聞きつけたのか数人の記者の姿があった。

「ひとまず中へ」

　ステラの姿を隠すようにジェフが屋敷へうながす。

「ごめんなさい、こんな大変なときに家を離れて……旦那様はどちらに」

「今は寝室で主治医の先生に看ていただいております」

　さすがに怪我をした当主を、書斎の簡易ベッドに寝かせるのは忍びなかったのだろう。

（どうしてこんなことに）

　青い顔で大時計の前を通り過ぎるとき、ふと背中に優しい手が触れた気がした。

「……」

「奥様、どうされました」

「いえ……」

　寝室に入ると主治医が振り返った。ベッドには胸元に包帯を巻いたコンラッドが眠っている。

「奥様」

「先生、そのままで」

　髪にも髭にも白いものが混じる主治医が立ち上がろうとするのを制する。

　ステラは枕元にそっと駆け寄ってコンラッドの様子をうかがった。いつもより眉をひそめているが呼吸は安定している。そのことに少しほっとして主治医に向き合った。

「ご足労感謝いたします。様子はどうですか」

「急所は外れていますし処置も早くて数針縫う程度で助かりました」

　その言葉に思わず安堵の息がこぼれた。

「今はモルヒネが効いているようですが、これから熱が出るかもしれません。それに最近仕事をしすぎだったようで過労もありますし、まぁちょうどいい休暇と思って下さい」

　気さくな主治医は悲しげに眉根を寄せるステラを安心させるように笑う。

　何かあればすぐに伺いますと言って、老年の彼は夜が訪れる前に帰っていった。それを玄関で見送ったステラは止まっている大時計を見上げた。

　怪我をしたのは鎖骨の下。あの様子では痕が残るだろう。

　それはまさしく、三年後のコンラッドにあった傷と同じものだった。







　主治医の言うように、コンラッドは夜半に熱が出始めた。

　侍女やジェフが代わると言うのも聞かずにステラは一生懸命看病に打ち込んだ。女学校の在籍中に病院で奉仕活動をしたこともある。それを思い出しつつ汗を拭いて氷のうを換え、水を飲ませた。

　眠れないまま夜明けを迎え、翌日もほとんど仮眠も取らずに看病をした。

　明け方、額の布を冷やすための水を替えて寝室に戻ると、コンラッドが少し目を開けてじっと虚空を見つめていた。

　近づくと気づいて顔がこちらを向く。

「ステラ？　……そうか」

　何が起こったのか思いだしたのだろう、目を閉じたコンラッドが顔をしかめる。

「迂闊だった」

　声に悔しさがにじんでいる。ステラは水桶を置いて、そっとコンラッドの額に手をあてた。幸い熱も下がったようだ。峠は越えたのだろう。

「もう少し寝て下さい。日が昇ったら主治医の先生に来ていただきますから」

「……」

　彼が息を吐いた。

「今日は何日だ」

「……二月二十七日です」

　約束の一週間後だった。少し妙な沈黙が部屋に落ちる。

「……すまない」

「いえ！　今は旦那様のお身体の方が大事ですから！」

　素直に謝られてむしろ戸惑う。

「くそ」

　顔を手で覆ったコンラッドがうめく。

　彼にしては珍しく苛立った様子を見ていたステラは、彼が着ている寝間着が汗で濡れていることに気づいた。

　そっと立ち上がって着替えを持ってくる。

　汗も拭いた方がいいだろうか。布を水で濡らして固く絞った。

「ああ……ありがとう」

　熱で気が抜けているのか、わずかに頬が赤いコンラッドはいつも以上に饒舌だ。

　ステラが持つ布を取ろうとした彼の手が触れて、ぱっと身を引く。

「自分でできる」

「いえ、わ、私が拭きます」

　寝込んでいるときは良くなってもらいたい一心で身体を拭いたけれど、本人が起きていると妙に緊張する。

　傷口のガーゼはそのままに包帯をほどいて汗を拭く。男性らしい首から鎖骨、胸元、大きな背中、筋肉のついた腕と、都度布を濡らしながら丁寧に手を動かした。

（う、うう）

　しかしコンラッドの裸は目に毒だ。顔だけでなくここまで芸術品のようでなくてもいいのに。手元だけを見て作業に集中する。それでも顔がほころぶのを抑えられなかった。

（無事に目が覚めて良かった……）

「下も拭きます、ね」

　ちらりとそちらを見て、ステラは怯んだ。

　ズボンの中が立ち上がっている。

「……男の生理だ。すまん」

　のそりと起き上がってコンラッドが言う。

「そ、そうですよね。仕方のないことかと」

　布を握りしめて視線を彷徨わせながら答えた。

「……もう十分だ」

「いえ！」

（これはあくまで看護。よし）

　気合いを入れ直して身を寄せる。そこで、腕を掴まれて腕の中に囚われた。

「え……」

「……」

　熱い体に痛いほどの力で抱きしめられてステラは固まった。

　彼女の首筋に顔を埋めてコンラッドが深く息を吸う。肌にやわらかい髪が当たってくすぐったい。

「だ、んな様？」

「……ステラ」

　乞うようなささやき。身を起こした彼の手がそっと頬に置かれて顔が近づく。

　逆らわずに、口づけた。

　初めは触れるだけですぐに離れる。彼女の腰に手を回した彼は何度もそれを繰り返す。段々触れる面積が大きく、深くなり二人で呼吸が上がる。唇ごと食まれてコンラッドの熱にのぼせそうだ。

「ん……っ」

　頬を手で包まれて顔を背けられない。少しずつキスが深くなって力が抜けていく。持っている布を取り上げたコンラッドは、ステラをベッドに寝かせて上から覆いかぶさった。

「っ、だんな、さま、怪我が」

　首に唇が触れてステラは声を震わせた。触れる肌が熱い。仰向けになったステラのシャツのボタンを外しながらコンラッドは何度も口づけを落とした。

　やがて服がはだけられて、素肌がコンラッドに晒される。

「……っ」

　恥ずかしさに胸元を手で隠せば手首を取られてベッドに縫い付けられた。舌が胸の頂を這う。

「あ……」

　ぴりっとした刺激が腰に走って声が出た。まだ膨らみかけの胸をコンラッドの手が下からすくう。その間にも先を口にふくまれて吸われ、ねっとりと舐め上げられる。

「ん、ん……や、っ、……あ、……」

　性急にスカートの裾から入った手が下着に触れてステラは目を見開いた。本当に身体は大丈夫なのだろうか、押し返そうにも怪我をしている箇所を触ってしまいそうでためらう。

　その間に侵入した指がかたく閉じた入口に触れた。奥を探る動きにステラは動きを止めた。

「っあ、……あ、待っ……」

「……もう我慢できそうにない」

「がまん、……っ」

　指が弱い愛蕾をかするたびにびくびくと腰が跳ねた。コンラッドはステラの首筋を舐めながら指を弱いところに這わせる。

　ステラは必死に羞恥に耐えていた。コンラッドに触れられるところが熱くて気持ちいい。足に彼の硬くなったものが当たっていて、これから起こることを知っている分緊張する。

「だ、んなさま」

　胸にそっと手を置いた。

「やっぱり動かないほうが……」

　こくりと唾を飲み込んだ。

「私が、く、口で……しますから」

「口？」

　発散する方法があることはもう知っていた。未来でも促されたが、怖くて断ったからするのは初めてだけれど。

　気だるげにクッションに身を預けるコンラッドの上に負担がないように乗る。そろりとズボンをくつろげれば、すでに腹につきそうなほど屹立がたちあがっていた。

　濡れた布で丁寧に拭いて、大きなそれを手で持って口にふくんだ。

「ん……」

　匂いは思うよりないが、おそるおそる開けたステラの口では先っぽまでしか入らない。

（ど、どうすればいいんだろう）

　舌で先端をちろりと舐めてみる。

「っ」

　途端にコンラッドが身体を揺らした。拙いながら反応があったことが嬉しくて、ステラはもう少し口を大きく開けた。

「ふ、……っぅ、……は」

　一生懸命口で奉仕する。けれどしばらく舌でなぐさめていても手の中のモノは変化がない。息が苦しくて一度口を離せば、唾液が屹立につながった。

「あ……、っ」

　そこで、腕を取られてまたベッドに倒れ込んだ。

「まだ……」

「もういい」

　短く言って、コンラッドがステラの身体の愛撫を再開した。

「ん、……ぁ、待っ」

　けれどすぐに押し入って来たコンラッドの指の圧迫感にステラは怯えた。『未来』と違って入口はかたく閉じられて、はしたない蜜も少なく感じる。

（こ、れで、入るの……？）

　行儀見習いのときに閨についても説明があったが……コンラッドに任せること、とだけしか聞いていない。

「っ、い」

　指がさらに中へ進む痛みにステラは身体を強ばらせた。やはりあの時とは違う。それでも口づけをしながら胸をいじられている間に、指はどんどん入ってくる。

（気持ちいい、ところ）

　隘路を押し広げられる痛みに無意識に弱いところを差し出すように腰が揺れる。

「っん、ん」

　入口近くのざらざらしたところをゆっくりと撫でられて声が漏れた。少しずつ身体にたまっていた熱がその動作で押し上げられ──そこでコンラッドが指を抜いた。

「……？」

「ステラ」

　彼は耳元でささやいた。

「──私以外の、誰と寝たんだ」

「！」

　冷ややかな声に息をのむ。聡いコンラッドにはそれで十分だったらしい。

「……やはりそうか」

「あ、の、それは」

　抱いたのは未来のコンラッドで、身体は未来のステラのもの。けれど今それを伝えて、信じてもらえるのだろうか。三年前の世界に行っていたなんて。

　ベッドに仰向けになったステラの上に覆いかぶさり、コンラッドは冷たい青色の瞳でステラを見下ろした。

「そいつは私より優しく抱いてくれた？」

「……旦那様」

「急に抱いて欲しいなんて言ったのは、もしかしてそのためか」

　はだけた服を探って、ステラのお腹に手が置かれる──子が授かるところに。

　彼女がすでに誰かと通じていて子を孕んだかもしれないから、それを隠すために彼を誘ったのだと。

「違います！　私……は」

　けれど言い訳が途中で途切れる。

　本当に違うといえるだろうか。快楽に流されたのは事実で、何度も彼を受け入れた。

「構わないよ」

「え？」

　しかしかけられたのは思いもよらない言葉だった。

「一年も突き放したんだ。私が、今さら君を責める権利はない」

　怯えて震えるステラのシャツとスカートを、ことさら丁寧に脱がせる。生まれたままの姿でベッドに縮こまる彼女を押さえて、コンラッドもシャツを脱いだ。

「そいつが優しくしたのなら……」

「や、待っ」

　抵抗も出来ずベッドに手を縫い付けられて、わずかに濡れた入口に熱杭が触れる。逃げようとするが怪我をしているとはいえコンラッドの方がまだ力が強い。

「おねが、……や……っ」

　丸みを帯びた先端が狭い入口に押し入った瞬間、ステラは目を見開いた。

「ひ、……」

　痛みと恐怖に涙がこぼれる。彼女の腰を支えて、コンラッドはほとんど準備が出来ていない処女地に無理矢理押し入ってくる。

　大きすぎる雄竿で身体が切り裂かれそうな痛みにステラは声にならない悲鳴をあげた。

「……狭いな、逢瀬は数度か」

「や、……、っ……」

「今までのことは不問にするよ。けれど、身体に教え込まねばね」

「ひ、ぅ」

　ふいに揺さぶられて腰が跳ねた。

「誰かなどと聞く気はないけれど……まぁ、ステラが産む子なら、ちゃんと公爵家の長子として扱うから安心しなさい。ただしもう二度とそいつと会うな」

「ちが、ほんと、に、はじめてで」

「初めてで、男のものを口にふくんだり、自分の気持ちがいいところに誘導するかい？」

　先ほどの痛みを思い出す。

　もしかしてわざと……指や唇を自分のいいところになるよう身体を動かしたステラを試していたのでは。

「自分で慰めていたわけでもないだろう」

　力ずくでさらに熱杭が中に入ってくる。いくら抵抗しようとしても力の差は歴然で、痛みに意識がもうろうとしてきた。

「力を抜きなさい、苦しいだけだ」

「っ、ん」

「それとも……私を受け入れるのが嫌か」

「だめ……ちから、ぬけな……」

　なんとか痛みを逃そうと浅い呼吸を繰り返すが、異物に備えて身体が勝手に力を込めてしまう。けれど、少しずつ雄茎は中に潜り込んだ。

「あ……ぁ」

　涙と汗でぐしゃぐしゃになって、熱杭の先端がようやく入る。

「ひ、ぅ……っう」

「……は」

　ステラの上に覆いかぶさりながらコンラッドが息を吐いた。

　少し身体を動かすだけでも痛みが走る。目を開ければ、頬に汗を滴らせる彼が怪我をしているほうに身体を傾けて、眉根を寄せているのが見えた。

「……けが、……っ無茶、は」

「ステラは優しいな……」

「──」

　次の瞬間、一気に押し入った屹立にステラは背を反らせた。

「っん、ん……っあ……っまだ、ぁ、あ！」

　コンラッドが動き出す。男の杭で貫かれて怯える隘路を、少ない蜜で掻き回されて先ほどまでとも違う痛みにステラはついに悲鳴を上げた。

「や、いや、ぁ……っおねが、ゆっく、り……っ」

「泣き顔も可愛いとは……本当に君は」

「ふ、ぅ」

　ぎしぎしとベッドを揺らしながらコンラッドが吐息をこぼす。動くたびに少しずつ中に入ってくるのがわかった。次から次にあふれてくる涙で前がよく見えない。

　そして。

「あ、────」

　奥で何かがちぎれる感覚と、一層の痛みに目を見開く。先ほどよりもコンラッドとの距離が近づいて、彼が一瞬動きを止めた。

「……今のは」

「っ……、……」

　貫かれたまま身悶える。

　ようやく訪れた小休止にステラは息も絶え絶えに喘いだ。

「う……いや、です、……こんな」

　繋がったまま泣きじゃくるステラを見下ろす美貌の男は、身を屈めて彼女に口づけた。

「ん、っ……ぅ、……」

「ふ……」

　舌を絡めて唾液を混じらせる。息を奪うようなキスに溺れながら手を首に回した。無理矢理犯しているのにコンラッドが頭や背中に触れる手は優しい。なだめるようにステラの舌や口蓋を撫でて、歯列をなぞる。

　しばらくそのままむさぼって、わずかにステラの身体が熱杭になじんだところで。

「動くぞ」

「……っ、ふぁ、あ……まだ、待っ、……」

　コンラッドが腰の動きを再開する。先ほどよりは滑りがよくなったが擦られるたびに痛みが走って彼女は怪我をしているのも忘れて目の前のコンラッドにすがりついた。

　汗をかいた肌同士が触れる。また熱が出て来たのか彼の体温があがっていた。

（はや、く）

　だが初めての身体は絶頂まで遠い。

「はぁ……ステラ……っ」

　何度も名前を呼ばれる。揺さぶられながら、あのチカチカした光が見えた。

　ギリギリまで抜かれては奥まで押し入ってくる。もうされるがまま喘いで涙をこぼすだけのステラだったが、やがて果てが訪れた。

「あ、あ────……」

「ぐ、ぅ」

　背中を抱えられて抱きしめられながら達する。がくがくと身体が震えている間にコンラッドがさらに熱をこすりあげて……中に、熱い飛沫が放たれたことがわかった。

「……」

　コンラッドが身体を起こす。

　もう動く元気もなくベッドに横たわって、ステラは目を閉じた。
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　目元を腫らしてブラウンの髪をベッドに散らしたステラを見下ろす。

　狭い隘路はコンラッドのものをぎゅうぎゅうに締め付けて、無理矢理動かしたので汗が滴り落ちた。初めて入った中はあまりにも心地好くて、甘美で、コンラッドは息を吐いて華奢な彼女を抱きしめた。

　彼女の笑顔を愛しいと思う。

　同時に、泣かせたくないのにコンラッドを受け入れながら涙をこぼす姿にも興奮している自分を自覚する。

（……誰と肌を合わせたんだ）

　この身体に、先に入った男に殺してやりたいほどの感情がうずまく。前に聞いた、『好きな人』だろうか。コンラッドが躊躇しているあいだに……。




『お帰りなさいませ』

　結婚してから毎日、玄関ホールでステラがコンラッドを迎えてくれる。

　身体にまとうのは彼女に似合う色と形を選んであつらえたドレス。シャンデリアの光を反射するのは結い上げられた艶やかな髪だ。

　その微笑む表情を見るだけで、一日の疲れが吹き飛んだ。触れられるほど近くまで行って……肩に手を置こうとしていつも己を律した。

　──無理矢理手に入れた自分が気安く触れていいはずがない。

　結局何も言えずにその場を去る。

『旦那様、もう少し奥様を気にかけなければ』

　ジェフが心配そうに忠告するのも毎日のことだった。

　昔から人の感情の機微が苦手だ。

　この生まれと顔のせいで、幼少期からあらゆる人間が近づいてきた。子どもだと侮って甘い言葉をささやき、コンラッドを利用しようとする者のなんと多いことか。父や母に教わる前に、そのことに早々に気づいた。

　幼い頃から知る使用人と、一部の知人以外には心の内どころか表情を変える隙すら見せない処世術が染みつく。もともと顔筋が豊かではない公爵家の血筋はそれをさらに強固にし、両親が事故で早くに亡くなり若くして公爵位を継いでからは顕著になった。

『旦那様のご苦労も気質も存じております。ですが、奥様は』

『……』

　ジェフはため息をついて、持っていた書類の束を差し出した。

『報告が届いております。例の、詐欺組織について』

　お人好しで有名な伯爵家夫婦を狙った組織の情報だ。ステラへの婚約を持ちかけたときに、だまし取られたお金の援助も申し出たが断られていた。

　ばれないよう、裏から手を回して最低限の手助けはしている。

『やはりなかなか難しそうだな』

『被害者が名乗り出ないことも多いらしく……』

　雇った情報屋からもたらされた詐欺被害の報告書を眺める。

　それは自分なりの償いだった。

　ステラは、両親からの勧めを断れずにコンラッドに嫁いだ。公爵家に来てからと言うもの、伴侶としてよくやってくれている。

　だが好きな相手がいたのにその身をコンラッドに捧げたのは事実だ。手放すことはできないがせめて詐欺師を捕まえられたら、その時は夫として彼女を抱こうと──思っていた。

　わかっている、これはただの男としての意地だ。

　そのことでステラに辛い思いをさせていることも。

　だから、あと一週間だけと決めた。その結果、焦りが出たせいでこちらの気配を組織に気づかれ、襲撃されてしまった。

　捕らえた犯人は何も知らないという。これで組織はさらに深部に潜って、ほとぼりが冷めるまでは出てこないだろう。

　自分らしくない。ステラに関してはいつもそうだ。

　何の成果も得られないままなのに、看病してくれたステラの距離の近さと、間近にあるぬくもりに一年分の我慢の糸が切れて……。




「……」

　名残惜しいがゆっくりと楔を抜く。そこで、白濁とともに乙女の印がこぼれた。

「────」

　熱に浮かされた思考がすっと冷めた。自分の身勝手を棚に上げて、誰かとまぐわったと決めつけて冷静さを欠いた。

「ステラ」

　男を初めて受け入れた子になんということを。

　呼びかけると彼女は目を開けた。まばたきで白い頬に涙が伝う。

「身体は……」

「……だい、じょうぶ……です」

　ステラが小さくうなずく。

「初めてだったのか」

「……」

　眉をひそめて言えば彼女はなぜか逡巡する様子を見せた。

（なんだ？）

　無実ならそう言えばいい。けれどこれは……。

（やはり誰かと）

　そう思うと暗い炎が胸の内を燃やした。

　今しがたむさぼったばかりのやわらかい身体を前に、唾を飲み込む。涙に潤む目を向けてくる妻にコンラッドはもう一度手を伸ばした。
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　コンラッドは傷の休養をするために公務の休暇を取った。その療養期間に、昼も夜もなく彼はステラを抱いた。

「ん、……っぅ」

　手に持った大きな屹立を口にふくむ。

　ベッドに座るコンラッドの前に膝をついたステラの小さな舌先が、先走りのしょっぱい味を感じる。けれど懸命に舌全体で裏筋を舐めて、唾液で濡れるそれを手で擦った。

「顔、あげて」

　汗で濡れた彼女の髪をかき上げたコンラッドに、ステラはそっと睫を持ち上げる。乱れた髪に指を絡ませて頭の後ろに手を置いた彼が腰を動かした。

「そのまま」

「っ、んぅ……ん」

　舌の上を熱杭が滑る。時折喉の奥まで入ってくるそれにえずくのを我慢しているうちに涙がこぼれた。

「ぐ、……」

　コンラッドが荒く息を吐く。口の中で熱が膨らんだ。それがわかってステラは身体を強ばらせた。

「出すよ」

「……っ────」

　次いで口の中にどろりとした液があふれて、生物的な匂いが広がった。

「ん、……」

　逆らわず、教えられた通りそれを飲み込む。こくりと喉を嚥下する瞬間はまだ慣れず、目に涙がにじんだ。

「……けほ、……ぁ」

「おいで」

　薄いシュミーズを着ただけのステラを彼が抱き上げた。向かい合ってすでに立ち上がっていた雄茎がわずかに中に潜り込んだ。

「待っ、だめ……」

　コンラッドの肩にはまだ包帯が巻かれている。ステラは必死に抵抗した。

「いれない代わりに飲……や、あ、あぁ……っふぁ、あ」

　一気に奥まで押し込まれてがくがくと腰が揺れた。

　初めての時はあれだけ辛かったのに、今はもう痛みはなく甘い疼きだけが身体を支配した。弱いところはとっくに全部知られていて、コンラッドはステラを支えながら腰を引いてそこを擦り上げた。

　耐えきれずに嬌声と涙がこぼれる。

「はっ……ん、あ、ぁ……や、そこ、ばっか、り」

「ここがいいんだろう？」

　彼女を責め立てながらコンラッドはその涙を愛おしそうに舐めとった。狭いステラの中を凌辱する杭は奥の奥まで入り込もうとする。

「や、ぁ……いっちゃ、……あ、ぁ」

　すぐに快楽が迫ってくる。

　震えながらコンラッドの首に腕を回して動きに身を任せることしかできない。

「まだ」

「むり……で……」

「まだだ」

「っ」

　揺さぶられながら達するのをなんとか堪える。けれど、彼のものを舐めていた時から溜まっていた快楽への期待はとっくに身体の奥にあふれていて、あと少しの猶予しかない。

　それなのにコンラッドは屹立を出し入れしながらその上の愛蕾を指で弾く。

「ひ、ぁっ……、待っ、ひう────」

　勝手に弾けようとする疼きをどうにか押しとどめるのが精一杯だ。背を反らせて泣きじゃくるステラを見て、ようやく彼は言った。

「……いいよ、イきなさい」

「あ……ん、っう────」

　待ちわびた言葉に、逆らわずに達する。

　抱かれたままの身体にすがりつく。長く我慢していた快楽の波は中々引かず、啼くステラの口をコンラッドが塞いだ。

　痙攣する舌を舐められればまた身体は小さな頂を越え、そこでようやくコンラッドも中に精を吐き出す。

「は、……あ……」

　繋がったままベッドに身体を投げ出した。

　仰向けで窓に目をやると、薄い紗のカーテン越しに青い空が透けて見えた。

「……旦那様……外、いい天気ですよ」

　小さく言うと、彼はただ抱く力を強めた。

　本来であれば安静にすべきときに交わっているが、怪我は悪化どころか順調に治ってきているらしい。ステラの方がふらふらだ。

　確かに夫婦として一歩進んだが、こんな状態が三年後に続いているとは思えなかった。

　未来のコンラッドの接し方が甘い綿でくるむようなものだとすれば、今のコンラッドは炎に焼かれるような感じだ。熱情に包まれて呼吸もままならない。

　けれどどうしたらいいのだろう。

（……これを、望んでいたはずなのに）

　泣きすぎてはれぼったい瞼を閉じる。

「ステラ……」

「……っん、ぅ……」

　またコンラッドが動き出す。

　心がどんなに怖がっていても身体はすでにコンラッドの動きに従順に反応を返す。入口ギリギリまで抜かれたと思うと一気に奥まで貫かれてステラは泣きながら喘いだ。

「待っ、……っ」

　胸をこねながら彼が髪に口づける。やわらかく彼の手の中で形を変えるそれがまたステラの感覚を狂わせた。

　堕ちてしまえばいい、とささやく声がする。

　何も考えず、コンラッドの熱情に焼かれて快楽をむさぼるならこんなに苦しい思いをすることはないと。

「っ……ふぅ」

　なぜ自分なのだろう。この人にこんなに愛されるのが。

「や、ぁ……っん、ぅ────」

　何度目かわからない絶頂の中、ステラは気を失った。







　次に目が覚めたときコンラッドの姿は寝室になかった。

　身体は綺麗に拭かれて、シーツも寝間着も新しいものに取り替えられている。時計は五時を示していた。

　朝焼けか夕焼けか、窓の外には茜色に染まった空がのぞいている。

　置いてある軽食を食べる気にもならず、ストールだけを羽織ってステラは立ち上がった。

「……、……」

「──で……」

　外で人の声がしてそっと寝室の扉を開けると、廊下にコンラッドがいるのが見えてギクッとステラは後ろに下がった。話しているのは帽子を被った快活そうな赤髪の女性。

　彼女は何かのメモをコンラッドに渡した。

「なんだ元気そうじゃない、心配したのに」

「あぁ」

　身支度はしているが、髪は乱れたままコンラッドが答える。

「ようやく姿を見せたと思ったら……」

　そこで女性がちらりとドアの隙間からのぞいているステラを見た。

　目が合って彼女が目を細める。盗み見を気づかれたのが恥ずかしくドアを閉じようとした瞬間、女性がコンラッドに近づいて、見せつけるように彼の頬に口づけた。

（……っ）

　その瞬間全身の毛が猫のように逆立った。

（な、……）

　コンラッドの表情は見えないが特に振り払う素振りもなくそれを受けている。

　それを見て思わずドアの外に出た。その瞬間、女性はあっさりと身体を離した。

「じゃあ、また連絡するから。愛しているわコンラッド」

　投げキッスをする女性が去って行く。その動きで以前帰宅したコンラッドからふわりと香った甘い匂いが鼻をくすぐった。

「旦那、様」

「ステラ、起きたのか」

　コンラッドが振り返る。すでに女性の姿はない。

「あの方はどなたですか？」

「……気にしなくていい」

　いつも通りの突き放すような言葉。

「寝室の前で、知らない女性が夫に抱きついても、気にするなと言うのですか」

　ステラは肩にかけたストールの端を持ち上げて口元を隠す。そうしないと泣いてしまいそうだった。

「あれは単なる挨拶だ。……急用だからとここまで来させたのは悪かった」

　苛立ちをぶつけても、コンラッドには響かない。

　わかっている。これは醜い嫉妬だ。抱きついたこともそうだが、コンラッドがステラには教えてくれない『何か』を知っている女性に対しての。

「……少し、歩いてきます」

　着ているのは肌触りのいい厚手の寝間着。十分ワンピースと言えるほどしっかりした生地で、ストールを羽織るなら問題ないだろう。

「駄目だ」

　だがコンラッドはステラの身体を抱きとめて寝室に戻ろうとする。

「離して下さい」

　力強い腕に、抱かれていたときの情景が浮かんで硬直したステラだったが、先ほどの女性の残り香を感じてその身体を突き飛ばした。

　どうすればいいのかわからないまま駆け出した。

　驚く使用人たちの前を通り過ぎ、玄関ホールにつながる階段まで来る。

「あ」

　だが、力が入らない足が段差を踏み外す。そのまま身体が傾いで視界が回り、やけに景色がスローモーションになって痛みを覚悟して目をつむる。

　そこで腕を引かれた。温かい腕に抱き寄せられて誰かと一緒に階段を落ちる。

　時計の鐘の音が聞こえた。
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「お嬢様？」

　声をかけられてはっとした。紅く染まった枯れ葉が積もる、見覚えのある中庭に自分が立っていることに気づく。

　隣を見るとばあやがいた。伯爵家に昔から仕えてくれている女性で、ステラを孫のように優しく厳しく育ててくれた人だ。

　公爵家に嫁ぐときに「これで私の役目は終わりです」と生まれ故郷に戻ったはず。

（ど、どうして……？）

　自分を見下ろすと女学校の制服を着て数冊の本を抱えていた。

　直前のことを思い出す。

　コンラッドが女性と話しているところを見て、言い争いにも満たないやりとりをして、逃げ出して──玄関ホールの階段から落ちた。

　腕や足を確認するがもちろん痛みはない。きっと、向こうのステラにも怪我はないだろう。意識を失う寸前、抱えてくれた逞しい腕ももう身になじんだものだ。

　コンラッドが、ステラをかばってくれた。

「今、何年の何月何日!?」

「お嬢様、熱でもあるのですか？」

　心配そうな顔でばあやがステラの額に手を置く。

　まぁこれが普通の反応だ。改めて未来に行ったときの公爵家の動じなさに感心する。

「家庭教師も熱心にしているそうですし、お疲れなのでしょう」

　ばあやはステラが抱いている本を見た。そういえばジョンたちに読んであげようと、実家にある冒険小説を彼女に学校まで持ってきてもらったことが何度かあった。

「ばあや、ごめんなさい。ちょっと待っていて！」

「お、お嬢様？」

　いても立ってもいられずに、彼女に本を預けて走り出した。走るのなんて何年ぶりだろうか。そういえば昔は、男の子に負けないくらいのやんちゃだった。

　木が多く植えられた広大な敷地、高い時計塔に煉瓦造りの校舎を見て確信した。

（やっぱり、王立女学校だ！）

　十八歳まで通っていた学校だ。全寮制で貴族の子女が多く通っている。学問はもちろん礼儀作法に社交界の振る舞い、政治なども学ぶ場所である。

　間違いない、今度は過去に飛んできた。

（旦那様は大丈夫だったかしら）

　ステラをかばったまま階段から落ちるなんて、あの冷静な人がすることとは思えない。

　刺された怪我もまだ完治していないというのに。

「お嬢様、立派な淑女はあまり走っては」

　しばらくして息を切らしたばあやが追ってくる。その彼女の肩を掴んだ。

「旦那様……いえレッドフォード公爵家に行きたいのだけれど」

「公爵家に？」

　ステラの言葉にぽかんと口を開けたばあやはカラカラと笑った。

「何を言っているのですか、あんな雲の上の方のお宅に簡単に行けるわけがないでしょう」

「……あ」

　そうだ、この時はまだ単なる学生なのだ。

　貴族とはいえ筆頭公爵家との関わりもない伯爵令嬢が会いに行っても門前払いされるだけだろう。しかも相手はあの氷の公爵だ。

（未来の旦那様の社交力ならそれなりに対応してくれそうだけれど……）

　無い物ねだりはしないほうがいい。

　けれど、無事かどうか確認がしたかった。もしかしたらコンラッドも一緒に過去に来ている可能性がある。

「どうにかして会う方法はない？」

「そうですねぇ……ああでも、今日は舞踏会があると言っていたでしょう。公爵様もおいでになるかもしれませんよ」







　季節は秋。社交シーズンの始まりだ。

　学校でも公式行事として生徒が王宮の舞踏会に出席できるようになっていた。伯爵家はもう例の詐欺に遭っていて社交界からは一線を引いている。ステラも家庭教師のための勉強に重点を置いて、最近は出ていなかったとばあやから聞き出した。

「あらぁ、ステラさんも舞踏会に行くの？」

　なけなしのドレスを着て準備をしていると、リスター侯爵家の令嬢ビアンカが近づいてきた。彼女のとりまきの女子生徒がくすくすとこちらを見て笑う。

（あ、懐かしい）

　当時、彼女と首位の成績を競っていたことを思い出す。

　とはいえ没落しかけのステラと、父親が大臣を務める彼女ではまるで立場が違うのだが。

（……ビアンカも、旦那様のことが好きだったのよね）

　令嬢たちはみんな、近寄りがたい美貌の若き公爵に夢を見ていた……もちろん、ステラも憧れという意味では同様だ。

　まさかそのコンラッドに朝まで眠らせてもらえないほどむさぼられるとはこの時は想像すらしていなかった。

　──良い子だ、ステラ。

　──そう、ちゃんと腰を振って。

　ふいに閨の時間を思い出しそうになって首を振る。

　そんなステラをビアンカは怪訝そうな目で見た。

「学校の品位を落とすような真似をしないでちょうだい、まったくお金に目が眩んで詐欺に遭うなんて我が国の恥だわ」

　これに関しては何も言えない。

　高笑いをしてビアンカは去って行った。







　王宮の大広間には大勢の貴族が集まっていた。この国だけではなく他国から留学している貴族もいる。もちろん国王陛下や王妃殿下も和やかに話をしていた。

　ステラは会場を見回す。

（……いた）

　大臣たちに囲まれてグラスを傾けている公爵、コンラッド・レッドフォードの姿を見つける。表情筋をまったく動かさない美貌の青年に、男女問わずみんなそわそわと視線を向けては頬を染めていた。ビアンカも話しかける機会をうかがっているようだ。

（怪我は……ないみたい）

　遠目から見ていつもどおり毅然とした様子にほっとする。けれどステラにできることはここまでだった。

「……」

　とても遠い。

　これが本来の立ち位置なのだ。

　薔薇の花びらのように幾重にも連なる人の波を掻き分けようとするが、次から次へと話しかけられている彼に近づく隙がまったくない。そもそも女性から話しかけるなんてはしたない真似をして嫌われてしまわないだろうか。数十分もうろうろと隙間を抜けようとしたがどうしようもなかった。

　ビアンカは、父親とともにコンラッドと話をしている。

　頬を染めて嬉しそうに話しかける彼女の姿を見て、ステラは後ろに下がった。

　もしかして、ビアンカと結婚した方がコンラッドは幸せになるのでは……何の後ろ盾もない伯爵家よりも彼のためになる。こんなに自信のないステラより。

（もしこのままなら、結婚を申し込まれることもないかも）

　その可能性に行き当たって、背中が初めてひやりとした。

　これは過去の世界だ。ここでの自分の行動で未来が変わったりするのだろうか……そうだとしたら、きっとコンラッドにもう一度好きになってもらえるはずがない。

　婚約するまで話したこともないのだから。そう思うと心が凍った。

（ああ、私）

　そこでようやく自分の気持ちを自覚する。

　コンラッドのことが好きなのだ。こんなことになったのに、まだ。

（……話しかけないと……っ）

　とにかくきっかけをつくらなければ。そう思ってもう一度人波を見回す。

「ステラ嬢」

　その時、後ろから声をかけられてそちらを向いた。

　それは学校の交流会で会ったことのある、寄宿学校に通う青年だった。上背のある身体に夜会服を着こなした彼はちらりとステラのコルセットで寄せられた胸に視線を向けてから人の良さそうな笑みを浮かべた。

「よかったら二人きりで話さないか」

「いえ、……私は」

　コンラッドのほうをうかがう。人がたくさんでその姿はすぐには見つけられない。

「少しくらいいいじゃないか、せっかくの舞踏会だし」

　ぐっと腰を引かれる。

「っ離してください」

「ちょっとだけだからさ」

　そのままステラを伴って大広間から出ようとした彼がどん、と誰かにぶつかった。

「んだよ、ちゃんと前見て……っ」

　舌打ちをした青年がぶつかった相手を見て動きを止めた。

（あ）

　ステラも目を見開く。そこにいたのはコンラッドだった。

「レッドフォード公爵」

　青年がステラの腰から手を離して礼をとる。ステラは慌てて彼から数歩離れた。

「し、失礼いたしました」

　青年が頭を下げるが、コンラッドは目を細めるにとどめた。

　文字通り氷のような冷たい視線に射貫かれて血の気の引いた青年が背筋を伸ばす。

　周囲がざわざわとして視線が集まっているのを感じた。コンラッドはいつの間にこんなに近くにきたのだろうか。

「……エスコートをするなら周囲に気を配りなさい」

「はいっ」

　この未熟者が、と如実に語る視線に耐えられなくなった青年がよろよろと去って行く。

　その背を見送ったコンラッドは、まだその場にたたずむステラを見た。

「君も、気をつけるように」

「……はい」

　言い訳のしようもない。

「ありがとう、ございました」

　礼を言えば、それをまた無言で見下ろした公爵は何も言わずに会場から出て行ってしまった。

（……呆れられてしまった）

　近づくどころか失敗している。

　──世界の何よりも愛しい、私のステラ。

　ふと、未来のコンラッドに言われた言葉を思い出した。

（いえ、そう思ってくれているのはあなただけなのでは……）

　未来の彼と、過去と現在のコンラッドは別人かもしれない。

　だって三年後のコンラッドはことあるごとにステラに自分の気持ちを伝えてくれた。恥ずかしいほど真っ直ぐ……そこで気づいた。

（私は……旦那様に自分の気持ちをちゃんと伝えていたかしら……）







「……はぁ」

「あら大きなため息ね」

「夫人！　失礼しました」

　この日、ステラはワイアット侯爵家に家庭教師に来ていた。

「すみません、ぼーっとして」

「いいのよ、若者の悩んでいる姿を見るのも大人の楽しみだから」

　にこにこ笑って夫人は持っていた扇を広げた。

　顔が広い侯爵夫人はステラの両親とも交流があって、以前から家庭教師として雇い入れてくれていたのだ。

「それで、卒業後のことは考えてくれた？」

「……少し、待っていただけますか」

　本来ならここで、住み込みで働かせていただく予定だった。この時はたぶん喜んで話を受けたと思う。

「先生、今日は温室探検の続きでしょ！」

「はやく！」

　可愛い教え子のジョンとマリアンがやってくる。

　最近は天気のいい日は庭や温室で植物の観察をしていた。

　広い侯爵家の温室には色々な国の植物が揃っている。ステラも見たことがないものが多いので植物図鑑片手にみんなで探検しているところだ。

　侯爵夫人は時間があれば、温室中央にある広場のデッキでその様子を見守っていた。

「これなぁに？」

「お兄様、わたしが先よ！」

　三人で名前や性質を調べて、庭師にも話を聞いたり芝生で転げ回っているうちに子どもたちはお昼寝をしてしまい、お腹を冷やさないよう上から布をかけたところで夫人がやってきた。

「お疲れ様。疲れたでしょう、飲み物を用意させたから」

　デッキのテーブルに用意されたのは蜂蜜水。冷えた水の中に多めの蜂蜜が溶かされていて甘い味が喉を潤す。

　美容にも効果のある、夫人のお気に入りの飲み物だ。

「あなたも一日一回は飲んだ方がいいわよ」

「奥様の綺麗の秘けつですものね」

「ええ、夫にはいつまでも美しいと言ってもらわないと」

　豊かな髪をかき上げる夫人に微笑み、蜂蜜水をありがたくいただきながらステラは話を切り出した。

「夫人、お願いがあるのです」

「あら、ステラが頼みごとなんて珍しいわね」

「……レッドフォード公爵家とお話ができるよう、繋いでいただけませんか」

　夫人が真顔になる。

　やはり過ぎた願いだろうかと怯む心を堪えた。

「それは、どうしてかしら？」

　問われて言葉に詰まる。彼が怪我してないか確かめたい、なんてどう考えても不審人物である。

　答えに困っているとしばらくして夫人が息を吐き出した。

「できない、ことはないけれど」

　彼女はなぜか視線を逸らした。

「奥様」

　そこで侯爵家の執事が話しかける。

　耳打ちされたそれを聞いて彼女は複雑な顔で温室の入口を見た。

「また来たの、フォード」

「……こんにちは」

　やってきたのは背中を少し丸めた長身の青年だった。

（フォードさん！）

　懐かしいその姿を見てステラは思わず立ち上がった。

　こげ茶の髪に青い目。質素な服。大きなメガネをかけてボソボソと喋るステラの初恋の人。コンラッドとの結婚を決めてからもう会わないと誓ったその人だ。

「あ……あの、夫人。私、今日はちょっと用事を思い出したのでこれで」

「まぁまぁ」

　そこでフォードと一緒に来た侯爵がステラをとどめた。

「お菓子を用意させたから、座って座って」

　彼に強い力で椅子に戻される。

「後は若い人に任せるよ。ゆっくりしていきなさい」

「いえ、その」

　その間に夫人がきびきびと子どもたちを起こした。

「ステラ、お相手をお願いね。ほら二人とも、行きますよ」

　眠い目をこすった二人は図鑑を抱いて文句を言った。

「えー！　先生に全部読んでもらってない！」

「私が読みますから」

「いや今日は私が読もう。四人でのんびりしようじゃないか」

　その言葉にわーい、と喜ぶ子どもたちを引き連れてみんなが屋敷に戻る。その道中、夫人の腰に手を置いた侯爵が妻の頬に口づけた。

　結婚してもずっと恋人のような関係の二人はステラの憧れだ。手を組んでその姿をうっとりと眺め──温室にフォードと二人残された事実を思い出して、座り直した。

　困ったことになった。さすがに彼を一人残して辞すわけにもいかない。彼のことはほとんど何も知らないが、侯爵家の大事なお客様だと聞いている。

「お久しぶりです、ステラさん」

「お、お久しぶり、です」

　声をかけられたら無視もできず、ぎこちなく笑顔と言葉を返す。

　そこで、フォードの分厚い眼鏡の奥の目が細められるのを見た。

「……？」

「フォード様、ステラ様、ごゆっくりどうぞ」

　使用人が改めてお茶を用意してくれる。それを飲みながら、正面に座った青年を不躾にならない程度にちらちら見ていたステラは、ふと違和感を抱いた。

「何かついていますか？」

　視線に気づいたのかフォードは言って、まぶしそうにぎこちなく笑う。これに似た表情をどこかで見たような。

（……待って、もしかして……）

　二人きりのお茶会はほとんどステラが学校のことや趣味のことを話して、フォードがうなずくだけだ。相槌を打つ声はぼそぼそして聞き取りづらい。けれど低くて相手を気遣う響きのあるその声がステラは好きだった。

　今ならわかる。

（旦那様だ……！）

　間違いない。目の前の青年はコンラッドその人だ。金の髪をよくあるこげ茶の鬘で隠して、綺麗な青の目を眼鏡でわかりづらくしているけれど。

（え？　どういうこと？　いえ待って、それじゃあ……）

　あの、侯爵家の庭で話したことは……コンラッドがステラを大事にしてくれると言った話は……彼も、ステラのことを好いてくれていたということだろうか。

　それに気づいた瞬間、ぼんっと頭の中が爆発した。

　思考停止している間にメイドが高級なお菓子を運んできてくれる。あっという間にテーブルの上が賑やかになった。

「あ、いえ、仕事中ですし……」

　やんわり断るとメイドが微笑んだ。

「今日の家庭教師は終わりと奥様から言付かっております。代わりに、フォード様のお相手をお願いしたいそうです」

（レッド……フォード……公爵）

　かたかたと震えながら紅茶を飲む。考えてみれば名前もそのままだ。

「ステラさん？」

「はい！」

　フォード──コンラッドに声をかけられて顔を上げる。

　彼はまぶしそうにステラを見ていた。その目にはとても優しい光が見えて、視線が合うとそっと逸らされる。こういうことはよくあった。

　初めのうち、彼はほとんど表情を変えることはなかったと思う。

　それでも、話しているうちにこういうふうに少しずつ笑うようになってきた。ただ無理矢理唇を持ち上げて口元がピクピクしていて、何度その頬をマッサージしたいと思ったことか。

　寡黙な青年が学校の様子を聞きたがったのでステラはそのたびに一生懸命話した。

　思い切り笑うことはなかったけれど、フォードと一緒に過ごす時間が多くなるにつれて自然な表情も見せてくれるようになった。

　それが、とても嬉しかったのだ。ステラだけに見せてくれる『特別』のようで。

　そして時間はあっという間に過ぎてしまう。

「じゃあ、今日はこれで」

　一時間にも満たない時間で席を立ったコンラッドが帽子を被る。

「あの！」

「？」

「か、身体は大丈夫ですか」

「身体？」

「……階段から、いえ」

　言いかけてやめる。きょとんとした顔を見れば時間移動など知らないとわかる。

　忙しいのだろう。会う時間はいつもほんの束の間で、去って行く背を見送ることをいつも寂しく思っていたことを思い出す。

　この日もステラは温室から出ていくその姿をただ見送るだけだった。










第五章　すれ違いの女学校生活









　未来のときと違って今度は早々元の世界に戻れなさそうだ。五日ほど過ごしてステラはそう結論づける。

（それとも何かスイッチがあるのかしら）

　未だにわけのわからない現象に気だけが急く。とはいえ元来真面目なステラは二度目の学校生活を粛々と送った。

　王立女学校では学業はもちろん、礼儀作法やお茶会でのマナー、招待状の書き方なども教えてくれる。二度目ということもあるが、公爵家に嫁ぎ実践経験があるので通常授業はなんなくこなせている。

　おかげで少し考える時間に余裕ができるのはありがたい。

　当時、ビアンカと競うほど熱心に授業を聞いていたのは家庭教師先のジョンたちに教えるためで、まさか自分で使うことになるとは思わなかったが。

「あら、ステラさん」

　その間もビアンカは事あるごとに絡んでくる。見事な金色の巻き毛を揺らした彼女とはおそらく学年で一番多く話している。

　詐欺に遭った伯爵家令嬢のステラに近づく人があまりいないためだ。

「もう就職先は決まったの？　こんな礼儀作法なんて必要ないでしょうに」

「え、ええと」

「ビアンカ様、参りましょう」

　取り巻きに促されて彼女が去って行く。

「今度の日曜はレッドフォード公爵とお出かけする予定なのですよね！」

「羨ましいです～」

（え）

　取り巻きの少女たちの言葉にぱっと顔を上げる。

　そのステラの反応に気をよくしたビアンカは嬉しそうに笑った。

「どんなドレスと傘にしたらいいかしら。お父様におねだりしなければね」

「大臣ならなんでも買って下さいますね」

「詐欺にあった誰かさんとは大違いですね～」

「ええまぁね」

　学生時代のステラはこういうときどうしていただろう。

　今のステラは──ただ、突っ立っているしかなかった。







　侯爵家に家庭教師として出向くのは日曜日で、ステラはその日、気もそぞろだった。

　今頃、コンラッドとビアンカはデートをしている。

　婚姻していない貴族の若い男女が出歩くには、それなりの理由がいる。つまり婚約者であるとか……あの頃も両家の間で話が進んでいたのだろうか。全く自分に関係ないと思っていたから記憶がない。

　そんなことを考えていたら、ラテン語の勉強をしているジョンがこっそり席を離れた。遅れて気づいたステラを振り切ってそのまま中庭を走っていく。

「ジョン、待ちなさい！」

「やだ！」

「お兄様ったらお勉強嫌いなんだから」

　おませな妹のマリアンがため息をつく。そう、机で勉強するのが嫌いなジョンにはこうして隙を見て逃亡するところがあった。だが、彼の先生になってもう数年経つ。

　ステラは意気揚々と腕まくりをした。

「先生から逃げられると思わないでよ！」

　これでもかけっこは得意だ。まだジョンよりもステラのほうが足は速く、小さな背中が見る見る近づく。

「捕まえっ」

　足下に穴が開く。ジョンお手製の落とし穴だ。

（しま……）

　この頃はまだ技術も拙くて、よく見ればどこに穴があるかわかるのに迂闊だった。

　バランスを崩してそのまま倒れかけたところで……。

「おっと」

　身体を支えられた。

　見上げればフォード──変装したコンラッドがいた。

「あ、ありがとうございます……」

　ステラの腰に回った大きな手を意識してしまい顔が赤くなった。

　コンラッドはそんなステラを気にする様子もなく、足首まで埋まるくらいの穴から彼女を助け出して土埃を払った。

「ねぇ先生、今日はもうお勉強いいじゃん！」

　少し離れたところからジョンが叫ぶ。

「もう」

「いたずらっこだな、私が捕まえてこよう」

　コンラッドが上着を脱ぐ。

「気をつけてください、庭は穴だらけですよ」

「ああ」

　そばにいたステラはごく自然に手を出して、コンラッドはそこに上着を渡した。

「……」

　はっとして目が合った。なんだか、夫婦のようだ。

　相手もそう思ったのかわずかに目を見開いていたが、眼鏡をかけなおしてジョンに向く。よく見れば耳が少し赤くなったコンラッドは俊敏な動きでジョンを追った。

　いたずらっこはすぐに捕まり、小脇に抱えられじたばたしながら戻る。

「さぁジョン、勉強をしましょうね。逃げたから二ページ追加よ」

「ちぇ～」

「ステラ先生は怖いな」

　コンラッドがジョンを椅子まで運んで座らせて、その肩に手を置いた。

「手土産にソーダ水を持ってきたから、後でみんなで飲もう」

「うん！」

　すぐに気を取り直したのかジョンがペンを手に取る。

　気は散りやすいが優秀な生徒の様子を見ながら、ステラは持っていた上着を返した。

「ありがとうございます、だん……っだん寒くなってきましたねフォードさん」

　いつも通りの呼び方になりかけて慌てて言い換える。

　上着を腕にかけた彼はステラにすっと手を伸ばした。

　指が髪に触れてどきりとする。すぐに離れた彼の手には葉っぱがあった。落とし穴にはまったときについたのだろうか。彼はそれを指で回した。

（舞踏会のときとはまるで雰囲気が……あ）

　そこでようやく大事な事に気づいた。

「……あの、不躾ですが……どなたかとご予定があったのでは……？」

「予定？」

　少し考える表情をして、コンラッドが首を振る。

「い、一度確認したほうが……っ」

　ぐいぐいと背中を押す。よく見れば馬車止めに公爵家の馬車が止まっていた。

　必死な様子のステラを見て、コンラッドがああ、と思い出したように呟いた。

「一件あったが断った……というか受けてない」

「断……」

「私にはこちらで過ごす時間の方が大事だから」

「……っ」

　ステラは『フォード』に淡い恋心を持っていたけれど、コンラッドもそうだったのか。だから、ステラを花嫁にと望んでくれたのだろうか。

　あの頃は、こんな日々が続くと思っていた。

　家庭教師として侯爵家でジョンやマリアンに勉強を教えて、たまに来るフォードにどきどきして、そんな穏やかな毎日が。







　ある日、驚くべき手紙がスコット家に届いた。

「す、ススステラ、これを……っ」

　卒業の数ヶ月前、父に呼び出されて実家に戻ったステラに目を血走らせた彼が言う。母もばあやもおろおろするばかりだ。

　その手にあるのは紛れもなくレッドフォード公爵家の印が刻まれた正式な書状。

「あの公爵から、ステラに結婚の申し入れが！」

「────」

　やはり今回もコンラッドはステラを選んでくれたのだ。フォードとして、ステラを見る彼の優しい目を思い出す。

（でも、じゃあどうして？）

　結婚してからあの目を見ていない。だからこそ二人が同一人物だと気づくこともなかった。

「お父様、私……」

　そこで突然ステラは声が出なくなった。

　──だめ。

　後ろからそんな声がして、すっと後ろに引っ張られるような感覚があった。

　自分の背中が見える。それに向けて伸ばした手が半分透明になっていることに気づく。

（これは……）

　後ろを振り向くがそこには誰もいない。戸惑っている間に、父と対峙している『ステラ』は口を開いた。

「……お断りしていただけませんか」

「な、何を言っているんだ、これ以上ない縁談だぞ。あの公爵直々にお前を妻にと」

　過去のステラは首を振った。

　それを宙に浮いた今のステラが見る。伸ばす手はまるで幻のようにすべてをすり抜けるだけだ。

「卒業したら、侯爵家で家庭教師として働きます」

「家のことを考えてくれていることはわかっている。けれどお前が背負うことじゃないんだ」

　気苦労で痩せてしまった父。顔を強ばらせるステラをソファに座らせて、彼が優しく聞いた。

「何を心配しているんだい？」

「……私」

　そこで宙に浮くステラは息を飲んだ。

　わずかに開いた扉の向こうに、コンラッドが立っているのが見えたのだ。

（ステラ、言っては駄目！）

「……好きな、人が……」

　願いも空しく、父を前にした彼女が声を振り絞った瞬間にコンラッドが静かに踵を返した。ここまで彼を案内してきた伯爵家の使用人が青ざめる。

　うつむいているステラは気づいていないが、父も来客を知っておろおろと忙しなく彼女と廊下に視線を向けた。

「お、お待ち下さい、今のは、お嬢様も突然のことに動揺されているだけで……」

　使用人が引き止めてもコンラッドの足取りは止まらない。

（待って下さい！）

　宙を浮きながらステラも玄関に向かうコンラッドに追いすがった。

　けれど声をかけても何の反応もなく、服を掴もうとしてもすり抜けるばかりだ。

（好きなのはあなたで、……っいえ、そもそも聞かせて傷つけるつもりは）

「……ステラ」

　コンラッドが小さく呟く名前にどきっとする。

　肌を合わせるあの時のような熱がこもる低い声。

「お待ち下さい、レッドフォード様！」

　父が追ってくる。コンラッドの前に回り込んだ父は床に膝をついた。

「先ほどの話、もしかして聞いて……」

「いや、こちらこそ申し訳ない。予告なしにたずねて来た私が不躾でした」

「か、必ず承諾させますから！」

　父が頭を下げる。

「要領が悪い私にはもったいない優しい娘で……っ、家のためにと犠牲になるつもりです。どうか」

（私はそんなこと気にしないのに）

「顔をあげてください」

　細い父の身体をコンラッドが立ち上がらせる。

「レッドフォード様……」

「私もこれから、彼女に選んでもらえるよう努力します」




　その後は何も干渉ができないまま時間だけが過ぎていった。

　たまに切り取ったように情景が変わり、時の流れは一定ではない。その間に何度か試してみたが、他のものと同様に自分の身体もすり抜けてしまう。過去に紛れ込んだステラは、ただ見守ることしかできなかった。

　だがそれでいいのかもしれない。真実を知った今のステラでは、未来が変わってしまう可能性があるのだから。




「最近、フォードさん来ていないですね……」

　ワイアット侯爵家の一室で過去のステラが呟いた。隣に座る夫人はそわそわと視線を外した。

「そ、そうね……ねぇ、公爵家から内々に婚約の話がきたとか聞いたのだけど」

　紅茶を持ったステラはうつむいてその濃い琥珀色の水面を見た。

「……はい」

「あの子、人嫌いのくせに手が早いんだから」

「え？」

「なんでもないわ、ほほほ」

　小声に首を傾げると夫人がぱさぱさと扇を振った。

「でも、私は何があってもこちらで働くつもりです」

「ステラ……」

　頑なな様子を見て、夫人が静かに息を吐く。

「こちらのことは気にしないで。自分の思うとおりにすればいいの」

「思う、とおりに」

　フォードのことを密かに慕っているということは夫人にも言っていなかった。

（もしかして言ってよかったのかしら……）

　どう見ても夫人はフォードの正体を知っている。

　ふわふわと浮いているしかないステラが調べたところ、若き公爵として──生来の人嫌いも含めて、さらに拗らせているコンラッドは相談と息抜きに侯爵家を訪れていたらしい。

「お前がステラ嬢と結婚とはなぁ」

　ある日、侯爵の書斎で彼がコンラッドと話しているのを立ち聞きしてしまった。

「……大事にしろよ？　慈しめよ、愛するんだぞ」

「わかっています」

　国境の領地を治める彼の手伝いをしながら公務を学んでいるコンラッドは、データを整理しながら真顔でうなずく。

「いや、野暮な話か。こんな無表情な男がステラ嬢の前だと違うしな」

　にやにや笑う侯爵相手でもコンラッドは愛想笑いをしない。

「私も妻に猛アプローチしていたときにはそりゃあもうドキドキしたものだ。何を贈ったら喜ぶかとか考えるだけで楽しくて、それはもちろん今もだが」

「……女性が喜ぶプレゼントとは何でしょう」

「そうだな、服や宝石や、装飾品や……」

　侯爵がちらりと窓から庭を見た。

　広い芝生では子どもたちと一緒にステラが図鑑を手に散策している。その様子を夫人が微笑ましそうに眺めていた。

「ステラ嬢にならあれはどうだ、温室」

「温室？」

「最低限しか整備していないだろう。せっかく素晴らしいものがあるのだしステラ嬢に似合いそうな花でいっぱいにしては」

「……」

　コンラッドも庭に目を向けた。宙に浮いたステラがそっと彼の視線の先を辿ると、あちこち駆け回る過去のステラの背中を追っているようだった。

　コンラッドはしばらく何か考える様子だったが、この日は作業が終わればステラと顔を合わせることなく帰路についてしまう。

（そういえば、婚約の話が来てからフォードさんの姿をほとんど見てなかった……）

　そう思うと気になって、宙を飛んでコンラッドの乗った馬車を追った。公爵家にはこの姿で初めて訪れたが、そこはもう身体に馴染んだ場所になっている。

（あれ？）

　屋敷に入ってステラは首を傾げた。

　廊下も部屋もどこか寒々しく、いつもと違って殺風景に感じる。不思議に思いながら玄関ホールに向かい、あの大時計のそばに降りた。

（あなたのおかげで、旦那様とフォードさんが同一人物とわかりました）

　時計に手を置いてそっと額をつける。もちろん質感も温度も感じないけれど、止まっていても力強い存在感を感じた。

（……そろそろ、帰していただけませんか……）

　──ふふ、ふふふ。

　そこで時計の中から小さな笑い声がした。そっと耳を傾けると。

　──嬉しいわ、楽しいわ。

　──きっとあともう少しだよ。

　そんなきゃっきゃとした声が聞こえてくる。

（何が……）

「さぁ忙しい忙しい」

　門の方が騒がしくなった。玄関が開いて入って来たのは執事のジェフだ。後ろには梱包されたものを運ぶ人足の姿。

　彼らにチップを渡したジェフが書斎で仕事をしているコンラッドに聞いた。

「旦那様、頼まれていた調度品が届きました。部屋にお運びしてもよろしいですか」

「ああ。そうだ庭師を呼んでくれ」

「何かご入り用ですか？」

「温室の整備も頼もうかと」

「それはいいですね、すぐに」

　うやうやしくジェフが礼をする。

　運び込まれた調度品は夫婦の寝室などに手際よく置かれていく。公爵家に来たときから見事な品ばかりだと圧倒されていたが、まさか結婚直前に搬入されたものだったとは。

　ワイアット侯爵の助言通り、はりきった庭師の手で温室も整えられた。珍しい木ばかりが多く緑の印象が強かったのに、色とりどりの花が植えられて一気に華やかな空間になった。

（っぐ、ぅ）

　居たたまれない。

　温室も、コンラッドに案内してもらったことがある。

　侯爵家でも温室を見るのが好きだったステラは、表情を動かさない彼にあれこれと質問をした。しれっとしていたから、それらも元々あるものとばかり思っていた。

（こ、こんなに大歓迎されていたのね……）

　初夜のやり直しのときと同じくらい屋敷中が浮き足立っている。

　コンラッドは仕事の合間に温室を訪れては植えた花のリストを熱心に読んでいた。

　彼は朝早くから夜遅くまで仕事をしていた。舞踏会の招待状や誘いにもひとつひとつ返事を書き、その合間にステラへの時節の手紙を送り出す。

　そんなある日、コンラッドの親戚が訪ねて来たことがあった。

「歴史ある公爵家に、没落しかけの伯爵家など……」

　そう応接室で吐き捨てるのは、コンラッドの倍ほども年が上の男だ。彼は忌々しげにいかにステラが公爵家に相応しくないかを語った。

「この家の財産目当てに違いない、なぜそれがわからないんだ」

「彼女について、根拠のない妄言はやめてください」

　一通り話を聞いたコンラッドが言う。返したのはその一言だけで、その後もわめき散らす親戚にまったく表情も変えずに話し合いは平行線となった。

「──後から泣きついても遅いからな！」

　言い捨てて、親戚が大きな音を立てて出て行く。

　わずかに息を吐いてコンラッドは執務室に戻った。そこで中断していた仕事の続きをしていると、ジェフがうやうやしく手紙を運んできた。

　盆の上に乗るのは、白い封筒だ。

（あれは……っ）

　見覚えのあるそれを近づいて取り上げようとしたが、もちろん手がすり抜けてしまう。

「旦那様、ステラ様からです」

「そうか」

　先ほどまでと違い、明らかに嬉しそうな声。丁寧すぎる手つきで慎重に開く。

（待って下さい！）

　もらった手紙の返事だった。

　伯爵家として、公爵家に嫁げるのは光栄なこと。普通であれば選ばれたことに喜ぶべきだろう。あのコンラッドにこれだけのことをしてもらう意味はステラもじゅうぶんわかっていた。

　けれど自分にはコンラッド様はもったいないと丁寧に断りの言葉を書いた記憶がある。

「……」

　彼は数度読み込んでまた丁寧に封筒にしまい、書斎机の上に置いているやけに可愛らしい箱に手を伸ばした。ぱかりと開けば、そこには以前ステラが送った手紙と葉っぱが入れてあった。

（葉っぱ？）

　すでに時間が経っているのか茶色くなっている。だがどこかで見たような……と思っていたら蓋が閉められた。

「……未練がましいな」

（いえ、いえ……その）

「そんなことは、ありません！」

　がらがらの声に顔を上げると、コンラッドもそちらを見た。

　ジェフが男泣きしながら自分の胸を叩いた。勢いがつきすぎたのかごほごほと咳き込む。

「人間に興味を持たなかった旦那様がこんなに……っ不肖わたくし、なんとしても亡きお父上に代わってこの縁談をまとめてみせます！」

　肩をいからせて執事が去って行く。

（ああ、それで）

　何度もジェフが説得に来てくれた。

　由緒ある公爵家に入ることを戸惑うステラに、あなただからと熱心に語ってくれた。

　どれだけコンラッドがステラを花嫁に望んでいるかも。

　両親も伯爵位を返上される前にと結婚を急いだ。




　そして、久しぶりに侯爵家で会えたフォードに打ち明けたのだ。

　──一方的に私が慕っているだけなんです。相手は、私のことなんてちっとも気にしていないみたいで。

　──そんな奴は放っておけばいい。公爵ならきっと君を大事にしてくれる。

　そして最後には両親に地面に手をついて頭を深く下げられて──ステラは結婚を承諾した。




　国の重要貴族の婚約に社交界が騒がないわけがなく、どこから情報が漏れたのかステラが候補になっていることはすぐに女学校中に広まった。

「レッドフォード公爵様が結婚？」

「お相手はステラ・スコットですって」

「詐欺で騙されたところでしょう、どうやって同情をかったのかしら」

　廊下を歩いているとよくそんな声が聞こえた。

　過去のステラが小さくなりながら角を曲がったところでバシャンと水をかけられる。びっくりしてまばたきをする彼女の前には、顔を真っ赤にしたビアンカが立っていた。

「どんな手を使ったのよ、あんたがコンラッド様と婚約なんて！」

　その後、ビアンカからいじめを受けるようになり、それを心配した両親から早めに学校を辞してはと言われた。

　結婚が決まれば退学するのはよくある話で、フォードとの件からもう全部どうでもよくなっていたステラもそのつもりで手続きを進めた。

　けれどある日、ビアンカと父である大臣が伯爵家にやって来た。

　丁重に迎えた応接室のソファで向かい合うと、彼女の父親が深々と頭を下げた。

「申し訳ありませんっ！　娘の、お嬢様への女学校での行為を謝罪させて下さい！」

「ほ、本当に申し訳ありませんでした……どうかお怒りを解いて下さい」

　ビアンカもがたがたと震えながら小さな声でそう言った。

　その様子を前に困った顔でステラと父親は顔を見合わせた。

「もう十分なので顔を上げて下さい」

　父が言う。目の前で怯える客人に、父も自分も怒りより戸惑いのほうが大きい。

　当時はなぜ急にこんなことになったのかわからなかった。だが今、俯瞰して様子を見ているステラはその理由を知った。

　コンラッドが女学校でのことを聞いてビアンカの父に圧をかけたのだ。

（知らなかった……）

　結局ビアンカたちの訪問と謝罪を受けて退学の話はなくなり、彼女がすっかり大人しくなったので他の生徒も腫れ物に触るようにステラに接し、無事に学校は卒業できた。

　そして結婚式の少し前に公爵家に入ったのだ。

「ようこそいらっしゃいました、ステラ様」

　出迎えてくれたのはジェフだ。もうすっかり顔見知りになった執事に案内されて、玄関ホールを進む。両側にはメイドや侍従、フットマンや料理人も揃っていて丁寧に礼をしたまま像のようにぴくりとも動かない。

　その間をおそるおそる進んだステラはホールの階段の前にある大きな置き時計を見上げた。

　全体に彫り込まれた繊細な模様と、文字盤にも細かく植物が描かれている見事な時計を眺めているとジェフが微笑んだ。

「その時計が気に入りましたか」

「はい」

「動いてはいないのですが先々代の頃から公爵家を見守ってくださって」

　そこでボーン、と時計の鐘が小さく鳴った。

　使用人たちがわずかに肩を揺らす。ジェフも目を見開いていたがそれ以上動きのない大時計をまじまじと見て、小さく咳払いをした。

「……歓迎の挨拶でしょうか」

　こちらへ、とうながされて二人が歩き出したところで、宙に浮くステラはくすくすと堪えきれないような嬉しそうな声を聞いた。

　──ようやく、ようやく……。

　その可愛らしい声は大時計からしている。

　先ほどのハプニングなど何もなかったように玄関ホールは静謐な空気に包まれている。

　緊張した顔のステラは案内された室内の様子を見て、わぁ、と感嘆の声を上げた。

　夫婦のために整えられた部屋は豪華の一言で、至るところに花が飾られている。アンティーク調の家具はどれもピカピカに磨き上げられていた。

　入口でびっくりしているステラの様子を見て、後ろで控える侍女と執事は満足げにうなずいていた。







　あっという間に支度は進み、気づけば結婚式の日を迎えていた。

　建国からの歴史がある、公爵家が代々結婚式を挙げている教会で父親から手を離しステラはコンラッドと式台に上がる。

「新郎コンラッド・レッドフォード」

　神父の朗々とした声が教会に響く。

「あなたはステラ・スコットを妻とし、健やかなときも病めるときも……」

　ヴェールに覆われた視線を、花嫁姿のステラはちらりと隣にいるコンラッドに向けた。

　大勢の招待客の前で彼女は失敗しないか気が気ではないのに、相変わらず無表情に堂々と背を伸ばす、今日から夫になる人。

「妻を愛し、敬い、慰め合い、共に助け合い、その命ある限り真心を尽くすことを誓いますか？」

「誓います」

　力強い声で応える彼に優しく目を細めて、神父は次にステラに向き直った。

　彼女の名前を呼んでコンラッドに問いかけたものと同じ文言を繰り返す。

「慰め合い、共に助け合い……」

　この時のうつむき加減のステラの気持ちはよく覚えている。

　自分はコンラッドを助けることなどできるのだろうかと、そればかりを考えていた。

「──誓いますか？」

「……」

　だからその返事が遅れた。

　戸惑うように会場の空気が揺れて、式台のステラははっと気づいて慌てて口を開いた。

「はい、誓います」

「では誓いのキスを」

　そっとコンラッドにステラが向き直る。

　顔の前にかかるヴェールを大きな手が持ち上げた。目が合うのは今日から夫になるなどまだ信じられない、美しく麗しい青年だ。

　ステラに顔を近づけた彼との口づけはほんの一瞬だった。

　そして初夜の部屋に夫は現れず、なぜ自分が望まれたのかも知らないまま日々が過ぎた。

　この間、伯爵家とは連絡をとっていない。公爵家に嫁いだからにはもう他人だと言われた。手紙を送っても、家を訪れても帰された。

　それはもちろん、公爵家からの資金援助を断った両親なりのけじめだったのだろう。ステラはコンラッドの元で何もかも忘れて幸せになるべきだと。

　夫とは何の会話もなかったけれど、公爵家のみんなは優しく接してくれた。

　そんな過去の自分を眺めながら、この頃には宙に浮かんでいる体にも慣れてきた。時間を巻き戻すことは出来ないが、意外と自由にあちこちを見て回れる。

　コンラッドは結婚前よりも寝る間も惜しんで忙しくしていた。

　通常の仕事にくわえ、ステラの両親が気に病まないよう根回しをして伯爵家の資金繰りを助けてくれたり、国王陛下に「あれは福祉のための投資だった」と何度も説得して爵位返上の決定をとどめおいてもらっていた。

（色々、されていたのですね）

　全然気づかなかった自分が恥ずかしい。

　こんな状況なのに、ステラはずっと守られた場所にいた。

（今頃私はベッドで寝て……あれ？）

　その日、書斎での仕事が終わったところで、コンラッドは仮眠用のベッドを素通りして廊下に出た。珍しいと思いついていくと、そのまま彼が向かったのは夫婦のために用意された寝室だ。

　すでに灯りも消えて月明かりが入るだけのそこでは、一人では大きすぎるベッドでステラが眠っていた。

（……来ていたのですか！）

　知らなかった。一度もここには足を踏み入れていないものかと。

　静かに目を閉じるステラの目元には泣いた跡が見える。泣き疲れた彼女が訪問者に気づく様子はなく、思わず寝ている自分を両手で叩いた。

（起きて！　今、旦那様が！）

　ここで起きていたらどうなっていただろうか。自分の寝付きの良さが憎い。

　ベッドに腰を下ろしたコンラッドは、そっとステラの髪を耳にかけた。そのまま優しい手つきで髪を撫でてその一房の先端に口づけた。

　そのいじましい姿に胸が苦しくなる。

　次いで身を乗り出してシーツに手をつくと、わずかに開いたステラの唇に顔を近づける。だが途中で動きを止めた彼はやはり無表情のまま身体を起こし、来た時と同様に音を立てずに寝室から去った。

（結婚もしているのだから、もっと触れていいのに……）

　無性に、コンラッドを抱きしめたくなった。

　その後もごくたまに寝室の訪問は行われた。けれど触れるのは髪だけで、コンラッドはかたくなにステラの肌に触れようとはしなかった。







「コンラッド、これ新しい情報」

　見たことのある、短い赤毛の美女が馬車の中で彼に資料を渡した。半分身を乗り出して、ステラはコンラッドがめくるその文字を読む。

（金山開発の、詐欺組織について）

「ここまで調べるの大変だったんだから！」

　彼女を筆頭に情報屋を使っていろいろな証拠を集めていた。だが相手もなかなかしっぽを出さないようだ。

（情報屋……っ）

　過去に来る前に浮気を疑った女性が、まさか伯爵家の詐欺を調査してくれている人だったとは。そんなこととは知らずにコンラッドを責めたなんて、穴があったら入りたい。

　頼んでいた書類を確認したコンラッドの指示で、ジェフが情報屋にゼロのたくさん書かれた小切手を渡す。

「ありがとコンラッド、愛してる！」

　投げキッスをする情報屋の美女にジェフが咳払いをした。

「妻のいる相手に容易に愛しているなどと言うのは感心しませんな」

「いいじゃなーい」

「気にするな、彼女が好きなのは私の金だ」

「あれバレた？」

　彼女が小さく舌を出す。

　情報屋を人目に付かないように下ろした馬車が動き出したところで、ステラはその馬車から外に出た。

　ぽかぽか陽気の空の下で腕を組む。

　宙に浮いて自由自在なこの状況を利用できないだろうか。誰にも見咎められずに好きなところにいけるのだから、できることはあるはずだ。

（詐欺師について……もっと色々調べられるかも）

　さっそく、のぞき見た情報屋の報告書を頼りにあちこち探してみた。

　王都の端から端までを飛び回り、やがて組織の本拠地を見つける。その建物の様子見の最中、詐欺組織のボスに出くわした。

「出掛けるわよ」

　これだけの組織をまとめ上げているのは、黒い髪の美女だった。

　誰かとの商談に出掛けるようで、荷物を持った部下を引き連れている彼女が馬車に乗る。

　今のステラの状況では彼女らを止めることも捕まえることもできない。それでもじっとしていられなくて追いかければ、ある高級なホテルに着いた。

　慣れた様子でフロントを抜け、一室で美女は部下とともにターゲットを待った。

「やぁ、待たせたかな」

（！）

　そこで現れたのは、ワイアット侯爵だ。そういえば夫人が、夫が最近女性に会っていると言っていただろうか。

　思わぬことに驚くステラの前で握手をした二人が椅子に座った。

「侯爵様の要求を満たす商品を入手するのには苦労しました」

　美女がケースに入ったものを示す。

　それは宝石が散りばめられた白い羽でできた扇。

「稀少なアルビノの極楽鳥の羽を使い、ある東洋の職人が三年をかけて作ったものです。はめこんである宝石は最新式の加工が施されていて、とても軽くできあがっております」

「うむ」

　ワイアット侯爵が手に持って確認する。

「他でもないワイアット夫人に使って頂けるのなら身を切る思いでお売りいたしますが……この場でお決めにならないのであれば、もっと高い値でも買うとおっしゃる方がいますので、そちらに」

「そ、それは困る！」

　侯爵があっさりと小切手を切った。

（侯爵様、その人、詐欺師です）

　宙に浮くステラはあわあわと止めようとするがもちろん誰にも聞こえない。

（元に戻ったら、真っ先に伝えないと……！）

　妻の誕生日プレゼントを大切に抱えて家に帰る侯爵を見送って、詐欺師が行儀悪く椅子に座る。黒髪のカツラを外した彼女の姿を見てステラはあっと息をのんだ。

　それは、あの赤毛の情報屋だった。

　彼女は持っている小切手に口づける。

「適当な輸入品に粗悪な宝石をつけたとも知らないで……まだあいつには売り込めそうね」

　部屋に控えていた部下にワインを注がせて、グラスを虚空に掲げた。

「ボス、レッドフォード公爵がいろいろ嗅ぎ回っているようです」

「偽の情報も混ぜているのに厄介ね……そもそも私に接触してきたのも、何か感づいているからかもしれないわ」

　情報屋兼詐欺師のボスが憎々しげに舌打ちする。

「ワイアット侯爵にそれとなく聞いても知らないみたいだし」

「どうしますか」

　詐欺師の女ボスは手袋を取って嬉しそうに小切手に指を這わせる。その人差し指の付け根にほんの小さなほくろがあるのが見えた。

　妖艶な美女は赤い唇を持ち上げた。

「それはもちろん、これ以上目障りなようなら……」







　そしてその日が来た。

　一週間、の約束の後コンラッドは今までの慎重さを投げ捨てたように詐欺組織の調査を進めた。その結果、女ボスは部下に彼を始末するよう命令を下した。

　雇われた男が、公務中に馬車に乗り込もうとしたコンラッドに刃を向ける。

（駄目、やめて！）

　無駄だとわかっているけれど体が前に出る。そこでぐいっと後ろに引っ張られた。

（旦那様！）

　なすすべもなく目の前でコンラッドが男に刺される。

　苦しげに顔をしかめるのを見ながらステラはもがいた。

（離して！）

　──これは全部過去。

　優しくかけられた声にはっとする。金や銀の髪をなびかせた、手のひらに乗るほどの大きさの女の子や男の子がステラの顔をのぞきこんだ。

（あなたたちは……）

　呆然とするステラに彼らがささやく。

　──大丈夫。

　──命に別状がないのはあなたも知ってるでしょ。

　コンラッドは鎖骨の下あたりにナイフを刺したまま、逆の腕で暴漢の胸ぐらを掴んだ。そのまま地面に叩きつけて背中を膝で押さえ込む。その鮮やかな手際に、一部始終見ていた御者が目を見開いた。

「痛くないんですか」

「痛いに決まっているだろう」

「顔色が全く変わっていませんが」

　──本当に不器用よね。

　ステラを抱えているのは、あの大時計の夜のプレートに描かれている絵にそっくりな妖精たちだ。びっくりして声も出ないステラに笑って、妖精たちは公爵家の方へうながした。

　──さ、戻りましょうか。

　すぐに警備隊がやってきて刺した男は引き渡された。

　ナイフが血止めになっているのか出血は少ないらしく、コンラッドもすぐに公爵家に運ばれて治療を受ける。

　公爵家の玄関ホールで、ワイアット家から戻ってきた過去のステラが青い顔で通り過ぎるのを見送る。すれ違う一瞬に、ステラは過去の自分の背中をそっと押した。

　廊下の向こうにその姿が見えなくなったところで、ステラは大時計の周りを回る妖精たちに向き直った。

　髪から金と銀の光をあふれさせる様子はどこまでも幻想的だ。そして夜の情景のプレートには妖精の姿は一人もない。

（……あなたたちが、未来や過去を見せてくれたの？）

　──もちろん。

　えっへん、と一人が胸を張る。

　──公爵家に大歓迎されていたのはわかってもらえたかしら。

（それは、痛いほど）

　思わず笑ってしまった。

　それで時計のガラス越しの分銅が少し下がる。普通ならば地球の重力でそれが降りて動力となり、ネジを巻かずとも針が時を刻むはずだ。

　それに気づいたのか妖精がオペラ歌手のように手を広げた。

　──私たちは先々代の当主がある妖精を助けたときに、お礼に妖精領主から贈られたの。

　──動力源は人間の楽しい気持ち。

　──今の公爵家は楽しさが足りないわ！

　妖精は時計の分銅を示した。

　──あなたを迎える準備をしているときは少しずつこれも下りてきてたんだけど……。

（そ、それは……もう十分わかったというか）

　妖精たちが頬を膨らませてめいめいにステラの手を掴んだ。

　──いなくならないわよね。

　──あなたが隣でにこにこ笑ってくれたから、なんとか錆びずにこられたの。

　──あなたが公爵に愛想をつかしたら私たちそのうち処分されちゃう。

（そんなことはしないわ）

　不器用で、言葉が足りないけれど彼は真面目で優しい人だ。

　ステラの大切な旦那様。

（でもまだ、旦那様があの未来みたいになるとは思えないけど……）

　──あれは単なるひとつの未来だもの。

　──なんだっけ……そう、積み重ね。

（え？）

　──よかった、安心したら眠くなっちゃった。

　気ままな妖精たちはふわぁと一斉にあくびをした。

　──さすがに疲れたわ。

　──ねー。

　手を離した妖精のひとりが時計の中に吸い込まれた。そして一人、もう一人、そのたびにプレートに妖精の数が増えていく。

　文字盤のプレートが回る。夜が終わって朝が来る。

　──妖精をここまでタダ働きさせるなんて、本当、若夫婦は大物……。

（色々、ありがとう）

　どういたしまして、とお茶目におじぎをした最後の妖精が時計に入ったところで、くるりとプレートが昼になった。




「ステラ……」

　声がする。そっとステラが瞼を開くと、自分が寝室のベッドにいることに気づいた。

　つないだぬくもりにそちらを見れば、頭に包帯を巻いたコンラッドが苦しげな表情でステラの手を握っていた。





　　　＊　＊　＊






　成人してすぐ父と母を事故で失ってから、コンラッドは公爵家を守ろうと必死だった。

　隙をついて公爵家に入り込もうと狙う親族は大勢存在し、元来感情が揺れ動くことが少なく無表情を常としていたコンラッドは倍近くも年の違う彼らと対等に戦うために一切の弱みを見せることをやめた。

　そういえば、玄関ホールの時計が止まったのはその頃だろうか。必要なもの以外の調度品は倉庫にしまわせたのだが、どうしてか閉じ込めるのに忍びなくてそのままにしておいた。

　コンラッドの唯一の相談相手は同じように長く国を支えてきたワイアット侯爵で、仕事で困ったことが起きた時にはよく相談に行っていた。

　この外見と生まれでどこに行っても目立ち、そんなことにうんざりしていたので出掛けるときは茶色の地味な髪に地味な服装、メガネをかけた。

　変装を提案してくれたのは侯爵夫人だ。さっぱりした性格の彼女は社交界のあれこれを知っていて、国の情報を聞けるのもありがたい。

　妻にメロメロだが博学で人当たりがよい当主も、社交界の花形の夫人も、うらやましいと同時に不思議だった。

　あんなふうに簡単に笑顔を見せて、足を掬われることはないのだろうか。そしてどうしたらこんな夫婦関係を他人と築けるのか。

『失礼』

　その日も、法律の関係で気になる事があって侯爵家に出向いた。

　庭を進む彼の足下にボールが転がり、何の気なしにそれを拾ったところで。

『すみません！』

『……っ』

　目に飛び込んできたのは甘いブラウンの髪とキラキラ光る緑の瞳。全力で走ってきたのか頬に汗を浮かべた彼女は、コンラッドの前で立ち止まった。

　コンラッドの胸元までしかない身体には生き生きとした力が宿っているように見えた。

『あの』

　彼女がコンラッドの持つボールを見た。ああ、と一瞬遅れて気づきそれを返す。

『ありがとうございます』

　無邪気な、蕩けるような笑顔を向けられる。

『先生！』

『早く続きしよう』

　すぐに侯爵家の子どもたちが彼女にじゃれついた。それをあやしながらぺこりと頭を下げて去ってしまう。わずかに遅れて、冬の日には珍しい暖かい風が吹いた。

　一目惚れだった。

　動けないまま、その場で彼女をぼんやり眺めていると訪問を聞いた侯爵夫人が話しかけてきた。

『可愛いでしょう。スコット伯爵家のステラ嬢よ。うちの家庭教師に来てもらっているの』

『家庭教師……』

　スコット家といえば先日、事業詐欺に遭ったという家だ。

　そこの令嬢ならまだ学生のはずだった。よほどお気に入りなのだろうと思えば、卒業したらここの住み込みになる予定だと言う。

　遊びがひと段落したのか今度はステラが子どもたちに絵本を読んでいるようで、その声が漏れ聞こえてくる。やわらかく優しい声。もっと聞きたくて、侯爵家に来た用件も忘れてこっそり木陰に潜んで朗読のおこぼれにあずかる。

　そして国を担う公爵家の人間として隙を見せないよう生きてきたコンラッドが初めて、無防備にも他人の家の庭で寝落ちした。




『ステラ、今日はお客様のお相手をよろしくね』

　次に訪れた時は無理矢理引き合わされた。

　ステラは一瞬戸惑った表情を見せたが、すぐに前と同じ笑顔を見せてくれる。そのたびに胸が甘くしめつけられた。

　とにかく彼女のことが知りたくて話を聞く。学校のこと、侯爵家の子どもたちのこと、季節の花、美味しいお店。とりとめのない話をして、気づけば帰る時間だということもよくあった。

　ステラはフォードがコンラッドだと気づいていないようだ。

　当たり前だろう。肩書きもない、顔も隠した本当の彼など誰も見向きもしない。

　それまで必要最低限しか出ていなかった舞踏会にも、女学校の生徒が招待されていると聞けば足を運んだ。けれど例の詐欺のこともあり出席しづらいのか、しばらく空振りが続いていたが……ようやくステラが出席する場に居合わせることができた。

　家庭教師の時とはまた異なる、愛らしく着飾る姿に見惚れると同時に心配になる。

　──肌を見せすぎでは。

　女性のドレスというのはそういうものだとわかってはいるが、白い胸元が押し上げられて細い首筋や鎖骨が人目に晒されている。女性ばかりの学校に通う彼女は、男性から向けられるそんな視線に気づいていないようだ。

　あの肌に触れて、髪を梳いてドレスを脱がしたら……そんな想像をする。

　話をしたいが、次から次に声をかけられてチャンスがない。いつもなら適当にあしらうが、彼女の前でそんな無礼な──一応、無礼とは知っている──真似はできない。そうこうしているうちに、気安くステラと話す青年が彼女の細い腰に手を回すのが見えた。

『────』

　もう何も目に入らずに足を進めれば、ひるんだように人の間に道が開く。

　庭に行こうとしていた二人の前に出て進路をふさいだ。

『……エスコートをするなら周囲に気を配りなさい』

　自分からぶつかっておいて、そう忠告する。ひと睨みで青年は去って行った。

『ありがとう、ございました』

　いつも通りふわりと微笑む表情。それを嬉しく思うと同時に、変装した自分に向けられるのと同じ笑顔に彼女は誰にでもこんな無防備な表情を見せるのかと思うと心が騒いだ。

　自分の中に沸き起こった何とも言えない嫌な感情を堪えるのに必死で、コンラッドはその場を足早に去った。




　早く伴侶を決めろ、と陛下からもせっつかれていた。

　別に誰でもいいと思っていたが……今ではもうステラしか考えられなかった。

　没落しかけの伯爵家、彼女の生家は救わねばならない。援助を申し出るとお人好しと有名な当主はそれを断った上で、結婚の申し出を喜んだ。

『いつでもうちにいらしてください』という言葉にノコノコ出掛けて……ステラに好きな相手がいると聞いてしまった。

　貴族の結婚では愛だの恋だのは二の次だ。だが、大事に想いながらそのことに思い至らなかった自分を恥じた。なぜか彼女は受け入れてくれると勘違いしていたのだ。

　それでも諦められずコンラッドは手紙で誠意を伝え、フォードの姿では害のない男だと説得を試みた。

　公爵のコンラッドはステラを大事にしてくれる。慈しんで何からも守る、不安げなステラの手を握って侯爵家の庭でそう伝えた。

『私にはもったいないお話です』

　笑顔を浮かべるステラを見る。もったいないと思ってくれるのだろうか、それが嬉しくて思わず饒舌になった。

『公爵の何が嫌なんだ。いや、偏屈というのはわかっているが……浮いた話もひとつもないし、求婚したということは君を好いているのだろう？』

『私、好きな人がいて』

　ぴくりと眉が動く。いや、それはもうわかっていたことだ。逸る気持ちを堪えて聞いた。

『……そいつと、将来を誓ったのか』

　ふるふるとステラが首を振る。

『一方的に私が慕っているだけなんです。相手は、私のことなんてちっとも気にしていないみたいで』

　健気な様子に苛立つ。

　これだけ彼女に想われているのに何もしないその男が心底腹立たしく、羨ましかった。

『そんな奴は放っておけばいい』

『っ』

　そこでステラの顔がこわばっていることに気づいた。

『そう、ですね』

　優しい彼女は泣きそうな顔で無神経なコンラッドに笑ってくれた。相手への社交辞令で誉めてくれただけなのに、余計な話をしてまた失敗したのだ。

　それでもつないだ手は離しがたく、しばらくそのまま沈黙が落ちた。

　誰が好きでも関係ない。彼女は自分の最愛だ。心を得られるなんて高望みはやめて、ただ大事にする。

　もう手放すことなど考えられなかった。




　やがて承諾の返事がきて彼女を意気揚々と迎えた。けれど──感情を押し殺したような表情でコンラッドを見るステラは、侯爵の庭で遊んでいた彼女とは雰囲気が違った。

　これで何度目の失敗だろう。いや、一度目をそのまま突き進んだからこその結果だった。




　結婚式でのこと。浮き足だって新婦の前に立つ自分とは違い、花嫁衣装を着たステラはまるで女神のようで、静かに視線を下げてたたずんでいた。

『夫を愛し……、その命ある限り真心を尽くすことを誓いますか？』

『……』

　神父がステラに誓いを問うが返事にわずかに間があく。

　コンラッドにとっては永遠にも思える時間のあとに、彼女は小さく答えた。

『はい、誓います』

　宣言の後にキスをうながされ、薄いヴェールを上げてこちらを見上げるステラと向かい合う。

（……う）

　この小さくて可愛らしい唇に口づけをしていいのか。

　一瞬戸惑って、しかし欲求には逆らえずに唇を重ねた。それは予想以上にやわらかく甘くて、結婚式の人目がなければそのままむさぼっていただろう。

　今はこれで十分。

　先ほどの宣言の躊躇を見て決意する。続きは、せめてもの償いとして伯爵家を罠にかけた詐欺師を捕まえたら、そのときに。好きな相手から無理矢理引き離して自分のものにしたのだからそれくらいは当然だった。

　そう決めてからは使えるつてを何でも使って色々調べた。

　ステラからよく思われていないのはわかっている。余計なことを言ってますます敬遠されては困るので最低限の会話をするだけにとどめた。それでも朝、彼女に見送られ、夕方迎えられる時間のなんと幸せなことか。

　そうして、あっという間に月日は過ぎ去った。







　階段から一緒に落ちて二日。ステラはまだ目覚めない。

　これはここまで彼女を追い詰めた自分への罰だ。

　彼女の優しさを利用して──楽をしていた自分の。

　コンラッドがかばったので外傷は特に見当たらないと、頼んで泊まり込んでもらっている主治医は言う。伯爵家にも使いを出してこれまでのことを説明した。伯爵夫妻はただ黙ってうなずいた。

　そして。

「……旦那様」

　コンラッドに手を握られたステラが、目を覚まして小さく彼を呼んだ。

「お、奥様申し訳ありません……！」

　水桶を運んできたジェフがそれを放りだして床に手をついた。

「私が旦那様を優先させるばかりに、婚約からずっと奥様のお気持ちを蔑ろに」

「ジェフ」

　職務に忠実な執事をコンラッドが止めた。

「すべて私の責任だ」

「ですが……っ」

「主治医を呼んできてもらえるか」

「……畏まり、ました」

　ぺこりと頭を下げて、ジェフは部屋を去った。

　それを見送って、クッションに頭を乗せてまだどこかぼんやりしているステラの髪を耳にかけた。

「どこか痛いところは」

「旦那様こそ」

　そう言って、彼女はじっとコンラッドを見上げた。星を散らしたような彼女の緑色の瞳が揺らめいた。

「私、旦那様のことが好きですよ」

「！」

「不器用で、自分でなんでも決めてしまって……言葉が、とてもとても足らないあなたが」

　ゆっくりと身を起こしたステラがコンラッドの手を取る。

「……旦那様は私のことをどう思っているのですか」

「愛している」

「っ」

　その手に口づけると、ステラは頬を赤くした。

「だが、君には好きな人がいたのでは？」

「フォードさんです」

「フォー……ド？」

「知っていますか？　もじゃもじゃの頭で分厚い眼鏡で、どこの誰かわからないですけれど私が話す他愛ないことを聞いてくれて、いつも微笑んでいる人です」

「……ちょっと待ってくれ」

　懐かしい名前だった。適当に家名からとった偽りの名前。ステラと結婚してからは変装する必要性も感じなくなったので、全部棚にしまってある。

　握るステラの手が震えていた。彼女はそれを自分の胸元にあてる。

「好き……だったんです、フォードさん」

　わずかに目を見開くとステラが真っ直ぐにコンラッドを見る。

「待ってくれ」

　思わず額に手を置いた。

「……なぜ好意を？　身分もないただの男だ。君に好かれる要素は」

「だから！　そんなものなくても……っ私は、好きで……でもフォードさんは私のことが好きじゃなくて」

「そんなことはない」

　ぽろぽろとこぼれる宝石のように綺麗な涙がもったいなくて指で拭う。

「私こそ、ステラを愛しているから結婚を申し込んだんだ」

「どうして何も言ってくださらなかったのかはもう聞きません。旦那様の不器用なところは、とてもよくわかりましたから」

「不器用とは初めて言われたが」

「旦那様を知っている人は、皆さん思っていますよ！」

　そこで視線を感じて振り返れば、ドアをほんの少し開けて主治医と執事がうんうんとうなずいていた。軽く顎で合図をすると彼らは礼をして去っていった。

　それを確認してベッドに座るステラに向き直る。手を伸ばして、腕の中にすっぽりとおさまる身体を抱きしめた。

「どうしてもそばにいて欲しくて無理矢理縁談をまとめた。だが、そうか……」

　抱く腕に力を込めると、ステラもそっとコンラッドの背中に手を添えた。

「愛しています、旦那様」

　真っ直ぐな言葉が胸を打つ。まばたきをするとわずかに視界が歪んで、涙がにじんでいることに気づいた。そのまましばらくぬくもりを堪能して、惜しみながら身体を離せばステラはいつもの笑顔を見せてくれた。

「これからは何度でも言いますね」

　その眩しさに目をすがめると、薬指に揃いの指輪がはまる彼女の手がコンラッドの頬に触れた。

「それは、嬉しいな」

　心の底からそう言って、華奢な身体をベッドに転がす。遅れて状況に気づいたのか、髪をシーツに散らしたステラがあわあわと手を振った。

「あ、待って下さい、私、不思議な夢を見ていて……っ」

「後で聞く」

　やわらかい足に手を這わせると、彼女はビクッと腰を跳ねさせた。

　散々抱いて、コンラッドを覚えさせた身体。その胸に顔を埋めて──気づいた。

「好きな人が私なら、誰と寝たんだ」

「それは……」

　ぷくっと真っ赤になったステラが頬を膨らませた。そんな顔も可愛い。

　そして彼女はコンラッドを見上げて拳を握った。

「色々説明しますが、私、意趣返ししたい相手がいます」

「……意趣返し」

「私も旦那様と一緒に、詐欺師を捕まえますからね！」










第六章　意趣返し大計画









　ステラはコンラッドと書斎で二人きりで話をすることにした。

　彼が調べた詐欺組織の調査内容を見せてもらうと、両親を騙した詐欺師は大きな集団に属していることはわかったが、敵のボスや本拠地などはまだ確定できてはいないようだ。

　彼らは実家だけではなく、いくつもの貴族や富豪に声をかけて詐欺行為をしているらしく、コンラッドからの報告を受けて国もようやく本格的に動くところらしい。

　国外にも勢力を伸ばしていて、取引の内容も相手のことを先に調べ上げてから決行する慎重さという。

「……この国にあるアジトの候補が五件。先に国外逃亡手段を封じた上で動いた方がいい」

　低い声でコンラッドが言う。

「ボスと思われる人物には接触しているが、証拠がなくてね」

　受け取った分厚いファイルをステラがめくる。よくここまで調べたものだと感心しつつ、ステラはちらりとコンラッドの机に目をやった。

　気になるものはもうひとつあった。

　机の一角を占める、ひし形を組み合わせた箱だ。書類を見ているコンラッドを確認しながらそろりと手を伸ばすと、蓋に触れたところで上からコンラッドの手が重ねられた。

「旦那様、もう隠し事はなしですよ」

「……」

「観念してください……っ」

　開ける前にコンラッドに握られたステラの手が蓋から離れた。

　そのまま腕を引かれて、椅子に座るコンラッドの膝に乗る。宝物のように抱き寄せられて頭を撫でられたステラは、しばらく箱を見ていたが諦めてその腕に身を預けた。

（……私、旦那様に甘いかも）

　くっついていると、まぁいいかという気持ちになってくる。箱の中身は想像がついていて開けるのが少し怖いという理由もあるけれど……。

　それに今はもっと大事なことがあった。

「旦那様、私、詐欺師のボスを見ました」

「──いつの間に？　危険が及ぶかもと家から出さなかったのに」

「そ、そうだったのですね」

　外出させてもらえないことにそんな理由があったとは。それこそ言ってくれればよかったのに。

　ステラはそっと目を伏せて、秘密を打ち明ける決意をした。

「……何があったか、聞いていただけますか」

　ここしばらくの間に起こった出来事を話す。未来のこと、過去のこと。

　コンラッドはフォードとして会っていたときのようにじっと静かにステラの話を聞いてくれた。

「それで、旦那様の変装のことも知ったのです……信じられないかもしれませんが」

「待ってくれ」

　真剣な表情のコンラッドに腕を掴まれた。

「つまり、浮気相手は未来の私か」

「厳密に言うとそうかもしれないですが、決して、浮気では」

「……私に抱かれる前にそんなことを」

「いえ……旦那様相手ですし、それに身体は清いままでした！」

「そうか」

　コンラッドが呻いた。

「……処女なのに快楽に弱い身体にさせたと……我ながらできる」

「言い方が！」

　やはり未来も現代もコンラッドはコンラッドらしい。

「酷い抱き方をしてすまない」

「……」

　ようやく肌を重ねたと思ったのに、ステラの意志を無視して身体を暴かれた。氷の中に封じられていた彼の内の炎は恐ろしくて同時にとても綺麗で、このまま焼き尽くされてしまうかと思ったこともある。

　ステラはぎゅっと縮こまって、胸元を握った。

「信じて、くださるのですか」

「嘘なのか？」

　ふるふると首を振ると、彼はステラの髪に頬を寄せた。

「償いは……離縁以外は何でも言ってくれ」

「それなら、あの、もうちょっとベッドで優しくしていただけると……」

　頬を押さえて小さく言うと、コンラッドが顔に手を置いた。

「っく」

　見上げるとコンラッドが肩を震わせて笑っていた。

「は、ははっ」

「────」

　そんな自然にこみ上げるような笑い方を初めて見た気がする。過去現在未来含めて。

「お人好し、過ぎないか……」

「そんなに笑わなくても！　も、もう寝室に入るの禁止にしますよ！」

　しばらく見惚れてしまったが、あまりにも笑うので顔を真っ赤にして言えばコンラッドは素直に笑いを引っ込めた。

「すまない、それは困る」

　慈しむようにステラを見る表情は未来のコンラッドのものに似ていた。

「この計画が終わったら、……また」

「……お手柔らかにお願いします」

　改めて詐欺組織の話に戻る。

「それで、ボスは……赤毛の情報屋の方です」

「やはりか」

「伯爵家を騙した部下はすでに違う国に脱出させているみたいで」

「……用心深いな」

　さらりとコンラッドの手がステラの髪をかき上げた。

「公爵家を囮にしているが、なかなか食いつかない」

「それは、まぁ……」

　コンラッドが疑っていることを相手も勘づいていた。大金を出して買うものも……。

「あ」

　大事なことを思い出した。

　ワイアット侯爵家が巻き込まれていることを知らせなければ。







　みんなで見守る中、ワイアット侯爵家の温室のテーブルの上で木箱が開けられる。

　中に入っているのは小さな宝石がちりばめられた白い羽の扇だ。

「まさか詐欺だったとは……」

　ステラから事情を聞いた侯爵は、しょんぼりして肩を落とした。

（やっぱり、単なる夢じゃなかった）

　まさしく過去に見たのと同じ扇だ。当たっていることにほっとしたが、同時にお世話になった侯爵が騙されたと思うとやるせない。

「妻の誕生日に、この世に二つとないものを探していたのだが」

「あなた……」

　夫人はそんな夫の姿に、口に手を置いて声を震わせた。

「浮気じゃなかったのね」

「私が浮気などするわけがないだろう！　いつでもお前一筋だよ」

「嬉しいわ、その気持ちだけでプレゼントは十分よ」

　互いしか目に入らないらしく、夫人が優しく夫に寄り添う。人目をはばからず口づけを始めた両親を前に、妹の目を塞いだジョンが肩を怒らせた。

「お父様お母様、そんなことより話を進めないと！　これは先せ……レッドフォード夫人のご実家にも関わるのでしょう、そんなやつらがこの国にいるのを見過ごせません！」

「やっつけましょう！」

　目を塞がれながら妹のマリアンも片腕を上げる。

「ジョン、マリアン……」

　教え子たちが立派に成長した姿に嬉しくなり、思わず二人を抱きしめた。そしてステラの話を信じてすぐに侯爵家に連絡をとってくれたコンラッドを振り返る。

「ありがとうございます旦那さ、ま」

　そっとコンラッドに後ろから抱きつかれ、ジョンの背中に回している腕を取られた。

「ほほほ、相変わらず器が小さいこと」

　目をぱちくりさせていると、愛の確認が終わった夫人が扇を揺らした。

「仲直りしたのね」

「……奥様、旦那様がフォードさんって、どうして言ってくださらなかったのですか」

「秘密だと言われたの」

　肩をすくめて視線を逸らされた。

「そのお詫びとして協力するわ。さぁ、夫の純情をもてあそんだ連中をどうやって料理してやろうかしら」







　数日後。

「またお呼び立ていただいてありがとうございます、侯爵様」

　侯爵家の庭で、詐欺師の女ボスはそう言って上品に微笑んだ。

「前の扇はすばらしいものだったからね」

　さすがに百戦錬磨の侯爵家当主は、騙されたのを知っても穏やかな表情を変えない。

　後ろに数人の供をつれたボスは、わずかに首を傾げる。

「あら、奥様のお誕生日はまだかと存じますが」

「……それが、隠し事が苦手で早々にばれてしまって」

「そうでしたか」

　ちらりと警戒するように詐欺師が周りに視線を巡らせる。

　審美眼のある夫人になら粗悪品とわかると思っているらしい。メイドの格好をして侯爵のそばに控えているステラはその様子をドキドキしながら見守っていた。

　情報屋の時とがらりと雰囲気を変えた女ボスが和やかに侯爵と話しているのを見る。

（あなたのせいで……）

　伯爵家が没落しかけてコンラッドと白い結婚をすることになった。もちろん自分たちにも落ち度はあるがそれはそれだ。

（あれ？　でももし詐欺に遭わなければ旦那様にも会わなかったのかしら）

　ふとそんなことを考える。妖精も、未来は積み重ねと言っていたし。

「それで侯爵様は、今回はどのようなものをお探しでしょうか」

「温室に新しい植物を入れたいと思っているのだが、大陸の方で何かいいものはないだろうか」

「それでしたら、先月発見されたばかりの新種はいかがでしょう」

　金に糸目はつけないという侯爵の言葉で、商談は何事もなく進んでいく。

　その間、ステラはじっと機会をうかがっていた。黒髪の女性が本当に女ボスに違いないのか、彼女の指の付け根にあるほくろで確認をするためだ。

　だがあいにく彼女は手袋をしていて、それを脱がせないと見ることができない。

（このぬるい紅茶をどうにかして手袋に……）

　だが身振り手振りも交える商談中に、タイミングが掴めない。

　そうこうしている間に、詐欺師はまた改めてサンプルをお持ちしますと言って書き込んだ手帳を閉じた。

「それでは今回はこの辺で……」

「ああ、それと妻と子どもたちとのんびりできる別荘地を探しているのだが」

「まぁ」

　侯爵が機転を利かせると、彼女は座り直して少し考える顔を見せた。

「ホーンリーヴスあたりによい物件がありますわ。王都からもほど近いのですが、目の前に湖が広がる素晴らしい立地に建てられたものですの」

「ほう、それは」

「春には湖のほとり一面に綺麗な花が咲くそうです。人目もありませんし……」

　詐欺師がそそと侯爵に近づいてささやく。

「奥様と湖でひと春の思い出など作られてみては」

「よし買った！」

（侯爵様、ちょろすぎます！）

　きっと湖にたたずむ美しい夫人の姿を想像したのだろう。早々に胸ポケットから小切手を出した侯爵に、ステラは覚悟を決めて机に置かれた詐欺師の手に紅茶をこぼした。

「──何をするの！」

「も、申し訳ありません！　すぐに洗いますので……っ」

　そう言いながらおもむろに手袋をとって彼女の指にほくろがあるのを見る。間違いない、この女ひとだ。

　ステラは侯爵に合図をした。

「っ」

　それに気づいた女詐欺師は手袋を持ったままのステラの腕を掴むと、無言で手を振り上げた。

　目をつり上げた彼女に殴られると思いとっさに衝撃に備えて目をつむる。気性が荒いのはわかっていたので、自分でこの役目を引き受けたのだ。

「……？」

　だが、いつまで経っても痛みは来ない。ちらりと目を開けると間に入った長身の執事が美女の腕を掴んでいた。

（え）

　女が彼──執事姿のコンラッドを見て顔を歪めた。

「レッドフォード公爵……っ」

　思わずワイアット夫人が隠れている辺りを見ると、彼女はステラに向かって両手を合わせた。

　作戦では、侯爵が商談をしている間にステラが詐欺組織のボスかを確認する手筈になっていた。ステラのように平凡な顔立ちならともかく、コンラッドのような美貌はめったにいない。しかも執事姿は結構さまになっている。

「くっ」

　コンラッドの手を女が振り払う。同時に、庭に潜んでいた騎士団が一斉に姿を現した。

「詐欺師を確保だ！」

「くそっ！」

　女と部下がそれを見てテーブルをひっくり返した。上に乗っていた書類や食器、クロスが辺りに散らばる。大きな音に思わず動きを止めたステラの腕が引かれた。

「全員動くんじゃないよ！」

　後ろから女に羽交い締めにされて目の前にナイフが突きつけられる。

　衝撃でかけていた眼鏡が外れて落ちた。そのステラの顔をしげしげと見て、女が笑った。

「それで変装したつもりかい？　公爵夫人がのこのことこんなところに……おっとお前ら、それ以上近づいたらこの子がどうなるかわからないよ？」

　ナイフをちらつかせる女の前に、コンラッドも侯爵も騎士団もその場で動きを止めた。それを満足そうに見て、女は部下とともに誰もいない庭の方へ移動する。

「逃走用の馬車を用意しな」

　侯爵が屋敷の者に合図をして一人が馬車止めに駆けていく。それを見て邪魔そうに女が黒髪の鬘を投げ捨てた。その下にあるのは短い赤毛だ。

「ステラを離せ」

　睨むコンラッドを前に、彼女ははれぼったい唇を持ち上げた。

「公爵、愛しい妻への身代金ならいくら出す？」

「いくらでも」

「ははっ、そりゃあいい。初めからこうしておけばよかった。おい馬車はまだか」

　じりじりと女が後ろに下がる。前にいる敵に意識を集中させる女をうかがって、ステラはちらりと地面を確認した。

「夫人、一緒に来てもらうよ」

「──お断りします！」

　思い切り背中で押すと、ふいに女の足下が崩れ落ちた。

　片足が落とし穴にはまってバランスが崩れたところで、飛びだしてきたコンラッドに腕を引かれて抱きすくめられた。

「邪魔するんじゃない！　引きはがせ！」

　ボスの号令で男たちがステラに手を伸ばす。その時。

「……私のステラに触るな」

　絶対零度のコンラッドの声色に、部下たちが動きを止めた。

「か、確保！」

　そして再び騎士団が突進してきた。不利を見て取ってボスと部下が逃走する──―が。

「うおっ」

「ぎゃあ！」

　あちこちに空いている落とし穴に足を取られて転がった。ひとつひとつは深くないのだが、何せ数が多くてどこにあるのかわからない。そうしている間に、騎士団も穴にはまりつつ、全員を捕らえた。

「やった！」

「きゃー！」

　泥だらけでスコップを持ったジョンとマリアンが植え込みから立ち上がって喝采を上げた。

「ほら、落とし穴づくりも役に立つだろう」

「……そうね」

　嬉しそうに穴を指す侯爵に夫人が諦めたように言う。それをステラはコンラッドの腕の中で聞いていた。

「旦那様、終わりましたね」

「ああ」

　ほっとしたら今さら足が震えてくる。それを隠して彼に笑顔を向け、改めてその服装をしげしげと見た。

「ところで、なぜ執事の格好を？」

「近いところにいた方がステラを守りやすいだろう」

　こともなげに言うコンラッドがステラの髪についた葉っぱを取った。

（あ）

　それは、コンラッドの机に置かれている箱、そこに入っている枯れた葉っぱの形とそっくりだった。

　身体を支えられてなんとか立つ。詐欺師たちの移送と庭の穴の始末は騎士団員の手ですみやかに行われ、一段落ついたのはしばらくしてからだ。

「ご協力、感謝いたします」

　作業の指揮を終えた騎士団長がやって来て、コンラッドとステラに礼を取った。

「詐欺組織は、すぐに余罪と組織の場所を吐かせて処罰いたします」

「よろしくお願いします」

　これで父の伯爵家も救えるだろうか。頼もしい言葉にステラはほっと息を吐いた。寄り添うステラとコンラッドを見て、騎士団長が腕を組んでうなずいた。

「しかし、氷の公爵にあそこまで言わせるなんて奥様も愛されていますね。身代金をいくらでもなんて、本当に誘拐には気をつけてくださいよ」

「いえそんな」

　茶目っ気の多い団長に言われて首を振る。

「旦那様が冗談を言うからびっくりしました」

「え!?」

「え？」

　その瞬間、庭にいる全員に何とも言えない顔を向けられた。

　当のコンラッドも渋い顔をしていたので見返すと、すぐに目を逸らされた。

「まじか」

「あれが冗談……」

　何かボソボソ言っているのだが聞こえず、ステラは首を傾げた。

「で、では私どもはこれで失礼いたします」

　団長はそそくさと団員の元へ戻る。それを見ながら近づいてきたのは侯爵だ。

「コンラッド、この後用事はあるか？　ないなら少し王宮まで付き合ってくれ。お前が休んでいる間の仕事がたまっているんだ」

「ああ、そうですね。わかりました」

　コンラッドがあっさりとうなずいて、ずっと支えてくれていた手が離れる。それが妙に寂しく感じて、ステラは思わずうつむいた。

「あなた」

　それを見ていた夫人が侯爵の袖を引く。

「ん？」

「気の利かない人ねぇ」

「何がだい？」

「……仕事、どれくらいかかりそうなの？」

「まぁさすがに病み上がりだし、夜までには終わるよ。なぁコンラッド」

「ええ」

　とっさにステラもコンラッドの袖を引いた。

　相変わらず感情の読めない目が見下ろす。それを見上げて口を開いた。

「あ、あの」

　掴んでいる手に力を込める。

「病み上がりですし……っはやく、帰って来てくださいね……」

　そんなわがままを言ったのは初めてかもしれない。

「……」

　しばらく無言でステラを見ていたコンラッドは、よろけて近くの木に頭をぶつけた。







（……旦那様、大丈夫だったかしら）

　夜、寝る支度を整えたステラは寝室のソファに座りながら頬を押さえた。

　よろめきながら馬車で王宮に向かうコンラッドを見送った後は、ワイアット侯爵家でお茶をいただきながら、夫人にもジョンたちにも散々からかわれてしまった。

　まだコンラッドは帰ってきていない。

　刺されてから一度も出仕していないのだから当然だ。あっさりと離れかけたぬくもりが寂しくて、考えもなく縋ってしまった。

（怪我がよくなったところなのに、期待しているみたいで恥ずかしい）

　でも詐欺師を捕まえたらまた、と言ってくれたのだ。

　夕食も湯浴みも終え、薄い寝間着姿のステラはそわそわとソファの上で肩からかけたショールを握りしめた。

　時刻はまだ宵の口だ。もしかしたら帰宅は日付をまたぐかもしれないし、夜風でも当たろうと立ち上がったところでばん、と寝室の扉が開いた。

「戻った」

　入って来たのはコンラッドだ。

「お、お帰りなさい」

　思わずドアの外をうかがうが、ジェフの姿はない。帰宅の報告が来る前に走ってきたのだろうか。いきおいに驚いていると彼が近づいた。

「早かった、ですね」

「ステラにあんなお願いをされてはね」

　抱き上げられてそのままベッドに運ばれ、腰をかけたコンラッドの膝の上に乗せられた。

　身体の線をなぞる手つきはもどかしいくらい優しい。つい先日のことなのに、肌を合わせたのはもう遠い昔のように感じる。

　撫でる手に小さく吐息をこぼすと、コンラッドが言った。

「もう一度、やり直しをさせてくれるかい？」

「やり直し……？」

「ああ」

　手は少しひんやりとしていたが、触っている間に熱を帯びてくる。時折、たわむれのように耳の形を唇がなぞった。

「初夜の……大事な妻を抱くやり直しだ」

「わ、私は、別に」

「入れて欲しいと言うまでは、しないから」

「……っ」

　指がゆっくりと太腿をすべる。すでに植え付けられた快楽にステラの身体は期待していたけれどコンラッドの動きはゆっくりだ。

　彼が上の服を脱いだ。ステラの寝間着も脱がせた彼に横抱きのまま指先だけで愛撫される。直接的なところには触っていないのにふわふわして彼にすがりついた。背中をなぞられるだけで腰が揺れる。

「ステラの身体はあたたかいね」

「……ふ、う」

「ここ、触っていいかい？」

　胸を優しくすくわれて指が先端を示す。口を手で覆いながらこくこくとうなずくと、くりっと色づく突起を指先がこねる。

「んっ、ん……は……ふぁ」

　刺激に全身が跳ねた。優しく口づけながら両手で柔肉を揉まれ、甘い吐息がこぼれ出た。触れられてもいない秘部はもうはしたないほど蜜をしたたらせていたが、コンラッドはただ肌を撫でるだけだ。

「……はぁ」

　時折吐息をこぼしながらコンラッドはステラの熱を上げていく。どちらからともなくキスを繰り返して、ただ触れあうだけの時間が過ぎてどれくらい経っただろうか。

「……、だんな、さま」

「ん？」

「もう、……」

　優しい愛撫で身体中ぞくぞくと快感がたまっていた。

　足の先まで愛おしげに触れるのに、膝の上のステラの一番敏感なところをわざと外している。このままでは一人で達してしまいそうで、コンラッドの身体に抱きついて喘げば彼はステラの目尻にキスを落とした。

「どうして欲しい？」

「──」

　優しく問われて一瞬躊躇する。けれど身体がうずいてどうしようもない。

　コンラッドの手を捕まえて足の間に導いた。

「さ、わって、ください」

「もちろん」

「っ、ん……」

　濡れた入口に待ちわびていた指が触れる。その途端に目の前に星が散るような感覚があった。

「ん、う」

　けれど指は愛蕾から入口までをなぞるだけだ。すでに蜜をこぼすそこを指が上下するたびに粘着質な水音がする。早くコンラッドが欲しい、と言っているようで羞恥が押し寄せる。けれど欲しい刺激はこれではない。

「……、い、れて」

　ささやくように言えば、もったいぶるように指が入口から中に入り込む。もう何の抵抗もなくそれを受け入れて、それだけで軽く達してしまう。

「あ、っあ、……っ」

「ゆっくり動かすから、呼吸を合わせて」

　すがりついたままで指がゆっくりと中を滑る。がくがく腰が震えて身体が支えられないステラの背中に手を回し、抱き込むようにしてコンラッドが耳にささやいた。

「は……あ、……っ、ふ……」

　指の動きに合わせて浅い呼吸を繰り返す。異物に萎縮していた中はそれでゆっくりと弛緩して、彼の指をさらに奥に導いた。

「上手だ」

「……は、っ……んぅ」

　ゆっくりとコンラッドがステラを扱うからだろうか、初めてではないのに今までとは違う反応を身体が返す。やがて根元まで入った指が軽く曲げられ恥骨の裏を撫でたところで、全身が跳ねた。

「……あ、ぁ、そこ、は」

「大丈夫だよ、気持ちいいかい」

「ん、ぁ……っひう」

　今までよりも激しく内壁をこすられてとろけきった声が喉からもれる。がくがくと腰を揺らしながら喘ぐステラをなだめて、コンラッドは髪に口づけながら指を動かした。

「……や、っ……ん、あ……」

　快楽の頂はもうすぐそばまで迫っていて、まばたきのたびに涙が頬を伝う。過ぎた刺激に身悶えるステラを抱き込んでいた彼が耳元でささやいた。

「愛している」

「────っ、あ、あ……」

　その一言で、耐えきれずに指をくわえこんだまま達する。汗ばむ身体を押しつけてその衝撃に耐えていると、しばらくしてコンラッドが指を抜いた。ステラの愛液で濡れたそれが淡いランプの光に照らされる。

　身体を支えられない様子のステラを見てコンラッドがベッドにおろした。邪魔そうにトラウザーズを脱いで生まれたままの姿で二人抱き合う。

　彼の熱はすでに凶悪なほどそそり立っていたが、荒く呼吸するステラに無茶をする様子はない。それでも、腹部に直接それが当たると妙な気分になる。

　言わないと、本当に彼はしないのだろうか。

「……旦那様」

「ん？」

　少し身体を起こしてコンラッドがのぞきこんだ。余裕ぶってはいるがわずかに眉をひそめたその表情を見て、手を伸ばしてその金色の髪に触れた。頭を撫でると気持ちよさそうに目を細める。

（かわいい、かも）

　庇護欲か、きゅうんと胸がしめつけられてステラはその頬に手を滑らせた。

　その手をとってコンラッドが乞うようにてのひらに口づける。うすい唇が触れるたびに中途半端にじらされた身体の奥がうずいた。

　それを何度も続けられてついに観念したステラは口を開いた。

「……旦那様のが、欲しい……です」

「ああ」

　彼が微笑んで、入口に屹立を押し当てた。

「……いれるよ」

「は、い……っ──」

　待ちわびていたものが入ってきて、しかしその瞬間ステラは目を見開いて背中を反らした。

「あ、っあ、あ……っ、や、待っ」

「ステラ？　────っ」

　コンラッドが息を詰める。入っただけで達したステラが身体を縮こまらせて奥を締め付け、彼はシーツに手をついて苦しげに顔をしかめた。

「ご、めんなさ……」

「……いや、だが私もすぐ達しそうだ」

　半ばまで楔を埋めながら、身を起こした彼がうなる。ステラの身体はまだ快楽の余韻にあって断続的に腰が跳ねた。

「っん、ん……ぅ」

　少しずつ入ってくる熱杭にくらくらする視界の中、なるべく息を吐いて力を抜く。

「泣いているのか」

「これは、……なんだか、嬉しくて」

　知らず、涙がこぼれていた。それを見てふううと息を吐いたコンラッドが上にのしかかる。ステラの涙を舐め取りながら腰を進めた彼はやがて動きをとめた。

　根元までしっかりと入った事を知る。けれどそれ以上動く様子はない。

　ありえない質量を受け入れたステラの身体も初めの痛みはないとはいえ苦しかったが、それ以上に幸せな気持ちでコンラッドを抱きしめ返した。

　しばらく経てば身体に彼のものが馴染んだのか圧迫感も弱まった。激しくされるよりもむしろ深いところまで彼を受け入れているのを感じてしまい、そわりとステラは身体を揺らした。

　接合部からはお尻にしたたるほど蜜があふれている。それでも動こうとはせずにコンラッドはステラの髪を撫でたり、頬に口づけたりと軽いスキンシップだけだ。

（んん？）

　なのに、だんだんいやらしい気持ちになってくる。数度達した衝撃も過ぎて、ただコンラッドの腕の中で雛のように包まれているのは嬉しいけれど、物足りない。

「だ、旦那様、その……」

　堪えきれずに声をかけると、コンラッドはなぜか腰を引いた。

「や、なん……」

　今まで埋めていた熱がゆっくりと出ていく。ぬくもりがふいに離れていく気がして顔を歪ませるとコンラッドがステラを、クッションにもたれた自分の上に座らせた。

「今度は自分でいれられるかい？」

「っ」

　コンラッドのものはまだ剛直をたもって、愛液で濡れていた。熱い息を吐いたステラはそれに手を当てて、恥ずかしさを堪えてゆっくりと入口に導く。

「あ、……っあ、ぁ」

　とろけきった膣内は再び奥まで怒張を受け入れる。喜んで受け入れているのがわかってはしたなさに顔を赤くしたステラの背中をコンラッドが円を描くように撫でた。

「ん、っ……」

　衝動のままに目の前にある唇に口づける。ゆっくりと中に入ってくるのに合わせて舌を絡める快さに、もう羞恥もどこかへ行ってしまいそうだ。

「ん、っはふ……あ、ん」

　コンラッドがステラの頭に手を置いて抱きしめる。

　より深く舌が交わって行為に溺れる。すでにまた根元まで埋められた中は少しの刺激でも達してしまいそうで、何度も奥が締まった。

「っ、ステラ……もうちょっと、がまん」

「……ん、っでも」

　わずかに口を離しただけでも勿体なくて、ぎゅっと抱きついた。

「旦那様の、きもちよすぎて、……っ」

　コンラッドの頬に擦り寄せて喘ぐ。ずっと頂の一歩手前のような状況で思考がぼんやりする。ただ、愛されている実感だけが押し寄せて胸が一杯になった。

「……男にそんなことを言っては駄目だよ」

「え、っあ……っ」

　腰を掴まれて下から揺さぶられる。先ほどまでの甘さも払拭するほどの激しい突き上げにステラは悲鳴を上げた。

「や、っあ……っ」

　一番奥の感じるところまで突かれて声がかすれる。自重でいつもより深いところまで繋がっているのを感じた。

「ふか、あ……ぁっ」

「……っ、ああ、私のをこんなに奥まで受け入れて……」

「ん、っ」

　腰を揺さぶられて一層ベッドが軋む。

「は、っぁ……、待っ」

「ステラ……可愛いよ」

　そんな思考も弱いところを執拗に擦る動きで、愛欲の波に飲み込まれる。繋がったまま何度も口づけをした。

「や、いっちゃ、……っん、ん────」

　何度も奥を突かれて耐えられず達して奥が脈動した。目の前のコンラッドに抱きついて泣きながら身体をこわばらせる。

「……っや、だんなさま、まだ待っ」

　びくびくと痙攣しているさなかに彼が動き出した。

　達したばかりで敏感になっているところをさらに擦られて喘ぐ。舌足らずに呼べば慈しむように動きがゆっくりになる。

「……は、……力を抜いて」

「や、っんぅ、……あ、ああ……っ」

　大きなコンラッドの熱が隘路を押し広げながら出し入れされる。力を抜こうにも一往復ごとにステラの身体は雄茎をぎゅうぎゅうに締め付けた。

　彼のモノを深く意識させられ、先端の膨らんだところが奥を擦るたびに腰が跳ねる。

「あ、……っひう、ん……ん」

　不安定な体勢に耐えきれずに声が漏れた。またすぐに快楽が上ってきたところで子宮口を押されて喘ぐ。

「あ、あ、また、ぁ」

　ステラの髪に口づけながら、ふと目を細めたコンラッドが言った。

「名前で呼んでくれないか」

「……コン、ラッド？」

「もう一回」

　顔が近づいてまた唇が触れる。

「ん、コンラッ、ド……」

「もう一回」

　言いながらベッドに押し倒されて体勢が変わる。先ほどまでとは違うところに雄茎が当たり、お腹がうずく。荒い息のまま押し倒されて何度も名前をねだられる。

「コンラッド、……っ」

「ステラ」

「コンラッド、コンラッ、ド……」

　ステラが腕を伸ばしてコンラッドに抱きついた。

「も、いっちゃ、っぁ、あ」

　名前を呼びながら肌を合わせれば彼のものが震えながら大きく膨らむ。呼応するようにステラの身体の奥がきゅっと締まり、その動きに逆らわずにコンラッドも中に熱い欲を吐き出した。

「あ、っあ、あ────っ」

「くっ」

　コンラッドに強く抱かれて身体を震わせた。一段と深い快楽の頂に身を委ねるステラを抱きしめて、射精の間、口づけを交わす。これ以上ないほどお互いに肌を触れあわせてしばらく余韻に浸った。

　まだキスに慣れていない苦しげなステラに気づいて、コンラッドが口を離す。それが名残惜しくて大きな背中に腕を回してしがみつけば、彼ははぁ、と息をこぼした。

「痛みは？」

「……大丈夫です」

「初めてもこうして……優しくするつもりだったのに、すまない」

　もう力が入らないステラをベッドに押し倒したまま、コンラッドが優しくキスをする。

　その温かさを感じながらうっとりと目を閉じたところで、繋がったままの彼が身を起こした。

　ステラの目尻に唇を寄せながら、彼が動きを再開する。

「──待っ、あの、もう腰が」

「まだだよ。一年分を取り戻さないと」

　驚いて目を開ける。そこにはステラの足を持って、妖艶ともいえる表情を浮かべているコンラッドがいて、ぞっとした。

　一年分、とは。

「愛している」

「それは、私もです、けど……っ、や、話を……やあ、あ」




　そうして思う存分むさぼられた翌日、ステラはコンラッドをベッドに正座させて、こんこんとお説教をした。










第七章　それは夢のような穏やかな日々









　コンラッドと共に久しぶりに実家を訪れた。

　詐欺組織の調査はまだ途中だが、ひとまず被害者にできる限りの返金がされるのは決定したという。全額は難しいようだが、没落しかけていたときも孤児院や教会への寄付を続けていたこともあり、伯爵家の爵位返上は撤回された。

　次期伯爵にはステラより四歳上の従兄弟を養子に迎える予定だという。

「元気でやっているかい？」

　応接室でにこにこと父に聞かれて隣に座る夫を振り仰ぐ。すぐに視線が合ってステラは微笑んだ。

「はい」

「コンラッド様、娘をどうぞよろしくお願いいたします」

「ええ、……私には本当にもったいない妻で」

　そこで彼も少し頬を緩めた。

「伯爵家とも縁続きになれて光栄です」

「……」

　そのやわらかな表情に伯爵家一同は思わず見惚れた。

　父が夢見る顔で胸の前で手を組む。

「わ、私も公爵様と結婚したい……！」

「？」

　コンラッドが首を傾げる。

「あなた、やめて」

「お父様落ち着いて」

　久しぶりに伯爵家に笑いがあふれた。

　屋敷を辞したのは昼の二時を過ぎていた。

　帰りの馬車の中に会話はない。だがいつの間にかそれにも慣れ始めていた。窓の外を見ているコンラッドにならい、ステラもゆっくりと流れていく景色を眺める。

　けれど気づけば馬の足は公爵家のタウンハウスではなく街の中心に向かっていた。

「どちらかに寄るのですか？」

「……」

　わずかに間があって、コンラッドが軽く咳払いをする。

「……セントラルパークで、蘭の展示をしているから見に行かないか」

「！」

　コンラッドからのお誘いだった。

（だ、だだだ旦那様とデート……っ）

　結婚する前に教会への挨拶には行ったが用事以外のお出かけは初めてだ。

　だがもう一度首を傾げる。

「セントラルパークとは少し道が違うような」

「その前にケアンドストリートに」

　そこは王都の中心部にある、高級ブランドがいくつも並んでいる大きな通りだ。

　貴族や王族御用達の店ばかりが軒を連ね、ブティックや紅茶専門店、靴、本屋まで何でも揃っている。

（うわぁ……）

　そちらにはほとんど縁のなかったステラが通りを眺めていると、馬車はある店の前で止まった。

「まぁまぁまぁ！　いらっしゃいませレッドフォード様」

　華やかな流行の服を着こなした店主が丁重に出迎えてくれた。彼女の世間話を黙って聞いているコンラッドの隣で、ステラは店の中をそろりと見回した。

　店いっぱいにおもちゃ箱のように広がるのは可愛く清楚な服や小物。縫い付けられたレースも繊細で、ステラ好みの服が多い。

（今度真似て作ってみようかな）

　手編みのレースリボンを眺めていると腕を引かれた。

「では奥様、ご試着を」

「え」

「春物のドレスをいくつか見つくろってくれ」

「旦那様？」

「畏まりました。こんなに愛らしくてお綺麗ですからなんでも似合いそうですわ、腕が鳴ります」

「いえ、私は」

　試着に時間がかかってコンラッドを待たせてしまうのも申し訳ない。だが店主の押しの強さに試着室に連れ込まれてしまった。

　コンラッドは気にする様子もなく店内のテーブルで静かにお茶を飲んでいる。

「これなどいかがでしょうか」

「ストライプもトレンドで」

「一緒にこの帽子も」

　店主と店員に次々と着替えさせられる。仮針した状態でコンラッドのもとに行き、それを見て彼が満足そうにうなずくという繰り返し。

「では、調整したものを屋敷に送らせていただきますね」

「ああ。それと先ほどのドレスを着て行きたい」

「はい」

　目が回っている間に買い物と着替えが終わっていた。

　実家への挨拶にとさきほどまでシックな服を着ていたのだが、裾がふわりと膨らんだ濃い青色のドレスに着替えている。手には日傘、頭には服と同じ色のリボンがついた帽子も。

（いつもながら、こんなにしていただいていいのかな……）

　手早くステラの身体に沿って整えられていくドレスを見ていると、そっと店主が後ろから彼女の肩に手を置いた。

「奥様も大変ですね」

「いえ……」

　彼女がそっと耳元でささやく。

「女性に好みの服を着せる男性は、自分の手で脱がしたいと思っているものなので」

「！」

　不穏な言葉にびくついた。

「ふふ、お心当たりがありそうですね」

「違います、旦那様はそんな人では」

　確かにステラの服はほぼコンラッドが選んでいたが、結婚して一年手を出さなかった実績がある。

（でも先日はその分もむさぼられたし……）

　からかわれて頬を赤くしたステラの目がふと店内に置かれた品に止まった。

　それはコンラッドの目と同じ色の宝石で装飾された、細い鎖付きのタイピン。

　そっと持ち上げる。少し値は張るがそのぶん、使われている石はいいものだ。持参金と一緒に持たされた、ステラが家庭教師でこつこつためたお金でなんとか買えそうなもの。

「あら、お目が高い、今日入ったばかりの新作ですよ」

「……これ、プレゼントにしていただけますか」

　コンラッドがこちらを見ていないか確認しながらこっそり聞く。

　自分の事のように嬉しそうな顔で店主はそれを包んでくれた。後日、小切手を届けさせる旨を約束する。

「またいつでもおいで下さいませ」

　店員全員に見送られて店を出る。

　馬車は街の中心にある広い公園に着いた。その一角に王室が管理する巨大な植物園があり、今回、世界中の蘭を集めた展示会が催されているらしい。

　敷地内の中央部には歴史のある大きな温室、他にも形の違う小さな温室がいくつも備えられていて、鉄筋とガラス造りの建物内には集められた植物がそれぞれの気候に合わせて栽培されていた。

　蘭展は一番大きな温室で開かれているという。

　大規模な催しで結構な人が集まっていて、入口に近づくとコンラッドとステラの姿を見て数人が振り返る。

「レッドフォード公爵家の……」

　あちこちから視線を感じてステラがそっと帽子で顔を隠す。と、コンラッドがつばを少し持ち上げて整えた。

「あの？」

「隠すのはもったいない」

　きょとんとしているステラにうなずいて、彼がそっと曲げた肘を差し出す。彼女はためらいながらそこに手を置いた。

（さ、さすが旦那様……）

　さらに視線が集まって落ち着かないが、引かれるまま足を進めた。

　植物園は標本館なども併設されていて、じっくり回ると一日かかっても見終わらないほど広い。大きな噴水のある池もあり、ようやく訪れた春の日差しのもと、ボートに乗る人の姿も見える。

　温室同士をつなぐ歩道の脇にも植物が植えられていて、可憐な花が咲いていた。

　お目当ての蘭たちは、展示スペースに薄紅、紫、橙や白と様々な種類が寄せ植えされていたり、テーブルに置かれた鉢植えに一種ずつ飾られていたりとどれも目に楽しい。

　ひらひらと愛らしい花弁の蘭たちはひとつとして同じものはなく、訪れた客たちをうならせていた。

「綺麗ですね……」

「ああ」

　空中ポットから垂れ下がるように展示された花を見上げてステラが笑うと、コンラッドはこちらを真っ直ぐに見ながらうなずいた。

　甘くて爽やかなものから、ムスクやバニラ、ミントに似たものまで蘭の香りが温室中に広がっていた。頭上には放し飼いだろうか白い鸚鵡も止まっている。

　コンラッドに話しかけようとすると必ずこちらを見ているので不思議に思いつつ、温室から出て公園にある芝生に向かう。

　周囲に植えられた林で風がさえぎられ、午後の光は温かくあたりを照らしていた。春の陽気に誘われた人々がお菓子や飲み物を広げて、芝生では子どもたちが駆け回っている。

　ここでもコンラッドは目立つのでいたるところから視線が飛んできた。

「ボートに乗ろうか」

　コンラッドはやはり平然とした様子で、池を指す。

　ボート乗り場で手こぎのものを借りて乗り込み、コンラッドが漕ぐのを、ステラは正面で傘を広げて持ちながら眺めていた。ジャケットを脱いでシャツを腕まくりした彼がゆっくりボートを滑らせる。その動きはどこか堂に入っていた。

「お上手ですね」

「寄宿学校ではボートクラブだった」

「そうだったのですか……」

　優雅に水面を鳥が泳いでいく。ボートの縁から立つ波紋は余韻を残して静かに消えていった。オレンジ色鮮やかな夕暮れは、このまま時間が止まってほしいと思うほどすべてが名残惜しい。

（そうだ）

　傘を閉じて置き、ステラは先ほどお店で買ったタイピンの入った箱を取りだす。

「……いつも旦那様が身に付けているものとは比べものになりませんが……」

　両手で差し出すとコンラッドは櫂を固定して受け取り、慎重にリボンを解いた。箱を開けた彼が息をのむ。

「これを私に？」

　うなずいたステラは少し彼に近づいた。

「つけてみてもいいですか？」

　ボートをひっくり返さないよう慎重にピンを受け取ってタイにつければ、いつもシンプルなコンラッドのシャツとベスト姿にさりげなく花を添えてくれた。なるほど、自分好みに相手を飾り付ける楽しさが少しわかった気がする。

「大事にする。家宝だ」

「そ、そこまでは」

　嬉しそうにピンを見る彼を眺めて、ステラも微笑んだ。

「……旦那様のこと、これからいろいろ教えてくださいね」

　パシャ、と音がして光が走ったのはそのとき。

　カメラを持った記者が、岸辺からこちらにレンズを向けていた。光がいくつも点滅する。

「少し揺れるぞ」

　先ほどまでの静けさが嘘のようにコンラッドが速く櫂をこぎ出した。思わずステラは縁に手をつく。記者のいる方とは反対にボートが滑って、水飛沫が上がった。

「私、これくらいの速さのほうが好きです」

　言えばコンラッドは唇を持ち上げて、もっとスピードを速めた。

　すぐに別の岸について、コンラッドが先に地面に降りた。差し出された手をとってステラも次いで降りようとしたところで、スカートの裾を踏んでつんのめる。

「わ、わっ」

「おっと」

　倒れかけたところでコンラッドが身体を支えてくれた。

「……以前もこんなことがあったな」

「ああ、ジョンの落とし穴で」

　そんな話をしていると、またカメラのシャッター音がした。

「走れるかい」

　手を差し出したコンラッドが林の向こうに視線を向けた。

　ボートの行き先を見ていたのかそこには公爵家の馬車が止まっていて、御者がうやうやしく扉を開けて待ってくれていた。

「はい、もちろん」

　その手を繋いで、馬車までを二人で駆け抜けた。





　　　＊　＊　＊






　こっそりとコンラッドの書斎に入る。

　ステラは机の上に置いている箱をそっと開けた。

（やっぱり……）

　そこには、押し花にして栞にされた葉っぱ──侯爵家で、フォードがステラの髪から取ったもの──と、婚約前に彼女がコンラッドにあてた手紙が収まっていた。他にも新聞の切り抜きらしいステラがうつる写真や、贈ったタイピンの箱に付いていたリボン……綺麗に整えられたステラの髪ひと房も。

　髪だけ回収してパタンと蓋を閉じる。

（……見なかったことにしよう）

　首を振った。

「奥様、旦那様がそろそろお帰りになるそうです」

　エメリンに言われて玄関ホールに降りる。扉が開くと夕方の風とともにコンラッドが入って来た。

「今帰った」

　ジェフに杖や上着を渡して、規則正しい足取りでコンラッドがステラに近づく。彼女の耳には、隣で時を刻む大時計の穏やかな音が聞こえていた。

　ステラはいつも通り微笑んだ。

「お帰りなさいませ、旦那様」

「ただいま、ステラ」

　そのステラの頬に口づけて、青のタイピンをつけたコンラッドが彼女を抱き上げた。毎日の習慣だが、それを見た途端に使用人たちがふいにざわめいた。

「ん？」

　周りを見るコンラッドにステラはぎゅっと抱きつく。

　そしていつもと違う雰囲気に勘づいた彼の肩に顔を埋めた。

「旦那様……その、報告が」

　そして、とても嬉しいその報告を彼の耳元でささやいた。

「────」

　その瞬間、コンラッドが動きを止めた。

　ステラの服を見て眉をひそめる。

「こんな服では冷える」

「十分暖かいので大丈夫ですよ」

「だが」

　そわそわとステラを抱いたまま落ち着かない様子でコンラッドが足踏みをした。

「旦那様、大事なお体ですからもう少し慎重に」

「ジェフ、先に知っていたのか！」

　執事の言葉にコンラッドがむくれた。

「子どものものをすぐに揃えよう。出入りの店主を呼んでくれ」

「畏まりました」

「ま、まだ生まれるのは先です！」

　このままではすぐに子どもの物で屋敷中があふれそうで、ステラは叫んだ。










終　章　三年後……









　ステラは玄関ホールの時計を見上げた。

　黒い針は正確に今の時間を示している。文字盤の上にある夜のプレートの妖精たちは嬉しそうに笑っていた。

　あの時以来、ステラが時間移動することはなかった。けれど少しだけ話をした彼女たちの軽やかな声はまだ耳の奥に残っている。

　ボーン、ボーン……、と時計の音が鳴る。目を閉じてそれを聞いたが、しばらくしても何も起こらないのでステラはそっと目を開けた。

「ステラ」

　コンラッドが一歳になる息子を抱いてやってきた。手にはストールを持っている。

「身体を冷やしてはいけない」

「ありがとうございます」

「あー、う」

　昼寝のしすぎで起きてしまったようだ。ステラが受け取った赤子は目の前にある大時計にそっと手を伸ばしてその滑らかな木目に触れた。

「そうか……今日は」

「ええ」

　ステラが離縁を決意してからちょうど三年後。

　もしかしたら過去の自分と入れ替わるのではと思ったが、変化はなさそうだ。鐘が鳴り終わり、赤ん坊をあやしながら大時計を見上げるステラにコンラッドがそっと寄り添う。

「……三年後の私と今の私、どちらがいい」

　同じ質問をことあるごとに聞いてくる。

「もちろん今の旦那様ですよ」

　──あれは単なるひとつの未来だもの。

　──なんだっけ……そう、積み重ね。

　見上げると、プレートの妖精たちが光の加減かきらきら輝いた。今はきっとあの時とはまた別の未来なのだろう。けれどひとつ言えるのは。

「あなたたちのおかげで、こんなに幸せです」

　毎日手入れをさせてもらっている大時計を撫でた。コンラッドも微笑んでそれにならい、ステラと息子に口づける。

「今日はピクニックに行こうか」

「また湖に行きたいです、ワイアット侯爵家のみんなも誘って」

　ゆっくりと寝室に向かって戻りながら、コンラッドとこれからの話をする。そこで息子が嬉しそうに声をあげて背後を指さした。

「あー」

　振り返ったところで、ボーン、と大時計が一つ鳴った。

「！」

　びっくりしてお互いきょろきょろと周りを見るが特に何も起こらない。

　しばらくしていたずら好きの妖精のしわざと悟ったステラとコンラッドは、思わず顔を見合わせて笑ってしまった。










溺愛される予定の未来の話


新妻は寡黙な夫の真実の想いにたどり着く
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